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令和８年度　あさぎり町議会　第２回会議（６月定例日）　一般質問通告書

質問順 質 問 者
質問の
相　手

1 町長

1 教育長

2 町長

3 町長

1 町長

2

①

②

③

④

⑤

2 町長

①

②

③

④

⑤

　複雑な国保税のしくみは住民にとって理解
されにくい状況であるが、制度変更の周知方
法は十分であるかについて

　県の一本化で市町村の裁量が縮小し、地域
の実情に応じた対応が難しくなる懸念がある
が、町としての役割をどのように確保し、県
にどのような意見を伝えているかについて

　地域おこし協力隊の現状と活動について

（５番議員）
難波　文美

国民健康保険税の
一本化が住民負担
に及ぼす影響につ
いて

　国民健康保険制度は財政の安定化と持続可
能性の確保を目的として、県が財政運営の中
心となる「県単位化」が進められてきた。
　しかし近年、県による標準保険料率の一本
化が進む中で多くの懸念がある。特に、高齢
者の多い地域では、医療費の増加と保険料負
担の増加が同時進行となるため、生活への影
響は深刻である事に鑑み、以下の点を問う。

　県による国保税の標準保険料率の一本化に
より、本町の住民が負担する保険料が現時点
でどの程度増減するかについて

　高齢者世帯・低所得者世帯などへの影響の
町としての分析について

質 問 事 項 質 問 要 旨

ＤＸ推進と情報弱
者への対応につい
て

　行政ＤＸ推進が進む中、スマートフォンや
オンラインサービスの利用が困難な住民への
支援について問う。
　また、災害時の停電や通信障害も想定し、
防災無線、紙媒体、地域連絡網などアナログ
手段を含めた情報伝達体制をどのように維
持・活用していくのか町の考えを問う。

食を通じた地域づ
くりについて

　熊本県が掲げる「食のみやこ熊本」の理念
を踏まえ、食を通じた地域づくりについて。
　特に災害時における地域内での食料確保や
備蓄体制、地元生産者との連携など、防災面
での取り組みや地元食材の活用による農業振
興や地域経済活性化、地域ブランド化への取
り組みをどのように進めていくのか、町の考
えを問う。

（６番議員）
加賀山　瑞津子

避難行動支援の現
状と課題について

　令和２年度豪雨災害の教訓を踏まえ本町の
避難行動支援と避難所運営の実効性につい
て、高齢者や要避難者に対する個別避難計画
の運用状況、避難情報の伝達方法、夏季の熱
中症対策を含めた避難所環境整備等の現状と
課題について問う。

　官民連携を活用すべき優先分野とその効果
について

　官民連携を推進する際のリスクや留意点の
認識について

　官民連携の検討･導入にあたり、住民参加
や情報公開を確保する方法について

　今後も上昇していく標準保険料率に住民負
担を緩和するための町独自の施策を検討する
考えはあるかについて

官民連携による過
疎自治体の再生と
その推進における
町の認識について

　人口減少に歯止めをかけ、大都市圏への過
度な一極集中を是正することで、全ての国民
が多様な幸せを実現する社会を目指す取り組
みとして始まった『地方創生』から１０年が
経過した。
　しかし現実は、あさぎり町を含む人吉・球
磨地域において、年を追うごとに人口減少が
加速している。そのような中で、自治体が生
き残るための有効な手段として『官民連携』
という手法がメインストリームとなってき
た。
　現在、町が直面している課題と官民連携を
推進する際の認識について、以下の点を問
う。

　本町の人口減少・財政状況・施設老朽化を
踏まえ、行政単独で公共サービスを維持する
事について
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令和８年度　あさぎり町議会　第２回会議（６月定例日）　一般質問通告書

質問順 質 問 者
質問の
相　手

質 問 事 項 質 問 要 旨

1 町長

3

①

②

③

2 町長

教育長

①

②

③

④

1 町長

4 教育長

① 地区・町民からの要望件数について

② 優先順位について

③ 本年度の予算について

2 町長

① 昨年同様の確保について

② 大・小・燃えない袋の使用割合について

③ 価格について

3 教育長

（11番議員）
皆越　てる子

町道の整備について 　町道を見てみると、道路を安全かつ快適に
保つための、維持保全が適正に整備されてい
るのか、目立って、中央線・外側線・車線境
界線等の白線の枠だけが残り、消えていると
ころが多く見受けられるが、白線の引き直し
についての計画等について問う。

町指定のごみ袋につ
いて

　マスコミ等によると、町指定のごみ袋不足
が報道されている。また新聞等では、自治体
指定ごみ袋「買いだめ控えて」という記事が
掲載され、環境省の調査では、昨年と同程度
の量を継続的に供給できるという事だが、町
としての考えについて問う。

（１番議員）
小松　英一

球磨・人吉地域の
広域的課題への取
り組みについて

　１０市町村という複数の自治体が共存する
地域が抱えている共通の課題について、町村
会や広域行政組合、その他の個別の組織にお
いて、それぞれの首長が意識の共有を図り、
実行に移すことが迅速かつ有効に行えている
のか。現状と今後の在り方について問う。

　山積する課題に対する取り組みと組織体制
について

　地域内の共通課題に対する取り組みの現状
について

　安全面での不安要素と課題解決のための今
後の取り組みについて

　将来に向けた地域内の課題解決のための意
識の共有と事業展開、今後の展望について

地域型スポーツク
ラブや文化活動、
中学校部活動にお
ける児童・生徒の
安全の確保につい
て

　子どもたちが心身ともに健全に成長し、社
会性や人間関係を育むとされる、スポーツや
文化活動時の児童・生徒の安全性の確保が、
適切に行われているのかについて問う。

　中学校の部活動だけではなく、地域型ス
ポーツクラブや文化サークル等の活動時にお
ける安全面での対策について

　各種大会への参加時の引率者の役割と責任
の所在について

　普段の練習時における移動の際の事故等へ
の対応について

生涯学習施設使用料
について

 上校区公民館施設使用料が、当初予算で計
上されているが、対象者等を問う。
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令和８年度　あさぎり町議会　第２回会議（６月定例日）　一般質問通告書

質問順 質 問 者
質問の
相　手

質 問 事 項 質 問 要 旨

1 町長

5 教育長

①

②

③ 　家庭との連携による安全教育について

2 町長

①

②

③

④ 　継続的な誘客と観光施策の展開について

3 町長

①

②

③

④

1 防犯対策について 町長

6 教育長

① 　現状と課題について

②

③ 　町民の防犯対策への意識の向上について

2 町長

教育長

① 　通学路の現状と課題について

② 　町の周知について

③ 　学校での注意喚起について

（７番議員）
橋本　誠

　地域の住民の安心と安全の為に防犯灯（街
路灯）、防犯カメラを設置しているが、町の
防犯対策について問う。

　小中学生の安全と安心を守るため、防犯カ
メラの設置対策について

道路交通法の改正
に伴う自転車運転
に関する対応につ
いて

　道路交通法の改正で、本年（令和8年）は
自転車への交通反則通告制度（青切符）や車
から自転車への追い抜き新ルールが4月1日に

施行されたほか、9月1日には生活道路の法的

速度が30Km/hへ引き下げられる。
　この事を踏まえて、町民への周知方法、特
に児童生徒及び高齢者への対応はどの様に
行っているのか問う。

　あさぎり町の若い職員がふるさと会に出席
し都市圏の友人・知人への参加呼びかけを行
う人的ネットワークの活用も有効と考える
が、町の考えについて

　中学校周辺及び通学路における自転車通行
環境（通行帯・路側帯等）の整備状況と課題
認識について

くま川鉄道全線運
行再開を契機とし
た観光振興につい
て

　令和2年7月豪雨災害で被害を受けたくま川
鉄道の全線運行再開が9月20日に予定されて
いるが、以下について問う。

　本町の観光振興及び地域活性化の機会とし
てこの全線開通の位置付けについて

　再開イベントに係る予算及び情報発信のあ
り方について

　駅資源を活用した観光コンテンツの創出に
ついて

ふるさと会（関東
会・関西会・中部
会）の活性化およ
び若年層参加促進
について

　あさぎり町には、関東会・関西会・中部会
の3つのふるさと会があり、これまで町出身
者同士の交流や、ふるさととのつながりを維
持する大変重要な役割を担ってきた。しか
し、設立から年数が経過する中で、役員や会
員の高齢化が進み、会員数の減少により今後
会の存続が危惧される状況にあると考える
が、以下について問う。

　現在それぞれの会の活動状況と会員減少に
対する町の対策について

　総会等における地元からの出席者につい
て、教育長や区長などが参加し、地域の現状
や取組を伝えることは有意義と考えるが、出
席者の選定や内容について町の考えについて

　従来の総会・懇親会形式に加え、若い世代
が参加しやすい魅力ある企画の必要性につい
て

（４番議員）
岩本　恭典

道路交通法改正に
伴う自転車通学の
安全対策と通学路
整備について

　令和8年4月施行の道路交通法改正により、
自転車利用者に対する交通違反の取締りが強
化された。中学生は青切符制度の対象外では
あるが、警察による指導・警告・保護者連
絡、悪質な場合の補導等の対象となり、重大
事故では民事上の損害賠償責任や保護者責任
が問われる可能性もあるが、以下について問
う。

　道路交通法改正を踏まえた中学校における
自転車通学の安全対策に関する認識について
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令和８年度　あさぎり町議会　第２回会議（６月定例日）　一般質問通告書

質問順 質 問 者
質問の
相　手

質 問 事 項 質 問 要 旨

1 ① 町長

7 教育長

② 町長

教育長

③ 町長

教育長

④ 町長

2 ① 町長

② 町長

1 町長

8

2 町長

3 教育長

「ハナミズキ」の
シンボルロードを
魅力あるロードに
するための整備に
ついて

　桜のおかどめ幸福駅・おかどめ公園～谷水
薬師～紅葉の麓城の散策の要となるシンボル
ロードを魅力あるロードに整備するために
「ハナミズキ」を「桜」に植え替えることは
できないか。
　ハナミズキが有名で観光地となっている所
は少ないが桜は国花。ビハ公園の桜やおかど
め幸福駅周辺の桜も大変美しく、多くの見学
者が訪れる。
　シンボルロードも桜並木に変われば石田橋
も生きてくるし、旧上庁舎跡地周辺もさらに
魅力ある場所に生まれ変わるのではないか問
う。

大谷翔平選手グ
ローブの効果につ
いて

　大谷翔平選手のグローブが、各小学校に届
いてからの利活用と子供たちにどのような効
果がもたらされているのか問う。

（12番議員）
溝口　峰男

町道免田駅前通り
線、久鹿二子線の
優先整備について

　令和４年に駅前周辺整備基本構想ができて
４年になる。構想の中に両線も改良計画の一
つになっているが、一歩も進んでいない。
　全体整備に合わせ改良する考え方もある
が、駅前広場は町の顔であり、両線は町の中
心を活性化するうえにおいて要となる道路で
ある。
　線路北側住民のポッポー館利用の利便性は
高まり、逆に庁舎に行く住民も、くまがわ鉄
道踏切を拡幅することで、利便性は更に高ま
る。
　以後、周辺整備を具体的に進めるきっかけ
にするために、まずは、両線の改良を優先し
整備することはできないか問う。

物価高騰対策につ
いて

　町として、昨年度の物価高騰対策を、どの
ように評価しているか問う。

　中東情勢の混乱の長期化による物価高騰対
策について、国では６月補正を検討してい
る。町でも、独自の更なる物価高騰対策が必
要ではないか問う。

（２番議員）
加藤　弘

人口減少対策につ
いて

　人口減少が予想より早いスピードで進んで
いるので、危機感を感じている。直近の本年
４月１日時点での「学校区別児童生徒数」
（未就学）の状況を見て、教育行政面からど
のように感じたか。
　また、教育行政の今後の施策の大綱と、行
政面から見た人口減少対策の、今後の大綱を
問う。

　小中学校で学ぶキャリア教育の概要につい
て、「中学生議会」での質問や提言等を受け
てどのように感じ、提言等に伴い実施された
事業及びその効果を問う。

　高校生が都市部へ進路を求める理由等状況
の把握や、進路を決める時期の高校生の意見
を、町づくりに反映しているのか、これから
のあさぎり町を担う高校生との意見交換的な
ことは必要ではないか問う。

　既に地元に残っておられる若い人達の提言
等を活かしたビジョンも必要ではないか。学
生や若い人達の考え方は、私達と大きく乖離
している箇所もあるかもしれないが、これか
らのあさぎり町を担う人達の考え方であり、
夢を持っておられるので、その考え方を政策
に活かせないか問う。
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午前１０時００分 開 会 

 

 

 

●議会事務局長（髙田 真之 君）  御起立ください。礼。御着席ください。 

◎議長（小見田 和行 君）  ただいまの出席議員は１４人です。定足数に達していますので、令和

８年度あさぎり町議会第２回会議を開会します。これから本日の会議を開きます。本日の議事日

程は御手元に配付のとおりです。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。本会議の会議録署名議

員は、会議規則第１２４条の規定によって１３番永井英治議員、１番小松英一議員を指名します。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第２、定例日の会議日程報告を行います。本定例日の会議運営に

ついては、議会運営委員会が開催されておりますのでここで議会運営委員長の報告を求めます。

山口委員長。 

◎議会運営委員長（山口 和幸 君）  改めまして、おはようございます。それでは令和８年度６月

定例日、議会運営委員会の報告をいたします。去る６月２日火曜日 午前１０時よりあさぎり町役

場第二庁舎委員会室におきまして議会運営委員会を開催しましたので、その内容について報告い

たします。会議の日程については、本日より６月１２日までの４日間とすることにいたします。

なお御手元の配付の日程表のとおり、１２日金曜日には予定された議案審議を全て終了し閉会の

予定であります。会議に付する事件については、全て議案を本会議において審議することといた

します。会議日程の中で、９日から１０日の２日間で一般質問を行うことといたします。今回は

８名の議員の登壇が予定されておりますが、簡明で建設的な政策論争が展開されますよう議員各

位の御奮闘を期待いたします。また１１日は休会とし、各種委員会が開催される予定となってお

ります。１０日金曜日は議案審議ですが、事前配付のとおり議案８件、諮問２件、報告４件につ
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いて当日に採決まで行う予定であります。スムーズな議事運営の御協力をお願いいたします。３

月定例議会以降に事務局で受け付けた陳情書等の取扱いについては、配付した一覧表のとおりで

あります。なお、詳細については事務局において閲覧をお願いいたします。服装につきましては、

一般質問登壇者を含めてクールビズといたします。その他、議会運営については、議会運営の指

針のとおりでございますが基本的には今後本会議中において判断が必要な案件が生じた場合は、

直ちに議会運営委員会を開いて審議することとし、また本会議中における執行部の議案説明の簡

素・効率化について申入れを行っておりますので、議員各位におかれましても簡潔明瞭な発言に

心がけていただきますよう御協力をお願いいたします。以上、議会運営委員会の報告を終わりま

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  したがって、本定例日の日程は、本日から６月１２日までとします。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第３、諸般の報告を行います。まず私議長より報告します。抜粋

して報告させていただきます。令和８年３月２３日、岡原小学校卒業式が行われております。３

月２４日、定例郡議長会が行われておりまして、２番目でございます令和８年度本会議事業計画

案について提案されました。内容としましては、コロナ禍において研修がオンラインで行われて

おりましたけど、今回から１回は対面方式を行うということで１０月８日に菊陽図書館ホールで

第１回の研修が行われ、２回目はオンラインを用いまして令和９年１月に２回目を開く予定とい

うことでございます。続きまして飛びまして３月２９日、第４回あさぎり豪農'Ｓフェスタが開会

されております。会場を森園カントリーパークからもみじ館前に変えまして行われましたけど、

大盛況の後に終わっております。飛びまして４月１０日、令和７年度農業委員会等表彰農林水産

大臣賞の受賞祝賀会に御案内を受けまして参加いたしました。担い手の農業、農地の集積率向上

や女性農業委員による農村女性の社会参画推進が認められての受賞ということで、町としても非

常に名誉なことでございます。４月１２日にあさぎり町消防団入退団式が行われております。４

月１９日、第１９回あさぎり町中部ふるさと会に参加させていただきました。議会よりは、加藤

議員、溝口議員と一緒に行っております。会員の皆様の故郷への思いを強く感じ、ありがたく思

ったところでございます。４月２７日、定例郡の議長会が行われまして、２番目でございます本

会役員改選について決定しました内容についてお知らせします。球磨村議会の改選に伴いまして、

監事に田代球磨村議会議長が前任者の残任期間ということで決定いたしました。４月２８日、あ

さぎり町文化協会の総会に参加させていただきました。感謝状が監事を長く務められた鬼塚富士

朋様、野田勇次郎さんに贈られております。続きまして５月７日、上球磨正副議長総会が行われ

ました。これにおきまして新役員の改選が行われまして、不祥私が会長、金子湯前議長が副会長

ということに決定いたしまして、計画としましても広報委員会の研修を予定しております。次が

飛びまして、令和８年度町村議会議長会 議長研修会が自治会館で行われました。内容としまして

は、伊藤洋典熊大名誉教授の議員報酬と議員活動の在り方ということを題しまして講演を頂きま

した。内容としましては、現在の成り手不足対策や多様な人材の参画のため、都道府県会長会の

議論として、地方自治における議会の重要性を考えた場合、町村議会が一定以上の活動をして議

員報酬の水準を確保していくことが重要である。町村長の給与月額の４７％程度を目指すという

ことになっております。そのためにも議員活動の見える化、また住民の理解をどう得るかという
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ことが主な講演の趣旨でございました。続きまして５月２１日、定例郡の議長会が行われており

ます。通常の議題とともに、その他というところで「石油ナフサ由来の部品や資材の供給の安定

に向けた要望書の提出は」とか、「ごみ処理施設建設事業の進捗はどうなっているのか」とか、

「部活動や今後の高校再編についても議題として取上げて欲しい」というような意見も出たとこ

ろでございます。５月２２日は、あさぎり町商工会の通常総会に参加させていただきました。事

業報告それから永年勤続者表彰が行われておりまして、中央タクシーのたきがわとよみ氏に表彰

をされております。５月２６から２７日にかけまして、全国町村議会議長・副議長研修会が東京

国際フォーラムにおいて行われております。内容としましては、２６日は、３人の先生の講演が

ございまして簡単に御紹介申し上げます。一般財団法人地域活性化センター理事長の林﨑 理氏に

よります「地方創生の先行～地域未来戦略とともに」というのがひとつと、東海大学教育学部人

間環境学科教授 万城目 正雄先生より「人口減少社会における外国人材の確保、育成の実践」、

続きまして、京都女子大学学長 竹安 栄子氏におきます「男女共同参画で地域を元気に～人口減

少社会を生き抜く方策」ということで３人の御講演を頂きました後に女性模擬議会の取組を蔵王

町の取組につきまして、ディスカッション方式で行われております。このことにつきまして詳し

く資料につきましては後日図書コーナーに資料をおきますので、皆さん御閲覧願えればと思って

おります。それから５月２８日、九州治水期成同盟連合会第６９回定期総会に参加させていただ

いております。この目的は、九州の直轄の河川、ダム、砂防、海岸事業の早期慣行を目的とし、

併せて各期成会の目的達成のため総合研修、研究及び協力を図ることということで九州全土から

首長及び議長が参加しての大会でございまして、宮崎市のシーガイアで行われております。５月

２９日、認定農業者協議会総会が行われまして、この中で振興作物の推進についても問題が提起

されたところでございます。５月３０日、シルバー人材センター通常総会に参加させていただき

ました。令和７年度月次統計報告書によりますと、３月時点における会員数は１０５名、契約金

額合計は、公共・民間合わせて７,８９５万９,５８９円。７年度の収支決算は９４万６,９９６円

が次期繰越しということで報告を受けました。５月３１日は、くま川鉄道沿線除草作業に出てお

ります。大体以上でございます。本日まで受理した令和７年度３月定例日以降の要望書等につい

ては、御手元に配付しました一覧表のとおりです。皆越地区災害復旧事業用水施設負担金減免措

置の要望書については、総務建設経済常任委員会へ付託することとします。例月現金出納検査報

告書は事務局に保管してありますので、閲覧していただきたいと思います。なお３月定例日以降

の指摘事項の報告は御手元に配付のとおりです。以上で議長の報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に総務建設経済常任委員会の報告を求めます。溝口総務建設経済常

任委員長。 

◎総務建設経済常任委員長（溝口 峰男 君）  おはようございます。それでは、ただいまから総務

建設経済常任委員会の報告をいたします。３月の１９日に水道検針業務委託についてを協議事項

といたしまして、担当課よりプロポーザルから業者決定までの経緯について説明を受けておりま

す。協議内容の詳細につきましては、議事録を御覧ください。５月２２日、石田橋の詳細点検の

結果について、２番目に鳥インフルエンザ埋却地として検討した町有地についてを協議事項とい

たしまして、午前９時から現地調査を実施し、その後、委員会室において建設課及び農林振興課、
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財政課から説明を受け、質疑を行いました。石田橋につきましては、改修案３案が示されました

が共に多額の事業費が伴うことから委員から３案以外についても提案があり、事業に即した効果

があるように関係する課とも連携し、再度検討するように委員会として申入れを行いました。次

に鳥インフルエンザ埋却地につきましては、令和７年５月７日に当該町有地が埋却地として懸案

事項の解消につながるとの見解が家畜保健衛生所から示されたのを受けまして、地区説明会が実

施され、令和８年３月２４日に町有地を随意契約において売却いたしました。売却代金も納付さ

れております。その後、周辺住民から反対意見が出され、町も売却方針を変更し、売買契約の解

除を相手方に申入れておりますが応じていただいていないのが現状です。契約書には、町から契

約解除ができる事項は一切記載されておりませんので相手方にお願いする以外に手だてはありま

せん。一方、相手方から埋却地の代替地を早急に確保していただきたいとの要望書が提案されて

おりますので、町は誠意をもって代替地の確保を進めるように委員会としても申入れをいたして

おります。この問題は、代替地の確保ができれば解決につながるのではと考えておりますので、

さらなる努力を求め、報告といたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に厚生文教常任委員会の報告を求めます。小谷委員長。 

◎厚生文教常任委員長（小谷 節雄 君）  おはようございます。厚生文教常任委員会から御報告を

申し上げます。令和８年４月２０日開催いたしておりますが、本委員会は４月２７日の委員会構

成の変更前の委員会でございますが、私のほうから４月２０日分についても御報告を申し上げた

いと思います。所管事務の調査として３件を行っております。まず１件目、学校規模適正化審議

会の状況について教育課から御説明を受けております。令和３年に教育委員会からの諮問が行わ

れたそれ以降の審議会での調査協議等の現状について教育課から説明を受けたところでございま

す。併せて今後のスケジュールについても報告がございました。保護者はもとより広く地域住民

の意見を聞く機会として地区別の説明会を開催予定とのことであり、今後とも引き続き議会への

報告・協議の場を設けていくということでございました。２項目め、あさぎり中学校制服の検討

状況について。平成２４年のあさぎり中学校開校に合わせて制定されております現在の制服につ

いて、昨今の状況の変化等から改めてその在り方について見直す必要性を生じているということ

で昨年来進められてきております検討状況について、教育から説明・報告を受けたところでござ

います。昨年６月２４日の第１回から児童生徒とその保護者を対象としたアンケート調査結果等

を踏まえて協議が行われてきておりますが、本年４月２０日の第７回の検討委員会において、制

服の仕様等について最終決定がなされております。今後、新制服導入の経緯や制服モデル等につ

いての保護者への通知、また町民への周知を進めるとともに中学校においては、新制服に関する

校則等の協議をしていく予定ということでございます。３項目め、救護施設しらがね寮の民間移

譲について、生活福祉課より御説明を受けております。本事案については、民設民営が最終的に

目指すものとのことでございますが、来年度から予定されております３年間の指定管理者の公募

時のその要件に、その後に予定していく民間移譲時の条件等をどのように示すのかなどについて

質疑が行われておりまして、議論になりましたそのような課題について検討整理を進め、今後も

継続して説明協議の場の機会を設けていただくこととなっております。次に令和８年６月１日 所

管事務の調査でございますが、１項目だけでございます。学校規模適正化審議会の状況について。
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これは本委員会が新たな委員会構成となったために、前委員会の４月２０日以降に実施をされて

おります視察内容を加えての改めての説明となったところでございます。今後予定されておりま

す地区別説明会については、審議検討中の案件であることから教育委員会が主体となって進める

ということでございました。具体的な内容につきましては、全協においても説明があっておりま

すのでこの場では割愛いたしますが、説明会での状況等を踏まえて、今後も本委員会の調査を適

時実施していくこととしております。以上、厚生文教常任委員会からの報告といたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に人吉球磨広域行政組合議員の報告を求めます。皆越議員。 

○人吉球磨広域行政組合議員（皆越 てる子 さん）  皆さん、おはようございます。それでは、令

和８年第１回人吉球磨広域行政組合議会定例会の報告をいたします。令和８年第１回人吉球磨広

域行政組合議会定例会が令和８年３月２４日 午前１０時より人吉球磨クリーンプラザ大会議室で

開催されました。日程第１、一般質問は、人吉選出の田中 哲議員が質問事項を新ごみ処理施設建

設について、そして執行部の考えを正しました。続いて議案第３号及び議案第４号の当初予算案

件の２件について、事務局長から補足説明を受け、議案ごとに質疑、採決を行いました。日程第

２、議案第３号 令和８年度人吉球磨広域行政組合一般会計予算は、質疑の後、簡易採決を行い、

原案のとおり可決いたしました。日程第３、議案第４号 令和８年度人吉球磨広域行政組合一般会

計経費の負担金の総額は、議決の特例に関わるため質疑の後、起立採決を行い、全員起立で原案

のとおり可決いたしました。日程第４、新ごみ処理施設建設に関わる調査特別委員会委員長報告

については、議会での朗読を省略し、報告書のとおり会議録に掲載することが諮られ、了承され

ました。日程第５、委員会の閉会中の継続調査については、議会運営委員会及び新ごみ処理施設

時建設に関する調査特別委員会の申出のとおり了承されました。以上で、令和８年第１回人吉球

磨広域行政組合議会定例会の会議結果についての報告といたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に公立多良木病院企業団議会議員の報告を求めます。豊永議員。 

○公立多良木病院企業団議員（豊永 喜一 君）  おはようございます。球磨郡公立多良木病院企業

団議会定例会の報告をいたします。令和８年第１回定例会は３月５日木曜日に招集、会期を１日

とし午前１０時に開会、休憩等を挟み、午後３時に閉会されました。一般質問が３件、議案が令

和７年度補正予算２件、令和８年度予算５件を慎重に審議した結果、全議案いずれも原案どおり

可決されました。補正予算に関して、議案第１号 令和７年度球磨郡公立多良木病院企業団病院事

業、介護老人保健施設事業及び総合健診センター事業会計補正予算、第３号については、入院外

来収益補助金等の調整、各種引当金の調整、その他の過不足の調整、奨学貸付金の調整をするも

ので収益的収入２,６８２万円の減額、収益的支出１億４,３４３万３,０００円の増額、資本的収

入３,１０４万７,０００円の減額、資本的支出４,７４７万８,０００円の減額補正を計上された

ものでした。議案第２号 令和７年度球磨郡公立多良木病院企業団上球磨地域包括支援センター特

別会計補正予算第２号については、インターネット上の画像使用に係る株式会社アートバンクへ

のイラスト使用料、介護予防計画費収入の増により総額５９万４,０００円の増額補正を計上され

たものでした。次に令和８年度予算に関して、議案第３号 令和８年度球磨郡公立多良木病院企業

団病院事業、介護老人保健施設事業及び総合健診センター事業会計予算について、収益について

は、総額５３億１,０８４万６,０００円、費用は総額５２億５,８４４万５,０００円、損益５,２
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４０万１,０００円の純利益を見込んでの当初予算編成となっております。病院事業では、令和８

年度実績数値等を勘案し純利益を目標としまして、１日平均入院患者数１４７人、外来患者数４

２０人、老健事業では１日平均入所者数８９人、通所者数４６人、健診事業におきましては、年

延べ受診者数２万６,５５０人となっております。資本的収入につきましては、企業債、町村負担

金、補助金等で総額５億４,７８９万９,０００円、資本的支出では、機械備品購入費などの建設

改良費、企業債償還金、投資等で総額７億５,８５２万９,０００円とされました。議案第４号 令

和８年度球磨郡公立多良木病院企業団、上球磨地域包括支援センター特別会計予算については、

予算総額６,４２２万３,０００円となっており、多良木町、湯前町、水上村からの町村負担金、

一般管理費等を計上されたものでした。議案第５号 令和８年度球磨郡公立多良木病院企業団病

児・病後児保育特別会計予算については、予算総額２,０８７万円、年間利用者数見込み６１１人

となっており、自己負担金、町村負担金等を計上されたものでした。議案第６号 令和８年度水上

村立古屋敷診療所特別会計予算については、予算総額１,４０８万２,０００円、年延べ患者数見

込み２１６人となっており水上村の負担金９５０万円等を計上されたものでした。議案第７号 令

和８年度槻木診療所特別会計予算については、予算総額１,４３５万９,０００円、年間延べ患者

数見込み２７２人となっており、多良木町からの負担金９５０万円等を計上されたものでした。

なお一般質問では、多良木町選出の猪原議員から、２０２６年６月診療報酬改定への対応につい

て、当院における医療ＤＸの状況について、早期離退職者防止対策等は。湯前町選出の吉田議員

から、本地域における地域包括ケアと在宅医療について。多良木町選出の久保田議員から、医師

奨学貸付金について、決算審査の意見から、を問われました。以上、報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に上球磨消防組合議会議員の報告を求めます。橋本議員。 

○上球磨消防組合議員（橋本 誠 君）  おはようございます。それでは、上球磨消防組合議会の報

告をいたします。令和８年第１回上球磨消防組合議会臨時会が５月１５日 午前１０時から上球磨

消防組合消防本部会議室で開催され、昨年度、一般会計繰越明許費計算書の報告が行われ、物品

売買契約の締結が可決しました。報告第１号では、令和７年度上球磨消防組合一般会計繰越明許

計算書の報告について、災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車更新事業８,４５６万８,０００円

を本年に繰り越すものであります。議案第４号 物品売買契約の締結について。物品売買契約は、

小型水槽付消防本部ポンプ自動車更新事業に伴うもの。契約は、指名競争入札で、契約金額は７,

８６５万円。熊本市中央区の野々村ポンプ株式会社と契約を締結いたしております。以上、上球

磨消防組合議会の報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第４、行政報告及び教育行政報告を行います。最初に行政報告を

行います。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  改めまして、おはようございます。令和８年度あさぎり町議会６月定例

日の開催にあたり、議員の皆様におかれましては、御多忙の中、御出席賜り厚くお礼申し上げま

す。現在、私たちを取り巻く社会情勢は、物価の高止まり、中東情勢などにより先行き不透明感

を強く感じていますが、このような時こそ議会と行政が一丸となって乗り切っていかなければと

思っております。それでは令和８年５月までの行政報告について、主なものを説明いたします。

１ページ目、上から３段目です。３月３日から７日、地域おこし協力隊の活動報告会を実施しま
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した。パネル展示による取組内容の紹介やプレゼンテーションの実施により、参加者との意見交

換を行いました。次のページ、上から２段目です。３月２１日、ｅスポーツの体験イベントを実

施しました。ねんりんピック出場選手による実演や交流大会を行い、幅広い年齢層から５８名の

参加がありました。次の段です。３月２４日、水田営農に関する農政座談会を開催いたしました。

経営所得安定対策の交付申請者を対象に、前年度の作付状況の比較や経営所得安定対策について

説明を行いました。最下段です。３月２６日、あさぎり町食生活改善推進員協議会総会が開催さ

れ、令和７年度の事業報告・決算報告、令和８年度の事業計画・予算が承認されました。次のペ

ージ、上から４段目です。３月３１日、あさぎり町中山間地域ネットワーク協議会設立総会が開

催されました。ドローン防除、町獣害対策、防草シート設置、ラジコン草刈り機での除草作業を

町内集落が連携して実施するために設立され、規約、役員、事業計画予算等が承認されました。

４月１０日、環境美化監視委員会議を開催しました。廃棄物回収実績報告を行ったほか、各監視

員より不法投棄被害の大きいか所の情報共有や対策について協議を行いました。次のページ、上

から２段目です。４月１２日、あさぎり町消防団入退団式を開催しました。恒松団長から退団者

及び新入団員代表者に対し辞令が交付されました。また各種勤続表彰後、小型ポンプ操法大会が

行われ、第１０分団１部が優勝しました。今週末６月１４日、球磨郡操法大会が須恵文化ホール

で開催されますので応援のほどよろしくお願い申し上げます。次のページ、上から２段目です。

４月１９日、あさぎり町中部ふるさと会総会が開催されました。令和７年度の事業報告決算報告、

令和８年度の事業計画、収支予算、役員改選全てが承認されました。総会終了後に懇親会が行わ

れ、盛会のうちに終了いたしました。７５名の参加がありました。次の段です。４月２１日、第

１回定例区長会を開催しました。区長５３名、町執行部が出席し、１３の議題について説明と質

疑応答を行いました。次のページ、最下段です。５月１６日、午前９時の一斉告知放送により各

行政区単位で避難訓練を実施しました。次のページ、上から４段目です。５月２２日、あさぎり

町商工会主催による通常総会が開催され、令和７年度の事業報告、収支決算書、令和８年度の事

業計画、収支予算書が承認されました。次の段です。５月２４日、あさぎり町ふるさと関西会総

会が開催されました。令和７年度の事業報告、決算報告、令和８年度の事業計画収支予算、役員

改選全てが承認されました。総会終了後に懇親会が行われ、盛会のうちに終了しました。６０名

の参加がありました。最下段です。５月２６日、あさぎり町防災会議を開催しました。各委員及

び専門委員へあさぎり町地域防災計画の説明を行い、承認されました。また、熊本地方気象台か

ら今年の気象状況についての説明並びに各防災機関からの情報提供がありました。本定例議会に

提出します議案は、合計の１４案件となっておりますので御審議のほどよろしくお願い申し上げ

ます。次ページより入札関係の資料を添付しておりますので後で御覧頂ければと思います。以上、

行政報告といたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に教育行政報告を行います。教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  おはようございます。それでは、教育行政報告をさせていただきます。

資料に沿いまして、主なものを報告させていただきます。まず１ページ、最上段です。３月１日、

阿蘇釈迦堂 木造釈迦如来坐像・木造二天王立像 国重要文化財指定記念講演会を須恵文化ホール

で開催しました。国重要文化財の指定を受けたことを記念して公益財団法人永青文庫の有木芳隆
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氏・熊本県立美術館の萬納恵介氏を講師に迎え、７８名の方に御来場頂きました。２段目です。

３月３日、令和７年度第３回公民分館長会議を生涯学習センターで開催いたしました。公民館補

償制度に必要な行事計画表の提出、施設整備費補助金を活用した事業の報告期限等について、説

明及び協議を行いました。ひとつあけまして４段目です。３月８日、第１４回あさぎり中学校卒

業式が挙行され、１４１名の生徒が次の進路に向かってそれぞれ巣立ちました。次のページをお

願いいたします。最上段です。３月２１日、あさぎり町スポーツ協会功労者等表彰式をせきれい

館で実施いたしました。あさぎり町スポーツ協会功労者等表彰規定に基づき、免田本町地区の山

口洋一様にボーリング、グランドゴルフ等のスポーツ振興を頂きましたことによりスポーツ功労

者として表彰させていただきました。また、それぞれのスポーツに出場され活躍された方々、ス

ポーツ優秀者２０名、特別賞４１名をそれぞれ表彰させていただきました。ひとつあけまして３

段目です。３月２３日、町内小学校卒業式が各小学校で挙行され、上小学校２９名、免田小学校

５１名、岡原小学校１７名、須恵小学校１３名、深田小学校１４名の計１２４名の児童に卒業証

書が授与され、中学校へと進学いたしました。続いて３つ開けまして、最下段です。４月１日、

教職員等辞令交付式を須恵文化ホールで実施いたしました。教職員人事異動により、あさぎり町

に転入された小学校３４名、中学校１２名の教職員並びに特別支援教育支援員に辞令を交付いた

しました。次のページをお願いいたします。最上段です。４月９日、町内の小・中学校入学式が

各小・中学校で実施されました。上小学校２３名、免田小学校３５名、岡原小学校１４名、須恵

小学校８名、深田小学校６名の計小学校８６名、あさぎり中学校１１９名の児童生徒が入学いた

しました。２つ開けまして４段目です。４月２６日、２０２６あさぎり町スポーツフェスティバ

ルをそれぞれの開催場所で実施いたしました。残念ながら雨天にてソフトボールは中止となりま

したが、町内４会場で分館対抗によるビーチバレーボールを実施し、４７行政区から１２２チー

ム９６２名の参加を頂き、盛会に終えることができました。次のページをお願いいたします。下

から３段目です。５月２０日から１０月１８日までの間、あさぎり町Ｂ＆Ｇ海洋センターを開館

いたしました。毎週火曜日を休館日として午前９時から午後９時までの開館時間として、現在開

館している状況です。以上で教育行政報告を終わらせていただきます。 

◎議長（小見田 和行 君）  会議の途中ですがここで１０分間休憩いたします。 

 

 

 

  休憩 午前１０時４３分 

 

 

再開 午前１０時５４分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第５、一般質問を行います。順番に発言を許します。まず、６番 

加賀山瑞津子議員の一般質問です。（議長６番。）加賀山議員。 
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○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。おはようございます。６番 加賀山瑞津子です。今

回もトップバッターということで、本日から２日間よろしくお願いいたします。昨日６月２８日、

フィリピンでマグニチュード８.２の地震が発生し、日本にも１メートルの津波警報が発令されま

した。気象庁の地震情報の内容に見ましたら、日本でも８日２３時４２分、天草灘で２.９。実は

６月に入りまして、連日、マグニチュード２から４の地震が全国で続いております。今、私たち

は、地元あさぎり町での生活だけでなく、全国または海外へと活動の場が広がっており、いつど

こでどのような災害に遭っても不思議ではない状況の中におります。常に災害については、心構

えを持つことが命を守ることにつながると思います。南海トラフ地震そして毎年発生する台風や

水害などへの備えについても、本日、町の取組について伺ってまいりたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。令和２年７月豪雨災害の教訓からですね、やはり迅速な避難行動

と避難所運営の実効性の向上というものが最優先の課題として認識しているところであります。

災害時における高齢者や障害者等の避難行動要支援者に対する避難支援は、命を守るための最優

先課題ということで、平成２５年災害対策基本法の改正により災害時に自ら避難することが困難

な高齢者や障害者等の避難行動支援、要支援者については、避難行動要支援者名簿を作成するこ

とが市町村に義務化されております。その後、令和３年災害時の避難支援等実効性のあるものと

するために個別避難計画の作成が有効とされたことから、法改正により避難行動要支援者につい

て、個別避難計画を作成することが市町村の努力義務というふうにされております。現在、個別

避難計画の策定を推進するとともに多様な伝達手段による情報提供の強化、そして避難所での熱

中症対策を含む環境整備に取り組んでいるところでありますので、今後も地域との連携を深め、

防災体制の着実な運用を努めていくとしております。詳細につきましては、担当課より説明申し

上げます。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。まず１点目です。通告書の内容で町長のほうからお

答え頂いた部分もございますが、避難行動支援の現状と課題についてお伺いしてまいります。令

和２年度豪雨災害の教訓を踏まえ、本町の避難支援及び避難所運営については、一定の整備状況

の説明を受けております。しかしながら災害対応の真の課題は、想定外の状況において実際に機

能するかであると考えております。まず最初に町のハザードマップの状況について、お伺いしま

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井総務課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。ハザードマップにつきましては、昨年度令和７年度、改正を

行っております。今年度初め５月になりますが、区長さんを通じた文書配達の中で各行政区の皆

さんには配布をしたというところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。かなり大きなハザードマップが各家庭に配られてお

りますが、執行部の皆さんは、そのハザードマップはどこに置いていらっしゃいますか。副町長

は、ハザードマップはどこに置いてらっしゃいますか。 



- 11 - 

◎議長（小見田 和行 君）  土肥副町長。 

●副町長（土肥 克也 君）  はい。我が家っていうかうちにおきましては、台所において、みんな

が分かるようなところに保管しております。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。実はうちも台所に置いておりますが、うちは保管し

ておりません。貼っております。はい。これはですねやっぱり普段みんなが目に付くところに置

いておかないと、せっかく町として力を入れて作っていただいたものが有効活用されてないので

はないかなと思います。先日配布されたばかりということでございますので、是非次の区長会で

あり何らかの場面で、設置場所、貼る場所っていうのもですね、幾つかの参考事例として町民の

方にはお示ししていただくのが有効活用につながると思います。副町長いかがでしょう。 

◎議長（小見田 和行 君）  土肥副町長。 

●副町長（土肥 克也 君）  はい。うちでは貼っては、いないということですが、折りたたんだも

のをいつも目に付くところに置いているということで、家族には、その旨周知しているところで

ございます。町民の方々の保管といいますか活用の方法につきましても、いろいろやり方はある

とはございますが、やっぱりしっかり知っていただくということが最大の目的でございますので、

その辺りは発信に努めていきたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。何の通告もなしに副町長にいきなり振っております

が、心強い答弁ありがとうございます。それでは、２番目に個別避難計画の作成状況についてお

伺いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。個別の避難計画につきましては、これは各地区で地区防災計

画を作成されておりますが、その中で防災避難マップにより避難要領を定めておられるところで

ございます。現在５３地区ございますがそのうち１０地区が作成されているという状況でござい

ます。またそのほかに現在６地区のほうからは、作成に向けての危機管理監あてに支援の依頼等

があってるというところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。今総務課長のほうから５３地区のうち１０地区しか、

１０しかという言い方は語弊があるかもしれませんが、１０地区の皆さんが意識されて作ってい

らっしゃる。そして今、６地区。足しても１６、５３－１６という数字をどのように皆さんでち

ょっと考えていらっしゃるのか、今、執行部の皆さんとともに今後考えていく課題ではないかな

と思っております。夜間に災害が発生した時の避難行動に対する町の対応はどのようにされるよ

う計画されてますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  災害につきましては、いつ何どき開くか分からないということでご

ざいまして、気象情報を継続的に収集しておりまして、夜間や荒天時の避難とならないようにで

すね、早期の避難を呼びかけているというところでございます。しかしながらそれでもですね、
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避難し得なかった方に対しましては、夜間警報レベルや災害の状況にもよりますが、見えないと

いうことで危険防止のために自宅での水平・垂直避難を呼びかけているというところでございま

す。こちらにつきましては水害等の場合でございます。また地震等につきましては、自宅内でで

すね、比較的頑丈な部屋、場所等への避難を呼びかけておりまして、そのほか、家族や隣近所で

協力していただける避難の呼びかけ、そういうものを行っているというところでございます。以

上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。今、水害・風水害そして地震について、それぞれの

町の計画についてお伺いいたしましたが、併せまして福祉避難所への受入れ体制、あと個別計画

についてお伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  緒方生活福祉課課長。 

●生活福祉課長（緒方 理恵 さん）  はい。福祉避難所の件につきましてお答えいたします。現在、

町のほうでは８か所の福祉施設と福祉避難所の開設及び管理運営に関する協定書というものを締

結しております。その福祉避難所との関わり方としましては、発災前であったり発災後、また緊

急時によって福祉避難所とのやり取りを町と行うというところで取扱いを行っておりますが、発

災前に関しましては事前に各施設に受入れ態勢がどういう体制で受け入れることができるのかと

いうものを事前に確認をした上で、福祉避難所を利用希望される住民さんがいらっしゃいました

ら、速やかに個人の情報とともに福祉避難所につなげるような体制を作っているところです。以

上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。令和２年の豪雨災害以降、本当に地域の福祉避難所

との連携がですね、速やかに進んだというのはありがたいことであります。もう１点、先ほどお

伺いしましたが個別計画について、これはどのくらいのスパン、期間で見直しはされているので

しょうか、お伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。個別計画につきましては地区の防災計画の中であわせて策定

されているということで、地区ごとに避難訓練等も行われておるところもありますので、そうい

うのを踏まえまして毎年見直すべきことが見直されているものと思っているところでございます。

以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  緒方課長。 

●生活福祉課長（緒方 理恵 さん）  個別計画としましては、今現在、地区防災計画を作成してい

ます地区におかれましては１０地区、そして６地区が今作成に向けて進めているということでご

ざいました。冒頭議員のほうから要支援者、避難行動要支援者名簿の作成ということに触れられ

ましたけれども、こちらにつきましては生活福祉課のほうで台帳の管理をしておりまして、毎年

１年に１回、名簿の更新そして各関係機関のほうに名簿のほうの作成と提供をしております。こ

の名簿をもとに各地域で要支援者がどういった方々がいらっしゃるのかという部分を毎年把握し

て、更新を地区のほうでもしていただけているものと思っております。以上です。 
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◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。計画の見直し、毎年、地区の方がですね、意識して

していただいているっていうのはありがたいことでありますが、実は私の近くでも御高齢の方が

増えまして、ちょっとした体調の変化でも急にＡＤＬ、身体の状況が介護を必要とされるという

場面にあります。是非、今後も先ほど言われました福祉避難所と連携をとりながら、実際にいま

助ける側がですね、高齢化していると。介護についても老老介護というのがございましたが、実

はこの場合に助けに行く方も実は御高齢の方がその支援者に回っているという部分がありますの

で、この高齢化の中、実効性のある、実際に避難ができる計画になっているかという点までです

ね、地域の方と膝を突き合わせて御確認頂くよう、町のほうからもですね、御支援頂ければと思

います。いかがでしょう。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。議員おっしゃるとおりですね高齢化により中々難しいという

のが課題でございますが、要支援者の避難に関しましてはですね、お１人に対して３人程度の支

援が望ましいと言われてるところでございまして、高齢化、地域によっては、住民の減少により

支援者の確保が難しいということでございます。その辺も踏まえましてですね、各地域と連携を

しながら進めていければというふうに思っております。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。併せて計画作成について、先ほどハザードマップの

お話が出ましたが高水浸水想定区の地域や土砂災害警戒区域内の要支援者について優先的に作成

が必要と考えますが、その点について町のアプローチはどのようになっているでしょうか、お伺

いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。先ほど申しましたように中々地区のですね計画が進まないよ

うな状況でございますが、おっしゃったようないろいろな課題があると思いますので、地区の計

画を作成が広がるようにですね、いろいろ進めていければというふうに思っているとこでありま

すので、その中で対応していけるものというふうに思っております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。実は令和２年の事例がございますが、計画はあるけ

れど避難をためらう場面が非常に多ございました。町としては、なぜ避難がためられたか、その

原因について把握されているでしょうか、お伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  令和２年７月豪雨時に伺ったことでございますが、家で家畜を飼育

されておりましてそれの保護のために避難をためらわれたというふうなことも伺っているところ

でございます。そのほかに、根拠のない自分あるいは住宅は大丈夫いうような思い込みもあるか

と思います。また避難所などにおきます対人関係、環境の変化などの非日常へのそれから避難を

ためらわれる可能性もあるのではないかというふうに考えられるところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 
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○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。いざとなればですね「自分の命を守る」っていうの

は当然のことではございますが、実際に私の地区でも牛舎、牛を飼ってらっしゃるところがたく

さんありました。警察から「道路に車をとめないでください」って、「通行の妨げになります」

って言われた時に「この広い道に横に車をとめてて動かすものです。まずは、お巡りさん、あそ

この牛舎に行ってみてください」って。そのあと、そのお巡りさんはその牛舎に行って、子牛を

２階に上げるのをお手伝いしてくださいました。本当に泥だらけになりながら、その農家の方は、

その子牛を２階に上げられてたわけですが、自分の命、家畜、ペット、どちらを優先すべきか。

実際の現場では、どの命も救いたいという思いがあります。そのような現状の中でも、しっかり

と避難行動を促進するためには、こうした住民の不安を軽減する取組が必要だと思いますが、そ

れは町の計画の中にしっかりと取り入れてあるのでしょうか、お伺いします。これは、もう一度

副町長、お願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  土肥副町長。 

●副町長（土肥 克也 君）  はい。令和２年７月豪雨の際には、それまで経験したことのないよう

な浸水被害を受けたものでございます。その際やはり、まだ大丈夫だろうと、うちは浸水したこ

とがないということから避難が遅れたということも伺っております。そして、大切にしている家

畜等も被害を受けたということも聞いておりますし、その際、やはり大切にしているものを守り

たい。それで自分の避難が遅くなったということもあると思いますが、まずこの町の防災計画の

中では、やはり自ら自分の命を守る、自分のことを守るということを記載はしておりますので、

考えというものはしっかりと根づかせていきたいと思っております。以上でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。令和２年の豪雨災害の際には、被災後のケアという

ことを町社協さんが本当に心を砕いて動いてくださいました。本当にアフターケアっていうのは

出来てるわけですが、是非、いま副町長おっしゃったように、命を守るということに関して、出

来ましたらそういう訪問っていう場面をですね、地区へ足を向けるっていう場面を是非町として

取っていっていただきたいと思います。では次に、熱中症対策についてお伺いいたします。避難

所の空調設備の操作は誰が行い、また適切に使用がされているのでしょうか、現状についてお伺

いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。避難所の空調設備あるところ、ないところございますが、空

調設備が整っているところにおきましては、避難所の開設のため施設の鍵を持ってですね役場、

町の職員が出向いておりますので、職員で操作をしているということになろうかと思います。以

上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。電気が止まってしまうと元も子もない話ではござい

ますが、あってはいけませんが役場の職員もいない、学校の職員もいない、不測の事態が発生し

ても使用できる方法が必要ではないかと思いますが、今後の計画に取り入れるお考えは、ありま

すか。 
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◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。地区それぞれですね地区の防災組織の皆さんも避難所運営に

御協力頂いております。そういった方ともですね情報を共有しながら進めていければというふう

に思っております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。避難者が避難所で健康にっていうか普通の暮らしを

継続するために、必要な携行品などの蓄えについて、具体的な仕組みづくりについてどうされて

いるのかなと思いまして、私もハザードマップを見ました。本日持参しておりませんが、この大

きさの中のどれぐらいのところにどう書かれているか、皆様は御確認されて頂けたでしょうか。

今回は何も事前に言っておりませんので皆さんもどこに書いてあるかなと今考えていらっしゃる

と思いますが、総務課長がお持ちのようですのでちょっと示していただければと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。各家庭に防災マップですね届いてるかと思いますが、これの

表面といいますか、裏のほうは地区の地図になっておりまして、表のほうにいろいろ避難情報の

在り方だとか連絡先だとか警報の情報、こういうものがありますというふうに書いてあります。

その中で日頃備えること、準備するべきことがあります。１番下、小さくではございますが日頃

地震への備えということで、例えば、家具の固定だとか非常用の持ち出し袋の準備、水や食料の

備蓄等々が記載されているところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。今モニターを見られながら皆さん御覧になったと思

いますが、老眼が進んでいる方、私たちも含めですね、非常に小さい中で見落としてしまうかも

しれないような大きさになっております。是非、高齢者の方そして障害をお持ちの方、そして、

もしかすると子供たちが見えるような、やはりこの持ち出しっていうものに関しては、先ほど副

町長は、「みんなが見えるところに置いています、ハザードマップを」とおっしゃいましたけれ

ど、より分かりやすいものを示す必要もあるかと思いますが、再度副町長いかがでしょう。 

◎議長（小見田 和行 君）  土肥副町長。 

●副町長（土肥 克也 君）  はい。防災マップ、ハザードマップにそのような記載をしているのは

私も承知しております。で、我が家のことばっかり申し上げて恐縮なんですが、それ以前からに

なりますが非常用持ち出し袋は準備をしておりまして、再度今回のマップを見ながら中身の確認、

久しぶりにしたっていうのもちょっとこれは恥ずかしいことなんですが、したものでございます。

そのようにこの出水期を控える前に防災会議も行いますし、いろんな会合等を通じながら、それ

ぞれの備えを徹底していくというのは、十分必要なことだと感じておりますので、そのように町

としても進めてまいりたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。空調設備があるということはこの熱中症の時代にあ

って非常に避難する方にとってはありがたいものだと思いますが、実際に操作についての「誰も

いない時どうするの」っていう課題であったり、また、このハザードマップがしっかり使われる
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ことについて、そして、本当に避難する際に実は町だけに頼り過ぎないという日頃から町民の皆

様にも「自助・共助」という部分をですね、しっかり認識していただく場面を、町としては、も

っともっとお伝えすべきではないかと思います。町長いかがでしょう。 

◎議長（小見田 和行 君）  （はい。）町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。１年間にやはり防災学習会とか防災訓練を通してですね、公助の

限界を知っていただくというものを重点的にやってきたこともありまして、やはり自助・共助の

重要性というものをこれまで訴えてきたつもりであります。ですが、やはり議員から指摘があっ

たとおり避難行動につきましては非常に課題もまだ残されていると。特に個別計画の作成につい

てはですね、やはり近隣の住民の方の、そして自主防災組織の高齢化ということもあって、実際

その避難行動をする時に実際動いていただけるかというのも非常に難しい面もあると。そして、

その避難行動要支援者。この名簿についてもですね、やはり個人情報、こういったものが壁とな

って、どこまで公表していいものかというような行政の判断というのの難しさもあります。そし

て避難された方の把握、こういったものも今後の課題になってくるんではないかなというふうに

感じておりますので、そういった点も改善できるようにしていきたいというふうに思っておりま

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。今、町長、副町長から庁内での対応について課題に

ついて、認識して進めていきたいということでお言葉を頂きましたけれど、子供たちについて１

点お伺いしてまいります。６月の梅雨を前に保育園、こども園、小学校等で引渡し訓練が計画さ

れております。こうしたしっかりした計画がされていることはありがたいのですが、もし登下校

時に突発的な災害が発生した時、予測不能な災害が登下校時に発生した場合、学校管理下にいな

い時間帯に被災した場合、最終的な安全確保の責任主体は、どうなりますでしょうか。教育課に

お伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内教育課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。登下校時の突発的な災害ということで、考えますとまずは大規

模な地震とか、豪雨等につきましてはもう元々大体豪雨は予測できますけれども、地震があった

時には、まずはＪ－ＡＬＥＲＴ全国瞬時警報システム等が吹鳴するかと思いますので、それを聞

いた子供たちは、まず周囲の状況把握や安全な場所の確保、助けを求めるということなど、自ら

身を守る行動がとれる力をつけることが重要であるということでございます。もう、もし被災し

た時はですね、通常の登下校時であれば保険の適用が利くものというふうに思っております。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。本当にいつどこでっていう部分がですね、今後の町

の計画の中にしっかり落とし込む必要があると思います。本当にこの近日の地震の話とか聞きま

したら、またこの雨の後の土砂災害っていう部分に考えましたら、非常に保護者として、そして

地域の子供たちを見守る立場の私たちとしては、心配な点の大きな一つでございます。この通学

路上での待機・避難・帰宅の判断基準。先ほど担当課のほうからＪ－ＡＬＥＲＴという言葉が出

ましたが、果たして子供たちがこのＪ－ＡＬＥＲＴが鳴った時に指示に従う指導はきちんとされ
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ているのでしょうか、再度お伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  椎葉教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。まず、学校は命を守り育むことっていうことを最大限の根底に

据えて教育活動を校長先生を筆頭に行っていただいてるところです。そういったことから各学校

には防災主任を設けて避難訓練と思うんですけども、危険予測、危険回避また安全な場所の確保、

あるいは周囲環境の状況把握など、発達段階に応じて、いろんな教科も含めてですね、学習をし

ているところです。ただ突発的な状況の時に果たして大人でも大変な状況なので、冷静な判断と

か、冷静な行動ができるかっていうことは、中々難しいのかなというふうに思ってるところです。

そういったことを考えると先ほど議員さんからもありましたけども、自助・共助というか、いわ

ゆる、そこにいる関われる人たちが関われる力を持ってやっていくというのがとても大事じゃな

いかなというふうに思っているところです。豪雨災害等ある程度予測をつくものは早めの判断を

して安全確保ができるように登下校をさせておりますけども、突発的なものについてはもう状況

によっては学校職員並びに教育委員会あるいは行政のほうからでも通学路を見守りに行くとか、

そういった対応が必要じゃないかなというふうには思ってるところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。登下校時というのを考えますと、スクールバス利用

の地域や遠距離通学児童というのが非常に心配な課題の一つでもあります。また先ほど言われま

したように共助という部分でですね、地域住民と子供の避難支援っていう部分が大きく関わって

くると思います。町は「こども１１０番」というのがございますが、今何件くらいの方がこの旗、

旗の支援については御協力されているのか、お伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  「こども１１０番の家」ということで、これはあさぎり町青少年健全

育成町民会議が子供たちを地域で見守ること、子供たちが安心して過ごせる環境を確保するとい

うことで目的として今行っているところでございます。町内には、令和８年の３月末時点では、

４２６世帯の家がこども１１０番の家ということで協力していただいてるという状況になってお

ります。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。最初に私たちがこの「こども１１０番」の旗を見た

時は、不審者がいた時に逃げ込みなさいとかいうイメージではございましたが、聞いてまいりま

すと「喉が乾いたのでお水をください」ということで、子供たちがこのうちに途中で寄って、お

水を飲んで帰りましたという話も聞きました。是非今後は、今、教育長、課長おっしゃいました

ように子供たちがいざとなったら逃げ込める場所、助けてくれるところ。これをもっともっと子

供たちにも伝える必要がありますし、実はそ先ほど４２６世帯と言っていただきましたが、その

旗を掲げてらっしゃる方にも「いざという時には、子供たちの支援をお願いいたします」という、

もう一言が必要だと思います。いかがでしょう。 

◎議長（小見田 和行 君）  椎葉教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。先ほど議員さんからもありましたけども「喉が乾いた」とか、
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「擦りむいたのでリバテープをください」「カットバンください」とかですね、そういったのも

あります。そういった中、快く引受けてくださってますが「こんなことをお願いします」ってい

うことをやっぱ設置当初は言ってたと思いますが、現在旗が古くなってるので交換をという形で

やっているので、改めてまた協力体制についてはですね、御依頼をしたいというふうに思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  私は３つ質問を準備しておりましたが、本当にこの１つ目

の行動支援っていうだけでも大きな大きな課題がございます。是非、町としてですね、本日私が

挙げた部分は本当に微々たるところでございます。うちは令和２年豪雨災害以降、危機管理監を

配置していただいておりますので、是非より安心して過ごせるまちづくりをですね、努めていた

だきたいと思います。また、この２番目の質問も実はそこに関わってくることになりますが、Ｄ

Ｘ推進と情報弱者への対応について。ＤＸの推進によって行政サービスの利便性が向上する一方、

利用できる人、利用できない人の格差が生じる傾向があります。本町は、デジタル化を進める中

でどのような考えで情報弱者への対応を行っていくのか、お伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  長沼デジタル政策審議監。 

●デジタル政策審議監（長沼 宏季 君)  はい。インターネットやＩＣＴ機器を十分に利用できる

人と利用できない人の間に格差が生じるいわゆるデジタルデバイドについては、社会のデジタル

化の進展に伴い、一層重大な課題であるというふうに認識しているところであります。町のＤＸ

施策を検討する上でもデジタルデバイドを防ぐことは必ず意識するようにしているところであり

まして、現時点においても従来の対面ですとか、窓口での手続っていうところは廃止はしないで

オンラインと併用できるような形で進めるということを基本路線としてデジタル化の進展を図っ

ているところです。また高齢者のデジタルデバイド解消の取組として、あさぎり商社に委託して

いるまちづくり事業の一環としてですね、月に１度、地域のボランティアグループにスマホ教室

を実施していただいているところであります。加えて、広く捉えますとｅスポーツの推進の取組

であったりというところも、ＩＣＴ機器への接点を増やして慣れてもらうという点においては意

義があるものとして取り組んでいるところであります。今後もデジタル化の恩恵を受けられない

人が生まれないように留意しつつ、関係者と連携しながら地域のＤＸの推進をしてまいりたいと

いうふうに考えております。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。議会でのこのタブレットの導入の際にも最初「Ｗｉ

－Ｆｉって何ですか」っていうところから、実はスタートした経緯がございます。なので高齢者

の方には、「習うより慣れろ」ということでこの動きがですね、少しずつ浸透してきてるとは思

いますが、今、実際の町の防災無線。停電時は防災無線の利用が可能なのか、実際にアナログ的

なところでちょっと考えていきました時に以前よりですね、性能のよいものに建て替えたという

ことでございましたが、今その無線の数が少なくなりましたが、今どのような状況で活用されて

いるのか、お伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江企画政策課課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。現在のですね屋外放送設備につきましては、令和７年
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度までにそれまでのあったものから２７基に更新を終えているところです。２７基全てにですね

非常用バッテリーというのが搭載されておりまして、万が一停電というような状況になった場合

もですね、約７２時間ぐらいは放送が可能であるという状況になっているところです。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。性能のよいものでということですが、実際に建て替

えられた場所から今まであったところまできちんと放送が聞こえているかっていう確認っていう

のは、町のほうでしていただいてるんでしょうか。再度お伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。確認につきましてはですね、４月以降ちょっと全体的

には計画としてやってはいないんですが、その話はですね、もう４月の時点から既に課内では話

をしておりまして、近々ですね、他の課の皆さんも職員もお借りして確認をしたいというふうに

思っているところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。計画が進んでいるということでちょっと安心いたし

ました。中々その防災無線が、このラッパ放送が聞こえないということで防災ラジオ、これを各

家庭にあさぎり町は配布していただいておりますが、この利用については、停電の時でも利用で

きるのでしょうか、再度お伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。先ほど企画財政課長からありましたとおり、屋外スピーカー

で放送は届かないということも考えられますので、今年度、今年初めですか、３月の広報紙にも

お知らせしておりますが、防災ラジオを推進するということでお願いしてるところでございます。

防災ラジオにつきましては、天候が悪い時ですね豪雨時にも多くないということで放送の確認を

できるかと思っております。通常は、１００ボルトコンセントに接続されてるかと思いますが、

停電に備えたところで乾電池も使用できるというふうなものになっておりますので。ただし乾電

池もですね、年に１回程度は確認されて交換をする、していただくということで広報紙の中でも

お知らせをしているところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。実は私もコンセントを抜きましたら、ちょっと切れ

まして、まさに我が家が乾電池切れという状況が今回ちょっと発覚して、慌てて準備したわけで

すが、是非この梅雨の時期、この時期にですね、「皆様もう一度、乾電池の確認をお願いします」

とか、そういうもう一言をですね、難しい防災ではなく備えの防災として、お知らせ頂ければあ

りがたいなあというふうに思っております。災害時には、情報を取得できるかどうかが命を左右

する場合があります。携帯電話があります。どうしますか、これをどう使いますか。後々まで使

うためにスイッチを切って持っておく。そうではなく、今ある情報をより使うために使ってくだ

さいという携帯電話の使い方についても、ＹｏｕＴｕｂｅ等いろいろですね、防災については、

お知らせしている場面がございます。このＤＸの推進は重要ですが、デジタル機器を利用できな

い方にも確実に情報が届く仕組みを維持することが自治体の責務と考えております。町長の見解
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をお伺いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。そうですね、高齢者などやっぱりデジタル機器なじみのない方の

対応としてはですね、やはりアナログ方式、広報車であったり防災ラジオ、こういったものを併

用していくということは、今後も不可欠だというふうに思っております。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。是非この梅雨の時期の放送の中で、電池の確認はで

きておりますかと、優しい一言を町民の方にお伝え頂ければと思います。それでは３番目の質問

に移ります。県北においては、ＴＳＭＣの進出を契機として半導体関連事業の集積が進み、国内

外からの投資を呼び込む形で著しい経済成長が見られております。一方、県南地域においては、

豊かな農林水産資源を有しながらも、その強みを十分に生かした産業構造の転換や付加価値化は、

今後さらに強化が必要な状況であると認識をしております。こうした中で、熊本県が掲げる「食

のみやこ熊本」の理念は、単なる食の振興にとどまらず、県南地域が持つ農業、食文化、観光資

源を核として地域内で価値を、食を軸とした持続可能な内発的な成長戦略として重要な役割を果

たすものだと考えております。食は、私たちの生活に１番関わりのあるものです。令和７年の９

月、地域農業振興と連携した食育の推進について質問いたしました。その中でも持続的な振興の

課題や農業への理解、地場産業の価値についても伺ったところでございます。以上を踏まえて、

町として５つの点をお伺いいたします。地域ブランド化、食のみやこ熊本との連携、町の特産品

ブランド戦略について、熊本ブランドとして赤牛、馬刺し、車エビ、トマト、スイカそして球磨

焼酎が挙げられます。この球磨焼酎は食文化においても、からし蓮根やタイピーエンなどととも

にピックアップされている項目でございます。町の取組の中で、このブランド化についての支援

についてお伺いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松商工観光課課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。ただいま御質問頂きました町のブランド化についての取

組ですけども、ひとつの事例を申し上げますと、昨年度の１１月にですね、東京銀座にあります

歌舞伎座へ町産米を定期的に出荷をしております。また今年の秋頃には新米ができますので町産

米のＰＲをはじめ、町の物産販売会を一緒に行っていきたいというふうに思っております。また

米を原材料として製造される球磨焼酎についてもですね、食のみやこ熊本県においては、ＷＴＯ

の地理的表示が認められた世界ブランド球磨焼酎を支援するために各種補助事業による支援が行

われております。本町には５つの蔵元がございまして、昨年度においては、米価高騰の影響を受

けたそれぞれの蔵元へ支援事業を実施しているところでございます。この世界に誇れる球磨焼酎

ブランドを広くＰＲするために、少し古くなりますが平成１９年度にマイ球磨焼酎オーナー制度

というその当時のグリーンツーリズム研究会が主催する都市農村交流事業の取組を行っておりま

した。この取組は、町内外の親子が参加する田植え体験、稲刈り、焼酎仕込み体験を通して、完

成した球磨焼酎を購入できるという取組でございました。この焼酎づくりにおいて関わった町内

の生産農家と球磨焼酎蔵元、そして酒小売店が連携し、その後、あさぎり銘酒会という組織が立

ち上げられ、現在もその取組が継続しております。今後はあさぎり商社とも連携し、球磨焼酎ブ
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ランド化に向けた情報発信など、持続可能で魅力的な取組となるよう支援していきたいというふ

うに思っております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。実は私たちもいろんなところでですね、出張ってい

うか出向く場合があるんですが、入ったお店に中々球磨焼酎がないっていうお店がございます。

私はなるだけそこに行った時には熊本にはおいしい焼酎がありますということで、是非おいてく

ださいっていうふうに地元なっちゃって大使ではございますが働きかけをしております。是非で

すね、担当課長のほうからありましたようにこの球磨焼酎、もっともっと皆さんのほうでもです

ね、１人１人が観光大使焼酎大使として動いていただける場面が今後もっともっと必要だと思い

ますが、町長いかがでしょう。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。私も年に数回上京いたしますけれども、上京した時の懇親会の場

においてはですね、一応球磨焼酎がある店を選んで設定していることがありますので、それもで

すねやはり以前東京事務所に職員が出向しておりました。その時にそのお店に球磨焼酎紹介して

おいていただけるようになったというお店ですので、そういったＰＲ活動というものも重要だな

というふうに感じているところであります。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。私もほんとたまにしか行かないんですが赤坂のある

飲み屋さんに行きましたら、そこに球磨焼酎がありました。びっくりいたしましたら、実はこの

あさぎりの蔵元さんがわざわざ行かれて、そしてＰＲしておいて行かれたっていう話もあります。

是非、蔵元さんも頑張っていらっしゃいます。私たちも後押しを町としてしっかりやるべきだと

思っております。次の質問です。この災害時における食料の確保について。１番２番と災害につ

いて質問してまいりましたが、備蓄体制については、今までも機会あるごとに何人もの議員から

質問があがっております。災害時における食料供給の想定はされているのでしょうか。避難所ご

との食料備品に備蓄については、町でも整理されていると思いますが、例えばアレルギー対応食

であったり、高齢者向けの食事などの多様なニーズへの備えについては、町としてどのくらい対

応が出来ているでしょうか、お伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  この件については、１番の避難行動要支援とちょっとダブってますけ

どお答え願えますか。酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。災害時の食用の確保ということで答弁させていただきますと、

物流が停滞した場合に備えまして町内産、町内のですね産業を優先的に活用できる体制としまし

て、例えばＡコープや町内のスーパーなどとですね、防災協定を締結しているところでございま

す。この辺の内容もですね見直しながら、引き続き供給体制を継続していければというふうに思

っております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。食のみやこといいますと非常に観光的なことであっ

たり付加価値的なことが前面に出されますが、それこそ私たちの毎日の食をきちんと守るってい
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うことが出来て初めて広がっていく部分もあると考えております。県北の成長を支える世界経済

の波と同様に、県南には食を核とした地域内経済の波を起こす必要があると思います。食のみや

こ熊本を本町の地域戦略として、球磨人吉において、あさぎり町が中心となり、どう動いていく

のか。この波を起こしていく考えは町長ございますか。北口町政の最終年度、これからのあさぎ

り町に向けて、町長の明確な姿勢をお伺いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。食を通じた活動というのは今、例えばこども食堂、地域食堂、こ

ういったあたりで居場所づくり孤立化を防ぐ、こういった活動も広がってきてますし、そして、

球磨食健康マイスター店の活動等も今、健康推進課のほうでも進めておりますので、そういった

食を通じたつながりというものは拡大していければというふうに思っているところであります。

以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加賀山議員。 

○議員（６番 加賀山 瑞津子 さん）  はい。災害はいつ起こるか分からない、この危機感を町民

全員に持っていただくために、町と共に課題についてはひとつひとつクリアしていくべきだと思

っております。また、この県を挙げての「食のみやこ熊本」。これは県南が頑張っていく中で、

今、非常に大切なポイントであると思います。今後とも、このまちづくりにおいて、是非町民の

ために、そして地域の皆さんのために議会も一緒になって進めていければと思います。先ほど最

後にと聞きましたが、総括として町長の思いをお伺いして終わりたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  はい、町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  （はい。すみません。）質問の当初から避難行動について、課題等を大

分御指摘受けました。私たちもその点については、痛感しているところであります。特に今、避

難行動要支援者に対する課題であったり、こういったものについては、私たちも今後、最優先と

して検討してまいりたいと思います。そして、食を通じたまちづくりに関しましては、やはり県

南地域のやはり生命線になるかもしれないというところで私たちも捉えておりますので、今後、

特産品開発そして販路拡大、地元食品のＰＲについて頑張っていきたいと思っておりますので、

今後とも御理解・御協力のほどよろしくお願いいたします。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  これで、６番 加賀山瑞津子議員の一般質問を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  会議の途中ですがここで休憩いたします。再開は午後１時３０分とい

たします。 

 

 

 

  休憩 午前１１時５２分 

 

 

再開 午後 １時３０分 
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◎議長（小見田 和行 君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に５番 難波文美議員の一般質問です。難波議員。(議長。)難波議

員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。皆様こんにちは。お疲れさまです。５番議員の難波文美

でございます。今回は２つの質問を通告しております。議会中継を御視聴されている住民の皆様

にも分かりやすく明確な答弁を頂きますよう、執行部の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

早速、ひとつ目の質問に移ってまいります。ひとつ目は、国民健康保険税の一本化が住民負担に

及ぼす影響についてでございます。国民健康保険制度は、財政の安定化と持続可能性の確保を目

的として、県が財政運営の中心となる県単位化が進められております。しかし近年、県による標

準保険料の一本化が進む中で多くの懸念もございます。特に高齢者の多い地域では、医療費の増

加と保険料負担の増加が同時進行となっていくために住民生活への影響が深刻であることに鑑み

まして、質問をしてまいります。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。今議員からありましたように熊本県及び県内市町村においては、

令和１２年度施行をするために国保財政の基盤安定と負担の公平化に向けて広域化、統一化の検

討が進められております。現状としてですね、病院を受診した際の医療費に対する窓口負担の割

合は全国共通であるのに、保険料は市町村によって財政運営や医療費水準が異なり、同じ年収で

も地域によって保険料に差があったと。また、少子高齢化で加入者数が減少する一方で１人当た

りの医療費の増加、小規模な市町村では、高額医療が発生すると保険料が増加するリスクがある

ということで、県全体の加入者で負担を支え合う仕組みになろうとしております。ただ、まだ課

題等もたくさん抱えておりまして、今の現状の詳しいことにつきましては、担当課より説明申し

上げます。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  厚生労働省の高齢者白書によりますと我が国の高齢化率は上昇

を続けております。令和６年当時では、総人口の約３割を占めております。熊本県の健康福祉部

局の資料では、令和７年度で３２.６％、県民の３人に１人が高齢者となっております。私たちの

町あさぎり町は、直近で３８.４％、さらに高い高齢者率となっております。これまでの議会質問

の中でも人口減少や高齢化については、同僚議員からも多くの質問がなされてまいりましたが、

早速ひとつ目の点に今入りますけれども、そのような中でこの県による国保税の標準保険料率の

一本化が行われることになっております。あさぎり町の住民が負担する保険料が現時点でどの程

度増減をするのか、御説明を頂きたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹健康推進課課長。 

●健康推進課長（中竹 健次 君）  はい、お答えします。御質問にありました国保税率の県下４５

市町村の統一はですね、先ほど町長も申しましたけれども令和１２年度から始まるようになって

おります。現在のところ保険料率が明らかになっていない状況であることから、本町の住民が負

担する保険料がどの程度増減するか現時点ではご明示できないところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 
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○議員（５番 難波 文美 さん）  ここで、局長資料１をお願いいたします。町内の国保加入者の

推移についてということでですね、課のほうから表を出していただいておりますが、今課長の答

弁にございましたように年々加入者というのは、減っているという状況であるということが分か

ります。また、資料２をお願いいたします。こちらのほうでは、医療費についての増減推移を出

しておりますので皆様御覧ください。全国民の医療費というのは、令和６年時点で約４８兆円ま

で膨れ上がったそうです。このまま高齢化が進みますと約１０年後には、また６８兆円ぐらいま

で増大するのではないかというふうに言われておりますが、町では、全ての年代層の人口は減少

しております。その中でも６５歳から６９歳までですね、その年代を除いた他の年代層の医療費

というのは、令和元年度と比較しますと増加をしております。一概には言えないと思うんですけ

れども、この増加している要因というのはどのようにお考えでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹課長。 

●健康推進課長（中竹 健次 君）  はい、お答えします。医療費がですね、年々増加上昇している

要因につきましては、まず令和５年５月にですね、新型コロナ感染症が２類から５類へ移行した

こと。今までですね、国費で賄われた医療費保険料が医療費がですね、保険料で反映したこと。

それと令和６年１０月診療報酬改定がございまして、それで医療費に反映されたこと。それと近

年はですね、高度医療の進展によりまして医療費が高額になったことが主な要因として考えてい

るところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい、ありがとうございました。１人当たりの医療費、高額な

新薬とか先進医療の技術などですね進んでおりますので、慢性疾患の増加やあるいはその軽度の

症状だったとしても気軽に医療機関を利用する、そういう風潮が最近あるんじゃないかなという

ふうに数年間ですね個人的に思ってるわけなんですけれども。これは日本の医療の仕組みといい

ますか、その点でこのような状況になってるのかなというふうに理解をしたいと思います。次に

資料の３と４をお願いいたします。今回の保険税の上がることによってですね、高齢者世帯そし

て低所得者世帯などへの影響について町としてはどのように分析をされているのでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹課長。 

●健康推進課長（中竹 健次 君）  お答えします。低所得者世帯に対して、それと高齢者世帯に対

して、町の影響について御説明を申し上げます。国民健康保険税につきましては、負担軽減の措

置といたしまして低所得者世帯に対する負荷軽減がございます。軽減内容につきましては省略さ

せていただきますけれども７割軽減、５割軽減、２割軽減がございます。それと高齢者世帯に関

しましてもそのような制度がございますので、この制度を生かしまして今後もですね、令和１２

年度以降もこの低減世帯に対する軽減措置と高齢者世帯に対する軽減措置がありますので影響に

対してはですね、現在のところ把握してる状況は、以上のとおりでございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい、ありがとうございます。税務課にちょっとお尋ねをした

いんですけれども資料の３ですね、先ほど健康推進課のほうでは、影響についての軽減措置をお

話を頂いたんですけれども、我々が全協の資料で頂いたもので７割、５割、２割というふうに右
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側のほうですね、軽減額のところがございます。この中で特定世帯とか特継世帯という言葉がご

ざいますが、これはどのように理解をしたらよろしいんでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  白石税務課課長。 

●税務課長（白石 和博 君）  はい。特定世帯と特定継続世帯についてなんですが、後期高齢者医

療制度の創設に伴って規定されたものでございます。まず特定世帯ですが、これまで国民健康保

険の被保険者であった方が後期高齢者医療に移行されたことによって、残られた同じ世帯におら

れる他の国民保険の被保険者の方が１人だけになった世帯のことを特定世帯と言います。なお特

定世帯に該当すると世帯ごとの平等割額が最大５年間は半額となります。次に特定継続世帯です

が、先ほどの特定世帯が５年間継続しても、なお国民健康保険と後期高齢者医療に分かれている

状態が引き続き続いている世帯のことを言いまして、特定継続世帯に該当すると平等割額が最大

３年間は、４分の３の額となるものでございます。以上でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい、ありがとうございました。中々聞きなれない言葉でもご

ざいますし、今回納税通知書というものが住民の皆さんに届くはずなんですけれども、その辺の

記載などはどのようになっているのでしょうか。住民が理解ができるように配慮をされているの

でしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  白石課長。 

●税務課長（白石 和博 君）  はい。納税通知書の中にですね賦課決定の明細の欄がございます。

その中に平等割額という欄がございまして、その欄に金額が掲載されることとなります。特定世

帯の場合は、医療給付費分が年間１万という形で表示されますし、特定継続世帯については、医

療給付費分が年間１万５,０００円というような形で表示されますし、それ以外、通常といいます

か、それ以外については、年間２万というような形で表記されることとなります。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。分かりました私も納税通知書が届いたらしっかりと見て

みたいと思います。ここで資料の５をお願いします。質問はもう③のほうに行くわけなんですけ

れども、ここにございます資料は６月号にございました広報紙のページです。これを見られて住

民の方がどの程度ですね理解をされるか、ちょっと不安なところがございましたので今回質問を

しておるわけなんですけれども、複雑なこの国保税の仕組みですね。今年度からは、子ども・子

育て支援金分というのが新たに創設されて増額になっていくということなんですけれども、この

制度変更の周知方法は、町としては十分であると考えていらっしゃいますでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  白石課長。 

●税務課長（白石 和博 君）  はい。子ども・子育て支援金制度の創設ということで、５月に発行

しました広報６月号に掲載をしているところでございます。あと７月が本算定の時期でございま

して納税通知書を発送します。その中にですね、パンフというか、リーフレットを入れて、その

中にも子ども・子育て支援制度のことは記載したいというふうに考えております。以上でござい

ます。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 
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○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。是非ともお願いしたいと思います。いろいろと賛否両論

の多い、こども家庭庁が発表したこの子ども・子育て支援金についてなんですが、支援金の使途

ですね、そういうものについては把握はされておりますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  白石課長。 

●税務課長（白石 和博 君）  はい。子ども・子育て支援金の使途ということですが大きく６点ご

ざいます。まずひとつ目が児童手当の拡充、２つ目が妊婦のための支援給付、３つ目が出生後休

業支援給付、と４つ目が育児時短就業給付、５つ目がこども誰でも通園制度、最後に６つ目が育

児期間中の国民年金保険料免除、大きく６つございます。以上でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。大きな６つの件について、把握をされているということ

でございました。子育てにされる世代にとっては本当にありがたいものだとは思うんですけれど

も、やはり県の一本化ということでですね、最初に町長がおっしゃったように令和１２年度に本

当にもう均一になっていくというのを目前にして、自治体ではいろんな何ていうますね考えをし

なければならないという状況ではございますけれども、この一本化によって市町村の裁量という

のはどんどん縮小をしていくわけでございます。地域の実情に応じた対応は難しくなるという懸

念があります。町として役割といいますか、そういうところは、県に対してどのような意見を伝

えていらっしゃるのでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹課長。 

●健康推進課長（中竹 健次 君）  はい、お答えします。県に対してどのような意見を伝えるかに

ついて申し上げます。まず前提といたしまして、熊本県はですね、県内４５市町村で統一されて

いない保険料率について先ほども申し上げましたけれども、令和１２年度に完全一本化を目指し

ております。これによりですね、小規模自治体の財政基盤の安定化と、どこに住んでいても所得

や世帯構成が同じであれば、保険料は同額となります。現在、県と市町村国保主管課長で構成す

る熊本県国民健康保険連絡会議において、保険料水準の統一に向けて協議を行っているところで

ございます。昨年８月に県が主催した、人吉球磨管内市町村向けの保険料水準の統一に係る市町

村意見徴収におきまして、医療供給体制は人吉球磨地域と熊本市等都市部とでは大きく異なって

おりますので、当地域は恵まれた環境でないためにその差を埋めるような制度を検討していただ

けないでしょうかということを意見、要望を申し上げました。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい、ありがとうございます。財政の安定化そして医療費の適

正化、事務効率化といった国側のメリットが叫ばれる一方で、やはり納税する私たち住民側にと

っては、この保険料の上昇に加えて、都市部と異なる医療の環境、受診体制とかですね、そうい

うののデメリットが非常に大きいというふうに思っておりましたので今のような質問をさせてい

ただきました。ある国政政党の調査によりますと保険料率上昇がする中でもですね、３１の自治

体は、医療費の所得割とか均等割、平等割をそれぞれ引下げて、子育て支援金の増額分を相殺し

たと、そういうところがあるそうなんですが、５点目に参りますけれども、今後もこのように上

昇していく標準保険料率に住民負担を緩和するためのですね、そういう緩和政策を行った自治体
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やその方法など、事例などは把握はされているのでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹課長。 

●健康推進課長（中竹 健次 君）  はい。お答えします。全国的な基金のですね、取り崩した状態

っていうかそういうふうな実績は、把握しておりませんけれども、先ほど議員が申されました財

政状況についてですね、令和６年度の熊本県の財政状況、各市町村の財政状況については把握し

ておりますので申し上げます。４５市町村中２４の市町村で実施されております。繰入れのです

ね、財政調整基金の繰入れの目的は、各市町村によって様々でありますので、基金を活用したで

すね、住民への保険料率の負担軽減等に関わる状況の把握は出来ておりませんので、県内の市町

村と市町村の現状としては以上でございます。繰入れ等それと基金の取崩し等による住民負担の

軽減等については、県内の状況は、正確な情報は把握しておりません。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。ちょっと質問がですね、分かりにくかったかと思うんで

すが、基金というものを繰入れてるということですよね。これからもしていくということだと思

うんですが、あさぎり町においてですね、この直近３年間で国保基金というものの取崩した実績

というのはどのようになっているでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹課長。 

●健康推進課長（中竹 健次 君）  はい。ここ直近のですね財政調整基金の繰入れの現状ですけれ

ども、令和４年、令和５年につきましては、約１億円です。令和７年度に関しましては、約５,８

００万円となっております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい、ありがとうございます。国保制度が改革されてからです

ね、一般会計からの法定外繰入れというものはもう解消するようにというふうに求められている

と思うんですけれども、町として今後の方針というのはどのように考えておられますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹課長。 

●健康推進課長（中竹 健次 君）  お答えいたします。今まで行ってまいりました国保のですね基

金の取崩しにつきましては、平成３０年度から令和７年度までにおきましては、各年度、基金の

取崩しを行ってまいりましたけれども、昨年度までに多額の基金を取崩してきた状況がございま

す。今回、令和８年度の国保保険料率の引上げは、国保財政の単年度収支の均衡を目指すもので

ございます。現在のところ令和１２年度の統一保険料が明らかになっていない状況があることと、

今後の基金積立て計画を現在検討している段階でございますので、保険料の引下げそれと基金の

活用については、執行部としては現在のところ考えていない状況でございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。分かりました。本当に不透明なところでですね、中々的

確にはお答えいただけないというふうに私も理解はしております。あさぎり町のホームページに

は、今、財政状況資料ということで町民もですね、いつでも見れるように公表していただいてま

すので、どれぐらいの会計状況であるのかというですね、健全性とかも見ることはできるわけで

ございますが、非常にまだ不安のほうが大きいという状況でございます。町長、今回のですね、
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社会保険料の値上げで国全体、今年度で約６,０００億円の徴収額になるということだったと思い

ます。もう来年度には８,０００億そして令和１０年度にはもう１兆円規模での保険料の徴収総額

というふうになっているわけなんですけれども、これまでその社会保険料とか消費税もそうです

が、一旦導入されるとどんどん上がっていくという傾向がありますよね、一般論として。この１

兆円規模のですね、保険料といいますか税金を投じても婚姻数とか出生数が簡単に上がるとは思

えないんですけれども、町長はどのようにお考えですか。この状況に対して。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。今回の国保料税の統一化につきましてはですね、結局、県平均並

みになるんじゃないかなというふうには感じております。ですから今まで医療費が低くて保険料

を抑えてたところは当然負担が上がる、医療費がかかってて保険料を高く設定したところは、現

状ぐらいかなというふうな感じではおります。ですから、ただまだまだ見通しというものが立っ

ていないという状況で、現在、県が出してます標準税率で国保税の税率をあさぎり町も運用して

おりますけれども、もう少し１２年度直近にならないと中々この国保の収支状況というのがはっ

きりしてこないんじゃないかなというところもあってですね、中々はっきりした見通しが出せな

いということだと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。答えにくいところを所感をお伝え頂きましてありがとう

ございました。それでは、２点目のほうに移りたいと思います。２点目は、官民連携による過疎

自治体の再生とその推進における町の認識についてでございます。ここで資料の６をお願いいた

します。地方創生の取組は、人口減少に歯止めをかけ、大都市圏への過度な一極集中を是正する

ことで全ての国民が多様な幸せを実現する社会を目指すために、１０年前から始まった国の政策

フレームでございます。しかし現実は、人口減少も少子化も年を追うごとに加速をしており、町

長の答弁や議会の質問にも毎回、重要なキーワードとなっております。そのような中で自治体が

生き残りをかけるための有効な手段として、官民連携という手法が取り入れられるようになって

きました。郡部においては、１番人口の多いあさぎり町が直面している課題、そして官民連携を

推進する際の認識について伺ってまいりたいと思います。続いてまいります。ひとつ目、町長何

かありますか。よかったらお願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。官民連携事業につきましては、今、非常に町としても重大案件を

抱えておりまして、どうして官民連携かということはやはり民間事業が持つノウハウ、そして営

業力、技術力を生かして、町の支出をいかに抑えられるか。そして公共施設の建設、維持管理、

運営等を民間と連携して行うことで行財政効率化を図るものというふうに捉えているところであ

ります。ただ、非常にまだ具体的に動いているわけではございませんので、今後また注視しなが

ら進めてまいりたいと思っております。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい、ありがとうございます。官民連携と公民連携という言葉

がありまして、どういう意味かなと思いまして今日の資料は、公民連携事業というので出てはお
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るんですけれども、これは我々議員が頂いた資料の中にございました。で、公民連携というのは

主導のする主導する主体がですね、民間企業とか地域住民、ボトムアップ型が公民連携。で官民

連携というのが、主体が行政、地方自治体ということになっておりますのでトップダウン型とい

う形になっていると思いますが、もう今は広く一緒に公民連携も官民連携も同じような感じで受

け止められてるのかなというふうに感じながら、聞いたわけでございます。では１点目に参りま

す。本町の人口減少、財政状況、施設の老朽化を踏まえまして行政単独で公共サービスを維持し

ていくことについて、担当課の考えを伺いたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  中村財政課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  はい。ただいま議員より官民連携についての考え方といいますか、

公民連携との違いについては、御説明していただい頂いたところですけれども、ここでまず官民

連携に対する町の認識について申し上げたいと思います。官民連携とは行政と民間が役割を分担

し、連携協働して公共サービスの提供や地域課題の解決を図る仕組みの総称であり、ＰＰＰ、パ

ブリックプライベートパートナーシップと呼ばれております。特定の制度を指すものではなく、

民間の関与度に応じて非常に幅広い手法が含まれます。具体的には、業務委託、指定管理者制度、

包括連携協定、ＰＦＩ、公設民営、第三セクターなど多岐にわたります。地域おこし協力隊につ

いても、広い意味での官民連携的な取組として位置づけられているものと認識をしております。

官民連携は本町にとって全く新しい取組ではなく、これまでの実践を土台としながら、さらに対

象分野や手法を広げていくという考え方でとらえていただければと思います。次に行政単独で公

共サービスを維持することについてお答えさせていただきます。公共施設の維持といいましても

様々な視点がございますが、公共施設の管理運営という観点から申し上げます。今後予想される

職員数の減少と厳しい財政状況のもと、増加傾向にある施設の維持補修費への対応、また人口減

少、少子高齢化に伴うサービス需要の変化への対応が大きな課題となっております。これらに適

切に対応できない場合、施設の安全性や公共サービスの継続性が確保できなくなる可能性がある

と懸念しております。対応策のひとつとして、不具合が生じる前に修繕等の対策を講じる予防保

全の考え方があります。しかしその実施に必要な専門的な知識、経験を持つ技術職の確保は、全

国的な課題であり本町においても同様の状況にございます。こうした人的、財政的な制約を踏ま

えますと行政単独での対応には限界があり、技術者確保も含め民間事業者の力を借りる、公民連

携の手法の活用の検討が必要であると考えております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。ありがとうございます。資料の７をお願いいたします。

官民連携を活用すべき優先分野、そしてその効果についてお尋ねをしたいところではありますが

今御覧頂いている資料のようにですね、あさぎり町の現状は、本当に膨大な量の老朽化施設そし

て地域支援がある中で個別の説明は不可能であるということは十分承知しておりますので、これ

までに活用された事業やその成果などありましたら主なものを教えていただきたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  中村課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  はい。冒頭の官民連携に対する認識のところでもお答えさせていた

だきましたけれども、現在幅広いということで御説明しましたが通常業務委託で各種の民間の事
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業者に請け負っていただいたほうが効率が上がるものについては当然業務委託として、その制度

を活用しております。あと分かりやすいものにつきましては指定管理者制度ということで、これ

につきましては多くの施設をですね、指定管理者制度に基づいて運営をしまして、民間の力を借

りて維持管理費用の縮減についてが図られているものと、まだ課題がございますけれども、それ

に向けた取組のひとつとして今現在も取り組んでいるところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい、ありがとうございます。指定管理者ということで契約期

間などがございまして契約が終わる時にはまた新たに更新をされるのか、新規でどなたか別の方

がされるのかということでですね、中々この経済的にも厳しい状況の中での世の中は、後につな

がるというかそういうところも難しくなってくるんではないかなというふうに思っておるところ

でございます。では３つ目にまいりますが官民連携を推進する際にですね、どのようなリスクや

留意点があると思われるでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  中村課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  はい。官民連携につきましては、有効な手法である一方、幾つかの

重要なリスクと留意点があるというふうに認識しております。主に４つ述べさせていただきたい

と思います。まずひとつ目、責任とリスクの適正な分担の制度設計についてでございます。官と

民の責任、リスク分担が曖昧になりますと公的利益や事業効率が損なわれる恐れがあります。行

政が民間の損失を過度に補填すれば、経営責任を怠る恐れがあり、逆に過度なリスクを民間に負

わせれば、事業費や利用料の上昇を招きかねません。リスク分担の適切な設計が官民連携の成否

の鍵であると考えております。次に２つ目でございます。撤退リスクへの備えです。民間事業者

は採算が見込めない場合には事業から撤退する可能性があります。住民生活に不可欠なサービス

が途絶えることのないよう契約における事業継続の担保と、撤退時の代替手段の確保を事前に設

計しておくことが重要となります。第３に公共性、公平性の確保です。民間に委ねることでサー

ビスに格差が生じることがないよう行政が適切に関与し、定期的なモニタリングを行う体制を整

えることが必要です。官民連携は、民間任せではなく、行政が責任を持ってサービスの質を担保

し続けることが大前提となっております。最後は留意点ですけれども行政側の交渉、審査能力の

向上でございます。専門性の高い民間事業者との交渉においては、行政側の能力向上が不可欠と

なっております。対等な立場で交渉、審査に臨むため、国の相談窓口や外部専門家の活用が必要

であると考えております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい、ありがとうございます。分かりやすく４点に絞って、リ

スク留意点の説明を頂きました。この人口減少でですね、だんだん活力を失っていく小さな自治

体に地方創生という夢をですね、熱弁して近づいてこられる。政策のアウトソーシングを巧みに

持ちかけて公金を吸い上げるというとちょっとあれですけれども、そういうコンサルタントや業

者の方もいらっしゃるというふうに聞きます。最近は特に「コンサル栄えて国滅ぶ過疎ビジネス」

という言葉がですね、あるということです。町の方針をしっかり持ってですね、今課長がおっし

ゃったように職員の皆さんにコンサルタントのよしあしを見抜いたり、あるいは打ち負かすほど
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のですね、知識や実務を身につけていただければなあというふうに思っております。自治体によ

っては、意欲のある職員の方がＰＰＰの基礎を１から学んで見識を得て、町のプロジェクトの立

案に関わるといった、いうなればコンサルを内政化ですね、内側でつくる。そういう自治体実例

もあるそうです。是非とも優秀な執行部の皆さんには、検討頂きたいところでございますが、町

長いかがでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。確かにコンサル業務につきましてはですね、これ議長から話聞い

たんですよね。コンサル業務の研修があるということで職員がそういった技術なりを習得して、

町、市町村に還元するというような制度もあるやと伺っております。ただやはり官民連携の中で

１番こう課題というのがですね、やはり自治体というのはやっぱり公共の福祉、公共性を求めま

すけれども、やはり民間というのは、事業の収益性を求めると。そういったところのすり合わせ

というのが１番課題じゃないかなというふうに感じているところであります。ですから、そうい

ったところを勉強してですね、職員の中でもそういうコンサル業務にやってくれとまでは言いま

せんけれども、そういう勉強する場をあってもいいのかなというふうには思ってます。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。是非ともをお願いしたいと思います。では４点目です。

今後の官民連携の検討と導入に当たりまして、住民参加や情報公開はどのように確保されていく

のでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  中村課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  はい。まず基本的な考え方について申し上げます。官民連携手法を

採用する場合であっても住民参加や情報公開の重要性は従来と変わるものではありません。なぜ

民間に任せるのか、サービスは守られるのかといった住民の皆様の疑問や不安に対して、丁寧に

お答えしていくことが重要であると考えております。次に情報公開についてでございますが、導

入の目的、経緯、業者の選定理由、契約内容、事業費等については、広報紙やホームページを通

じて住民の皆様にお伝えすることが重要であると認識をしております。また事業開始後も適切な

形で情報をお知らせするよう努めてまいります。次に住民参加についてでございます。昨年度を

実施いたしました庁舎等跡地の利活用に係る官民連携手法の導入可能性調査においても、ワーク

ショップやアンケート調査を通じて町民の皆様から御意見を頂いたところです。今後、調査の結

果の具体化に向けて進める場合には、説明会、アンケート、パブリックコメント等を通じて、引

き続き御意見を頂く形をとることを想定しております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい、ありがとうございます。官民連携は、インフラそして施

設管理など、長期の契約が結ばれることもありますが、昨今の国内外の経済状況が非常に厳しく、

先行きが不透明な中であることから、より慎重で適切な計画判断で取り組んで頂きたいと思いま

す。認識は十分確認できました。では５点目にまいります。地域おこし協力隊の現状と活動につ

いてでございます。先ほど財政課長からありましたように官民連携のひとつの中身としてこの地

域おこし協力隊の活動もあるということでございましたが、まさに私も同じ意見でございまして、
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それを含めて、ここで質問をさせていただきます。これまでも同僚議員から質問が上がっており

ました地域おこし協力隊についてですが、あさぎり町に着任されている隊員は、６月１日付の方

を含め１０名という体制ということだったと思うんですけれども、町のためにどのように活躍し

てくださるのか、大変期待をしているところであります。所属所管課ごとに協力隊の現状を伺い

ますが、最初に健康推進課、次に企画政策課、そして商工観光課の順にお話を聞きたいと思いま

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹課長。 

●健康推進課長（中竹 健次 君）  はい。地域おこし協力隊の活動について申し上げます。現在、

地域おこし協力隊１名を採用しております。委託先はあさぎり商社です。現在の活動内容ですけ

れども、ヘルシーランド内健幸ホールにて、健幸運動教室の指導及び指導補助を実施しておりま

す。詳細な活動内容につきましては、健幸運動教室の日々の事務処理、参加者のですね運動教室

に参加される方の疑問点の解消や精神的な支援、あと電話対応、教室の様子などをですね、発信

する公式サイトやＳＮＳでの発信が主なものとなっております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江企画政策課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。企画政策課におきましては、２名の方に来ていただい

ておりまして、令和７年度からＡＬＯＴを拠点として関係人口の創出事業を行っていただいてお

ります。１名の方がですね令和７年６月から従事をしていただいておりまして、デジタルコミュ

ニティーの形成と運営ということで、具体的にはＡＬＯＴを拠点として、ＡＩ教室、勉強会を月

２回程度定期的に実施。それから住民、法人等へ個別のデジタルの支援。それから各種イベント

情報の発信というところです。それから２点目、新たな交流人口関係人口の創出というものにつ

きましては、具体的にはＡＬＯＴを拠点としてマルシェ、そらいろのたね、というのを実施頂い

ております。それから恵方巻づくりの体験交流会でありますとか、人吉球磨地域の協力隊員との

定期的な意見交換や広域的なネットワークの構築というところです。３点目、広報シティープロ

モーション事業として大阪関西万博にブースを設け、あさぎり町として３日間程度出展し、ＤＡ

Ｏ事業を全国へＰＲ。それからポスターチラシを制作、新聞、郵便局、ＳＮＳを組合せた複合的

な広報活動の展開ということでなされているところです。それからもう１名の方につきましては

今年１月から従事を頂いておりまして、まずはこの方は初めてということで活動ビジョンの策定

ということで、若者が生き生き過ごせる町を目指しＡＬＯＴを拠点とした交流イベントを通じ、

将来的なＵターンや地域への貢献活動等へとつながる循環型コミュニティー形成をまず目標とし

て設定をされ、それを基に高校生向けイベントの企画といたしまして、人吉球磨の高校生を対象

とした意見交換会を今現在も実施をされているところです。内容としましては、楽しいと思える

まちづくりについて共に議論し、若者が地域について考えるきっかけを提供し、それからＡＬＯ

Ｔを若者のサードプレイスとして機能させるための潜在的なニーズ調査を実施されているところ

です。そのほかＡＬＯＴを拠点とした動画制作づくりというのも現在進行形でやっていただいて

いるところです。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松商工観光課課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。現在商工観光課における地域おこし協力隊が、令和８年
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６月１日現在で７名を受入れております。町内の様々な地域課題解決に向けて、それぞれのプロ

ジェクト活動に取り組んでいるところです。まず商工観光課につきましては、移住定住関連施策

において地域おこし協力隊を受入れており、中でも空き家対策関連プロジェクトにつきましては

４名を受入れております。また都市農村交流による関係人口の創出のひとつで、移住定住につな

がることが期待されているワーキングホリデー関連のプロジェクトで１名を受入れております。

このほか当初、移住定住促進に関する活動で取り組んでおられましたが、現在は地域の稼ぐ力の

向上に関するプロジェクトにも興味を示された１名と先の６月１日に着任されました有害鳥獣対

策プロジェクトに１名の計７名を受入れているところです。まず空き家対策についてですけども

宅建の資格を有する協力隊２名が令和６年度末に着任後、町民からの空き家の利活用に関する相

談や町外からの移住を希望される方からの問合せなど対応をされておりまして、空き家の解消に

向けて取り組んでおります。次に地域の稼ぐ力の向上に関するプロジェクトでは、本町を知って

いただき関係人口の創出につながるワーキングホリデーにつきましても、令和７年度から事業を

スタートし、全国各地から総勢１３名を平均約３週間程度受入れてきたところでございます。こ

のワーキングホリデーに取り組んだことで町外から参加されました１名が空き家対策事業で５月

１日に協力隊として着任をされておりますし、また６月１日に有害鳥獣対策のプロジェクトとし

て着任された１名の方もこのワーキングホリデーの参加者というふうに伺っております。そして

物産振興対策についてですが、こちらも地域の稼ぐ力の向上に関するプロジェクトとして、本町

の豊かな農産物を活用し、町産米の米粉からつくる白玉の特産品化に向けて取り組んでおられる

ところでございます。以上でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。各課詳しく説明頂きましてありがとうございました。商

工観光課は１番多く７名ということでございましたが、ワーキングホリデー事業のですね、体験

をされて、それをきっかけでこちらにまた協力隊として移住されたという成果が出ているという

のは非常にすばらしいことだなというふうに思っております。３週間も受け入れるってのは中々

大変だと思うんですけれども、その間にあさぎり町のですねいろんな良いところとか、しっかり

見られたのかなというふうに思っております。で、移住定住で空き家・空き店舗の対策は問合せ

の対応をされてるということなんですけれども、今の空き家・空き店舗っていうのは実際どのよ

うな状況になってるんでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。基本的にはですね、空き家の相談をされる方っていうの

は、その空き家を処分したい。いわゆる売却をされる方が多いというふうに伺っております。ま

たそのケースであっても、中に不動産といいますかね、いわゆる家財道具が残ったまんまになっ

てるとか、そういった状況でやはりまず空き家を解消するに当たっては、家財道具を処分するこ

とから始めないといけないということを伺っております。また場合によってはですね、その不動

産を譲渡したいといった時に登記がなされてないというような物件もあるというふうに伺ってお

りますので、そういった１件１件ケースが違うパターンに教具に合わせてですね、対応できる環

境が必要ということで、やはりこの宅建の資格を有する方が協力隊として着任頂いているという
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ことが非常にあさぎり町としては大きなメリットではないかなというふうに思っているところで

ございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  すみません、ふるさとワーキングホリデー事業の資料もですね、

入れておりましたのでよかったら飛ばしていただいて御覧頂きたいと思います。通告にはちょっ

と出してなかった言葉ではあるんですけれども、現在の地域プロジェクトマネジャーという方が

あさぎり町にございますがいらっしゃいますが、具体的にどのような活動をされているのか、ま

た協力隊員との連携や関わりなどはいかがでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。現在地域プロジェクトマネジャーをですね２代目という

ことで一応、商工観光課のほうに受入れをしております。この方はですね、一応、令和７年度の

１２月から着任を頂いておりまして、町内の物産の新規販路開拓や商社の営業人材の育成、ある

いは新商品の開発等々のミッションを達成していただくために１名を受け入れるというところで

ございます。また、この地域おこし協力隊との関わりの部分ではございますが、先ほども申し上

げました特産品の開発を目指したいという協力隊の方がいらっしゃいますが、その方が目指した

い今後のビジョンをですね掲げるに当たって、商品の開発に当たっての伴走支援、そういったも

のも対応されております。具体的には、その商品を作るに当たっての原価計算の方法や事業計画

の立案あるいは目標設定などのアドバイス等で、この地域プロジェクトマネジャーの方が関わり

ながら、協力隊のサポートも行っていただいているという事例でございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい、分かりました。地域プロジェクトマネジャーもう２代目

ということなんですけれども、中々関わることがなくてですね、その内容というものをお聞きし

たかったわけなんですが、協力隊員さんとの連携などもあるということでございますよね。この

地域プロジェクトマネジャーというのが行政・民間・地域をつなぐブリッジ人材ということで着

任をするということになっておりますので、是非とも今回商社のほうでですね、関わっていらっ

しゃるということですので、町の商工業の発展には大いに力を発揮していただきたいと思うとこ

ろでございます。また、過去の協力隊員で農業部門で活動されていた方いらっしゃいましたけれ

ども、現在は１人もいらっしゃいません。最近は農業の担い手を育成するということをですね、

前提にして協力隊の活動内容を設定しているという自治体が増えているそうです。今後、町の主

要産業を持続させるためにですね、こういう農業部門での協力隊員も必要ではないかなと考えて

おりますが今後の募集予定などあるのでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本農林振興課課長。 

●農林振興課長（橋本 英樹 君）  はい。農業分野におきまして地域おこし協力隊を活用する計画

につきましては現時点では未定の状況ですけれども、先の議会におきまして南阿蘇村での地域お

こし協力隊制度を活用しました優良事例を御紹介頂いているところです。現在、南阿蘇村に対し

ましてＪＡと町とで構成します、あさぎり地域農業振興協議会の先進地研修先としまして、研修

の受入れを打診を行っているところです。まずは、先進事例を参考にしまして、今後しっかりと
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勉強していきたいというふうに考えております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。是非ともお願いしたいところでございます。町長は、地

域おこし協力隊に定住してもらうことが最終目的だと以前議会に対してお話をしてくださいまし

たが、そういう定住したいと思える体制づくり、これからどのように進めていきたいと考えてお

られますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。どのようにというのはちょっとまだ具体的には頭にありませんが、

やはりこの地域おこし協力隊制度自体があるうちはですね、やはり地域課題の解決につながる活

動がしたいという協力隊員の人は、受入れを進めたいというふうに考えております。例えば、今、

担当課長のほうから説明があったように空き家対策であったり、健幸運動教室の補助であったり、

そして農業の担い手であったり、こういったものがですね、少しでも町の課題解決につながれば、

きっかけになればということもありますので、こちらに移住してもらうのが最終目的ではありま

すけれども、地域おこし協力隊の期間中に生業として成り立ってるように、町としても協力をし

ていきたいというふうに思います。例えば、地域づくり協同組合っていうのがありますけれども、

あの中でもやはり農業の担い手等の育成ということで力を入れておられますので、そういった機

関とも協力しながら進めていきたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。いろいろとお話を頂きました。今回はですね１０年以上

に及んでおりますこの地方創生、この言葉にですね、翻弄されているような地方自治体の不条理

さっていうのを何かちょっと感じておりまして、質問をさしていただいたわけなんですけれども、

しっかりと町のほうでは、官民連携にしましても、この地域おこし協力隊にしましても、考えを

持って進めておられるということを理解できましたので、今回この議会を視聴されている住民の

皆様にも少し伝わったのではないかなというふうに思っております。官民連携というのは本当に

良い発想であると私自身も思っておりますが、全国的に先ほど話したようなことがですね事案が

発生しております。補助金であったり、交付金の確的を目的としているような業者ですね。そう

いう民意にそぐわない政策が行われようとしていないか、過度に外部依存をすることで地域が思

考停止に陥っていくのではないかっていう思いがですね、頭の片隅にあったもんですから、今回

の通告につながったわけです。子供の教育と同様にですね、時間はかかっても足元の人材を大切

に育て、人が減った将来の地域社会を見据えた体制を整えていくという発想の転換がこれから必

要だと思いますので、我々議会も執行部の皆様と一緒にしっかりとあさぎり町が持続的な発展が

できるように頑張ってまいりたいと思います。よろしくお願いします。私の質問はそれで終わり

ます。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。確かにですね官民連携についてはですね、日本全国でやられてい

る事業だと思いますけれども、やはり今、中東情勢の関係でですね、公募をした結果、やはり資

材の高騰によってその建築に入れない。そこで公募が全くなかったという話も伺いますので、時
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代の流れなんでしょうけども。やはりそういったそういった時代の流れをですね掴みながら、や

るべき時期には、提案をしたいというふうに思っております。 

◎議長（小見田 和行 君）  これで５番 難波文美議員の一般質問を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  会議の途中ですがここで１０分間休憩いたします。 

 

 

 

  休憩 午後２時３０分 

 

 

再開 午後２時４１分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に１番 小松英一議員の一般質問です。小松議員。小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい、１番 小松でございます。私の今回の一般質問をさせてい

ただく前にですね、先週だったと思いますけども台風６号は本当に町内に大きな被害をもたらさ

なかったというふうに感じておりますけれども、やはり日本中でどこそこというわけではないで

すけれども、大きな災害が起きる、あるいは一歩手前というふうな新しい防災用語あたりも出て

くるぐらいに自然災害に対する準備といいますか。これも必要だし、あるいは、いわゆる猛暑日

が酷暑日までということで健康被害への対策というのも今、私たちに求められている大きな課題

なのだなというふうに実感しております。もう５月から夏というふうなですね、日本の四季が

中々こう、もう何て言いますか私たちが実感できない、そういう気候になっている中でございま

すけれども、今日少し雨も増えつつ梅雨の気候かなあというふうな感じでございます。私もこの

ような気候の中では、人吉球磨っていうのがある意味閉鎖されている地域とは言いませんけれど

も、特定の地域の中で令和２年の豪雨で本当に地域全体が気持ちが折れてしまうというかですね

そういう災害にもあった。こういう広域的な地域がある中で、ただし市町村の数というのは１０

市町村という大きな自治体数を抱えてる球磨人吉市でございますので、そのような中での課題と

いいますか、あさぎり町単独でのもちろん大きな課題は山積していると思うんですが、人吉球磨

地域でどのような課題が今、想定といいますか課題があり、そしてそれに向けてどのような動き

がなされているのか。このことを最初に質問をしてまいりたいと思っております。最初の質問な

んですけれども、今言いましたようにですね市町村数が１０市町村というのは、もちろん熊本県

内ではひとつの圏域としては、最も多い自治体の数だと思います。とはいえ、人吉球磨というこ

の地域性ですね。この中では、やはり複数の市町村が抱えている、あるいは共通する課題という

のがですね、あるはずです。はずといいますか、ございます。そこで町村会あるいは広域行政組

合、ほかにもですねもちろん消防組合もございますし、上球磨では公立病院もございますが、

様々な組織の中で各首長が意識を共有し、そして事業あるいはその事務、そういったものに当た

るということを実行されてます。ただそのことがですね、本当に迅速かつ有効に行えているのか。
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これはその怠慢云々ということではなくて、システム上、そういうことが本当に１番ベストな形

で行われているのかということを、私自身も確認をしていきたいというふうに考えております。

そういうことでですね、まず最初に町長にお尋ねしますけれども、町長が今考えておられる人吉

球磨地域の重要な課題、共通課題ですね、どのようなことがあるのか。まずその点からお尋ねを

したいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。ただいま議員のほうからありましたとおり、広域で抱えている課

題等につきまして、それぞれの協議会なりを用いまして協議が行われておりますけれども。人吉

市を入れた１０市町村そして郡だけの９町村という形で町村会、広域行政組合、一部事務組合は

もう御存じかと思いますが、そのほかにも、くま川鉄道であったり、観光地域づくり組合協議会、

それに日本遺産、そして定住自立圏もそうですし介護認定審査会、そして球磨農業活性化協議会、

そして以前は企業誘致をしておりました、まち・ひと・しごと、そして地域交通活性化協議会な

ど、本当それぞれ事業所及び市町村が事務局となって各自治体の財政負担を軽減し、行政サービ

スの均一化を図っている状況であります。それぞれの自治体が抱えてる課題も山積しております

が、特に人吉球磨で主要事業として要望しているのは、特に令和２年の豪雨からの復旧・復興と

いうものがまだ道半ばということでそういった要望も多くありますし、川辺川ダム建設に向けて

の振興計画の実施、こういったものを要望している状況であります。共通の広域的な課題といい

ますのは、やはり球磨郡・人吉市というのは基幹産業が農業ということで産業振興と雇用創出、

こういったことが挙げられると思います。当然、担い手不足であったり、若年層の流出を防ぐた

めの企業の誘致であったり、そして観光周遊ルートの強化であったり、それと豪雨災害等の激甚

化に対しまして防災とインフラの強靱化、そして今度くま川鉄道が全線開通いたしますけれども、

全線開通したとはいえ、利用者が減少するローカル鉄道やバス路線の持続可能な、確保、維持確

保ということになります。ですから公共交通網の再編・維持、そして医師・医療スタッフの不足

からくる地域医療、介護体制の維持、思いついただけでもこの程度、共通課題として上がります

けれども、それぞれ協議会等で進めている課題もございますので、担当課のほうでお答えするこ

とができるものがあれば、お答えしていきたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。今、町長のほうからですね多数課題というか、今、町長が

お答えにならなかったことも諸々あるんだろうと思います。私がある程度イメージできるものっ

ていうのは、今おっしゃった中に相当含まれていたと思うんですけど、今、私達といいますかあ

さぎり町として、人吉球磨地域における立ち位置というかですね。そのようなことはもちろんお

隣の錦町さんであったり、ほかの８町村の方々もお考えになってると思うんですよ。私たちあさ

ぎり町として、人吉球磨地域で今どの課題にどのように対処していくかということは、町長おっ

しゃったようにいろんな組織体制の中でやっておられるというのは重々認識しているんですが、

例えば人吉新聞あたりを見て明日の首長の日程動向を見ると、明日は人吉球磨この首長さんがみ

んな集まる会議なんだなあというのが諸々出てまいります。ただ果たしてですね、その組織体で

本当に密のある密度というか、具体性のあるそういう話合いに踏み込む時間が果たして取れるの
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かなという懸念もあります。その辺りについて町長は、これとは言いませんけれども、そういう

組織体での１０市町村長あるいは９町村長の話がどのように進んでいくのか、どういう認識でお

られるのかをお尋ねしたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。先ほどそれぞれの分野において協議会等があると申し上げました

けれども、やはり町村長に上がってくる前の段階でやはり担当課長であったり、総務課長会議で

あったりそういったものがあって、その中での取りまとめを聞く場面ということもあります。た

だやはり要望について取りまとめる段階にあってはですね、それぞれの市町村の課題をそのまま

ぶつけるという状況になってますので、その綿密なある課題に対しての協議が果たしてこう深く

議論されているのかと言われると、非常に私も答えづらいところもあります。やはりちょっと表

面的な部分もあるかもしれませんし、それと思い入れがある部分もあるかと思いますので、今後

はやはりそういった共通認識で将来のビジョンを共有していかなければならないというふうに感

じております。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  中々具体的にですね私はこのことをということで今回質問をして

いるわけではございません。町長よろしければですね、今、消防の組織については、上消それか

ら下球磨で話合いが持たれて、そして今後どのようにしてですね、組織の再編と言わないにして

も見直しをしていかれるのか。このこと、もし公、今日の場で公にできるとするならば、の前提

ですが何かお話しできることございますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。消防の広域化につきましてはですね、現時点では上球磨消防署、

下球磨消防署と２つの消防署がありますけれども、それぞれの構成町村の中で協議をした上で、

そして広域化しようということに令和２年ぐらいに当初決まったんですけれども。ただ分署の配

置、本署の配置等で非常に混乱しておりまして、延び延びになった状況にあります。あさぎり町

としましては、上球磨消防署管内で西分署建設というものを１０年以上前から要望が上がってい

たということもあって、私たちも最初は隣町との中間点ぐらいに広域化した後の分署を建設する

という話で最初は進んでいたわけなんですけれども、中々前に進まないということで新しい案で

前球磨振興局長の計らいで新たな広域化計画を作って、これを総務省に提出するということにな

りました。その協議につきましては、それぞれ上球磨・下球磨で話合いが持たれて承認というこ

とで、現在はあさぎり町内に分署を建設という方向で動いているところであります。今後まだ覚

書等の取り交わしはされておりませんのでそういった事務手続等も踏まえてですね、今後進めて

いきたいというふうに思っております。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。今ひとつだけお尋ねしましたけど、このことにしても町長

おっしゃったように令和２年に、からですか。今、令和８年ですからおよそ５～６年。中々その

１０自治体が足並みをそろえることの難しさというのがその時間を聞いただけでも出てきたとい

うふうに感じています。私自身はですね、旧上村時代に上球磨消防署西分署の要望が出ていたと
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いうことを記憶しておりますので、もう合併の２０年経ちますけれども、それよりも前からです

ね、１番西部の旧上地区の、あるいは免田地区、深田地区の西部、西のほうの皆さん方の救命率

を上げるということについては、西分署の建設以外にないというふうなことでずっと時間を過ご

してきてたと思います。だから話が始まってからもう３０年近くなるわけですね。しかし今、町

長がおっしゃっていただいたように「あさぎり町に西分署を」というこの構想がほぼ現実化して

くるということについては、町民の皆さんも非常に安心をしていただく。そのような事案である

というふうに私も歓迎したいと思います。で、いまひとつ申し上げましたけれども、果たしてで

すね、この消防ひとつもそうなんですけど、今、一部事務組合でごみ処理について、し尿処理に

ついて広域行政組合を立ち上げていただいてます。しかしこのほかに町長おっしゃったような、

くま川鉄道もそうでしょうしですね、観光振興もそうだと思います。人吉球磨地域の農業振興と

いう大きな産業振興についても、中々人吉球磨の一体感というものを打ち出していくことについ

ては、非常に時間もエネルギーもかかると思うんです。そんな中でですね、全国で見られている

広域連合ですね、広域行政組合、一部事務じゃなくて広域連合。このことについては、人吉球磨

では、話題になってるのかどうか。その必要性といいますかですね。このあたりは町長いかがで

すか。他の首長さんとの話の中ででも何か出るような場面がございますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。今の段階では広域連合という話は出てきません。ただ一部で、人

吉市あたりはですねやはりまだ合併というような話は、たまに出ますけれども、連合に関しては、

話題には出てまいりません。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  広域連合というと非常にある特定の事業イメージはあるんですけ

ど、今介護認定審査だってですよ、今もう人吉球磨一緒にやってるんですかね。一緒ですかね今、

別ですね。これだって広域連合でやってるところも多いんですよね。介護保険そのものを、事業

を。あるいは消防事業。ほかには例えば人吉球磨管内の広域道路、町道ですね。これをどう整備

していくのか。後期高齢は県単位です。国民健康保険も今後県単位になります。これも広域連合

ですよね。結局、もう合併とニュアンスは違うけれども総務省が言うところによれば、もう行政

の効率化ですか。これはもう避けられないんだということで、私がこのちょっと調べただけでも

全国ではもう１００以上の広域連合が発足しているということで。どうですかね人吉球磨でです

よ、１０人の首長さんがおられたら、その意見をすり合わせていくのはそれはもう相当な時間が

ないと難しいと思います。町長は実感されてると思います。であればですね、やはりこういう広

域連合の構想というのももちろんさっき言いましたように介護保険だって一緒にできるわけです

よね。後はやってるところでは全国では水道事業もやっているということですね。うちとお隣の

錦町との水道の事業を再編する。そういうことだってできるということですから。やはり事業を

どういう目的でやるかということが１番大事なんですけど、頭の中にはやはりそういう全体の事

業、課題に取り組むということを入れておかないと中々今後は大きな郡市一体となった課題とい

うのがまだ出てくると思われるのでですね。その場面においては、ひとつの発想としてあってい

いのではないかなというふうに感じております。町長いかがですかね、町長の考えとしてでござ
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います。他の首長さんに対するですね、もういろんな思惑もあるでしょうから、町長個人の御意

見としては難しいと思うんですけど考え方としていかがでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  できるところから一緒にということだろうと思いますけれども、やはり

私も合併事務局にいた時からですね、感じてたのはやはり利害調整と合意形成の難しさ。それと

住民負担サービスの格差、こういったものをどうすり合わせるかということに非常に苦労があっ

たように感じますので、そういったところで広域連合で一緒にやれるというふうな判断ができれ

ばですね、進めたいと思いますけれども。中々飛び地でも難しいという状況だと思いますので、

そこら辺の位置関係もあって、できる部分をこうあれば、こう探してみたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい、町長おっしゃったように何も１０市町村が参加する必要は

ないわけですよね。広域連合であっても２つの自治体でやるというところももちろんございます

し。私は何もそれに必要にこだわるということで御提案申し上げてるわけではなくて、どうも人

吉球磨の特性といいますか相手を慮るということも大事でしょうけど、１０市町村が本当に足並

みをそろえることの難しさっていうのは、町長はもう常々痛感されてると思うので、是非何かの

ステップとしてですね、町村会なり、あるいは広域行政組合の理事会なりでですね、今後の大き

な課題というものが果たしてどのような形で共有して、そして１番ベストなのは、その対策を講

じることだと思いますので、そのことも頭に入れていただければと思います。それを私たちあさ

ぎり町民にとっても非常に大事なことだと私は感じてます。いろいろ合併して２０年以上経ちま

すけれども、財政力は、はっきり言って人吉球磨では、最も安定していると私は町長自負してよ

ろしいと思うんですよ。人口はもちろん人吉市に次ますけれども、やはり今、過疎化そして高齢

化が進んでるとは言いながら、あさぎり町はやっぱり踏ん張ってほしいわけですね。これは人吉

球磨全体でも、そのような認識を持っておられると思います。ですから町長にですね、是非町民

あるいは郡市民の期待を感じていただいて、今後もですね、人吉球磨の中心となってリーダーシ

ップを発揮していただくということを是非お願いしたいと思うんです。その点いかがでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。議員には毎回リーダーシップを取れというような話を伺っており

ますので、期待に沿えるように頑張っていきたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  中々私の求める以上のことは御答弁なさらないので、前向きに捉

えておきたいと思います。次の質問なんですけれども、私本当に非常に痛ましいなと思って、先

月ですね皆様も御承知かと思うんですけど高校のテニス部の対外試合でマイクロバスの車中で事

故に遭って亡くなられたお子様がいらっしゃいました。もう本当になんて言いますか、マスコミ

は、バス会社だったり学校だったり、あるいは運転手だったりをとらえて、もう何か亡くなられ

たこの高校生の方、そして残された御遺族の方はですね、そういうことじゃないんだと。なぜう

ちの子供が亡くならなければならなかったのかっていう、本当に現実をまだ多分受入れておられ

ないと思うんですよ。ですけれども、こういう事故っていうのがですね、どこで起きてもおかし
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くないとは言いませんけど、本当にもう今のこの交通社会の中でも、子供さんたちの対外試合っ

ていうのがもう当たり前のようになって、しかもそれが広域化してきている時代では、やっぱり

あさぎり町においても本当に大きな不安要素だと思います。その点についてですね、まずは教育

長にお尋ねしますけれども、もちろん部活動だけではなくてお子様が自発的に参加されてる地域

のサークル、あるいはクラブ活動とかですね。そういった場面で、学校あるいは教育委員会とし

てどのような安全面の対策を考えておられるのか、まずはその点をお尋ねしたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  椎葉教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。まずもって議員からもありましたけどもニュース聞いてですね、

本当痛ましくてたまらないという思いでいっぱいでした。で、今子供たちも少なくなっていて、

正直ひとつの学校の中で２チームを編成できたら例えば土日の練習も自校の中で練習試合ができ

るというのが昔は成り立ってました。ところが現在は、他所のチームと合同でないと１チームも

出来ないということで、土日は、都合をつけてどちらかが動いて集まって練習をしているってい

う現状もたくさんあってます。そういった中、移動に関しては本当公共交通機関とかで動ければ

いいんですが、現状そう発達している公共機関もないし、また車を借り上げてっていうのも難し

いので現状は保護者さんの力を借りてですね、移動しているっていうのが現状で、それはもう議

員のおっしゃったとおり本当大きな不安材料のひとつだというふうに思ってるところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。私もですね子供が中学校時代テニス部でちょろちょろやっ

てたんですけど、保護者会の役員を仰せつかって人吉市の大会とかにも、応援に出かけました。

やっぱり子供たちは子供たちで移動は学校でその当時やっていただいてたと思うんですけど、保

護者もですね、送迎をやっぱり部活動の役員さんにお願いしたりとか、あるいは、うちの隣だか

らもう一緒に乗っていきましょうっていうふうにお子さんを誘って同乗していかれる。そういう

場面というのはこれはもう善意でやられるわけですので、それをお断りするっていうのもですね

人間関係を悪くするということで、本当に地方においては公共交通機関、教育長おっしゃったよ

うに利用しようにも出来ない場面が多いわけですから、移動についてはどうでしょう。何かこう

大きな大会はスクールバスも利用できるんでしょうけど、練習試合であったり、あるいはもうは

っきり言って例えば今年４月からですか、剣道・柔道は、中学校が終わって、免田の武道場で練

習をなさる。その間の自転車の移動もございます。それはひとつの学校安全会ですかね補償があ

ると思うんですけど、それ以外も含めて、何か対策を打てるものなのか。現状でどうお考えか、

お尋ねしたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内教育課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。まさに今お話があったとおり現状としましては、部活動の場合

はもう現地集合現地解散。これは保護者の送迎ということになってます。遠くである県大会とか

につきましてはですね、年に１回は、スクールバスの利用等も今、予算も組んでそういうふうに

やっておるところでございます。ただ、先ほどから話が出ておりますように車で行ける管内も含

めてもどうしても車でしか行けない場合につきましては、当然中地域公共交通バスとか、くま川

鉄道、中々時間等も規制制約がございますので、現在のところはもう保護者送迎ということで、
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もうその点については、もう部活動といいますか保護者の保険等のもとで運用がなされておると

いうふうに認識しております。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。中々ですねお子さんにとってはもう本当に楽しみにしてお

られる対外試合だったり、本当にその場面に自分がどう活躍したいっていうふうな強いお気持ち

で参加される。あってはいけないという事故では、事故というかそういう安全面での配慮ですけ

れども、学校でできることももちろんあるでしょうし、あるいはもう保護者の皆さん方にお助け

いただけないといけないという場面も今おっしゃいました。果たして部活動の引率者ですね。こ

れは学校の先生がなさる場面も多いと思うんですけど、今後地域移行した場合には、引率者も先

生以外の方が同行なさるという場面が増えてくると思うんですが、その場面においてはどのよう

な取扱いになるのか、お尋ねをしたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。今年度から剣道部・柔道部が地域クラブのほうに移行しており

ますけれども、基本活動についての送迎等も部活動と同じで保護者さんがされておったり、もう

状況といえばもうそういうふうになっておりますので。ただ移動中の事故等におきましては、場

合によってはその保険等の適用もございますのでもしそういうものがあれば、そういう保険等の

適用がなされるものっていうふうには思っております。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。見方を変えればですよ、例えばですけど、社会人の方が引

率をされるとした場合に、その引率者の役割、それからもう責任ですね。これ地域移行したら必

ず問われることだと思うんですが、今現在はどのように考えておられるのか、お尋ねしたいと思

います。 

◎議長（小見田 和行 君）  椎葉教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。まず大会、練習試合もですけども参加するに当たって、自宅を

出てそして大会会場で試合を行って、また帰宅するっていう一連の流れの中で、引率者が生徒の

輸送に関してまでもその責任を負うのかっていうと、今、現地集合現地解散という状況の中、保

護者のお力をかりて子供たちさんは会場に輸送していただく。そして、会場に着いたらその中で

子供さんたちがそれぞれの持ってる力を十分発揮できるように準備運動を含めながらとか健康状

態を把握しながら、その大会に参加を頂く。それについてのいろんな指導とか安全面の管理監督

をやっていくっていうのが引率業務の中の大きな指導者の方々の責任ではないかなというふうに

思ってるところです。子供たちの輸送に関しまして課長が申しましたとおり、中々引率者がその

まま車に乗せて動いていくというわけでもありませんので、どこら辺までは責任があるのかとい

うとちょっと難しい部分があるとは思いますけども、後援会の方々のお力を借りて現在は現地集

合現地解散という状況をさせていただいているというふうに認識しているところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。今のお答えのようにですね、移動、会場までの移動という

のは、やはりもう保護者なりがある程度自分の責任でというふうにお考え頂いていると。そこで
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参加していただいているというふうに思うんです。教育長にもうひとつだけお尋ねするのは、会

場でですね、体調が悪くなったりとか、あるいは怪我があったりとか、そういった場合の外部指

導者の責任といいますか、その判断というのは、もうこれは外部指導者の方に大きな過失がない

限りですね、責めるべきではないとは思うんですけど。もちろん保護者の方にすれば、何でうち

の子供が体調が悪いのに試合に出てとか、そういう場面が出てこないとも限らない。ですから、

私が言いたいのは、指導者の責任と言ったらちょっと重いかもしれませんけど、そのような場面

を招かないように配慮することも指導者としての資格だろうと思うんですけど、そこら辺どう、

どのようにお考えですか。 

◎議長（小見田 和行 君）  教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  今、議員のお話を伺いながら思ったのがサッカー部の落雷事故が１回

ありました。そういったことから落雷の雷雲の落雷危険度をどう察知するかっていうのがあった

と、学校のほうにもおろされたんですけども。健康面も含めてやはり私たちが、学校の部活動そ

れから地域クラブ活動の指導者の方々は、万が一っていうことを考えて、やっぱ対応していくこ

とがとても大事だろうというふうに思っております。そういったことから外部指導者の方たち、

地域クラブの指導者の方には毎年、今年から地域クラブに移行しましたけども、ふれあいスポー

ツクラブの指導者の方々には毎年研修をしていただきながらですね、救急救命並びに指導、それ

はもうパワハラ等も含めてですねそういったことも含めて研修をしていただいて、適正に子供た

ちのスポーツ文化活動に参加できるようにというふうには行っていただいてるところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。私毎回サッカーのことばっかり持ち出して申し訳ないんで

すけど、先日、県の協会の総会に参加した時にですね、言われたのがやはり中学校・高校のレベ

ルというかカテゴリー、もちろん小学校も含めて、夏場の飲水タイムですね、熱中症対策。もう

ひとつはもう雷が鳴ったら駄目、注意報が出ても駄目、いうぐらいに厳格化されてます。本当に

もう責任の所在まで行きたくないけれども、やっぱり健康害されたりした場合にはですね、指導

者の本当に避けようがない事故であったとしても、中々簡単には解消出来ない、そういう事案も

発生するということを痛感いたしました。ですからこれまでお尋ねしてきたようにですね、これ

からは、今までのような感覚といいますか、イメージで対応していくことも大事でしょうけれど

も、さらに新しく対応するべき課題といいますか対策、そういうものを是非小学校・中学校と一

緒にですね、先生方と協議をしていただいて、必要であれば予算を確保したり、対策を講じたり

ということでとにかく子供さん方の安全な活動というものを是非守っていただきたいというふう

に思いますけれども、いかがでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。今議員言われますように非常に部活動もですね、地域スポーツ

クラブも指導者さんの責任が非常に今重くなってきておるということでございます。対策につき

ましても今言われましたように、地域スポーツクラブまた学校のほうともですね、必要な点等が

ございましたら協議して、必要な部分の予算が必要であれば計上していきたいというふうに思い

ます。 
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◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。今回いろいろとお尋ねをしてまいりました。今、教育課長

御答弁頂いたように本当に必要な対策は、現場でないと分からないと思うんですよ。教育長はも

ちろんもう今まで経験なさってると思いますが、学校ともう一度ですね話をしていただいて、子

供さんたちの環境っていうものをもう１回見つめていただくということ。そして、必要な対策を

ぜひ講じていただきたいということをお願いしたいと思います。私、家の裏の菜園でですね、畑

仕事していると岡原地区の子供だと思うんですけど、中学校の下校時に自転車で帰っていきます。

私が畑の反対側に道よりもずっと遠いところにいても「こんにちは」っていうふうに大きな声で

挨拶して帰ってくれる子供がいます。ますというか１人じゃないんですけどね。本当にもう心が

現れるというか、今日も元気で頑張って帰るねっていうふうに私は思いながら見守っています。

子供たちがそういうふうに今日１日楽しかったよって笑顔で帰ってくれるっていうのが何よりも

地域の宝というか喜びだと思いますので、これからもですね是非教育課におかれては、学校に限

らず地域社会との関わりの中で、子供さん方を見守っていただく。そのためにいろんな場面を想

定しながらですね、子供たちを守っていただきたいというふうに思っております。以上で私の一

般質問を終わりたいと思います。最後に教育長、何かございましたら御答弁頂きたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  あいがとうございます。中学校のほうにも是非、今の帰りの際の挨拶

の件はお伝えしたいというふうに思います。今回の事件、本当全国の子供たちを携わる指導者の

方、学校にとっては本当震撼する思いでニュースを聞かせていただいた。改めて子供たちの安全

に対して、自分たちはどうか、今の対策はどうか、手だてはどうかというのを振り返る機会にな

ったなというふうには思ってるところです。いま１度学校あるいは地域クラブとも共有しながら

ですね、子供たちの安全確保にどうにかこう前進できるように努めてまいりたいというふうに思

います。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  はい、町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  すみません。私のほうから訂正をさせていただきます。先ほど消防の広

域化についてですね、令和２年と申し上げましたけれどもたまたま資料がありまして、令和４年

の７月にですね、広域化等に関する協議書・確認書の取り交わしを行っております。消防指令業

務の共同運用、そして、２つの消防組合の広域化を進め東分署は両組合境界付近への設置を検討

ということで当初は確認をしたところなんですけれども、その境界付近の設置というのが変更に

今回なる予定です。すみません。 

◎議長（小見田 和行 君）  １番 小松英一議員の一般質問を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  ここで会議の途中ですけど、１０分間休憩いたします。 
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  休憩 午後３時２５分 

 

 

再開 午後３時３７分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に１１番皆越てる子議員の一般質問です。皆越議員。(議長。)皆越

議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。皆様お疲れでございます。本日最後の一般質問とさ

せていただきます。１１番 皆越てる子でございます。一般質問に入ります前に一言。令和７年度

第２回物価高騰対策「あさぎり町生活応援券」が発行され、町民の喜びの声が聞こえ、また取扱

い店も町内多くの御参加を頂き、感謝申し上げます。町民に喜ばれたこの物価高騰対策ではなか

ったかなと思います。この場をお借りいたしましてお礼を申し上げます。では、一般質問に入ら

せていただきます。（皆越議員。中央で、マイクに２本を使ってください。）はい、では一般質

問に入らせていただきます。まず、町道の整備について。町道を見てみますと皆さん御存じのと

おり、町道を安全かつ快適に保つための維持保全が適正に整備されているか、目立って中央線、

外側線、車線、境界線等の以前引かれていた白線の枠だけが残り、白線の引き直しの計画はある

のだろうか。またお願いしても優先順位ですよ、優先順位ですと電話で言われますので、これは

町としてどういう計画があるのかなあと私は疑問に思いましたので、あえてこの白線について質

問させていただきます。まず地区町民からの要望件数は、何件ぐらいあるのでしょうか、お伺い

いたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  白線の引き直し等の計画等につきましては、本当町民の皆様には御迷惑

をおかけしているところでありますが、交通安全対策につきましては重要な課題でありまして、

町道の区画線につきましては通行の安全確保を最優先課題とし、特に通学路の安全対策、住民の

皆様・各区長から寄せられる要望を精査しながら、そして現地を確認した上で予算の範囲内で計

画的に維持補修を行っているところではございますが、非常に要望か所も多ございまして中々行

き届いていない部分に関しましては、この場をお借りしてお詫びしたいと思います。詳細につき

ましては、担当課長より説明申し上げます。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井総務課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。町道区画線につきましては、御指摘がありましたとおり伺っ

ております白線は、運転者、歩行者の不安につながる重要な課題でありまして、その中で令和７

年度時点で要望があったか所につきましては１８か所ございまして、これにつき内訳としまして

が、通学路点検を踏まえましての交通安全推進会議からの改善要望が８か所、それから住民の皆

さんからの要望が１０か所ということで１８か所ということでございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 
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○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  先ほど町長も言われましたが「現場を確認して」というよ

うなことでございましたが、この要望を受けて、現場、現状の把握ですね、どのようにされてお

られるか、お伺いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  交通安全推進会議で出ております改善か所につきましては、重要か

所については、町、教育委員会それから警察と道路管理者含めてですね、現地のほうを調査確認

しているものと思っております。それから個別の住民の皆さんからの要望については、担当が出

向いて現地を確認しているという状況でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。担当とかが現場を確認しているということでござい

ますけども、この要望を受けて何日ぐらいでこの現場を確認されておられますでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。速やかにということで対応はしてると思いますんで何日とは

ちょっと申し上げにくいですが、数日、１週間のうちには現場確認は終わってるものというふう

に思ってはいるところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい、速やかに対応している現場確認をしているというこ

とで了解しました。局長資料をお願いいたします。この①がですね、これ道路改良の時に中央線

が引かれたままであとは白線を引いた枠だけが残っているというような状況下でございます。ま

た②においてはですね、歩道が狭いためにこれ県道ですけども、カラーの舗装がしてあるという

ようなことの状況でございます。皆さん御存じかと思いますが御確認頂きたいと思います。次に

ですね③番の、局長資料をお願いします。はい。③番ですけども、これもですね、歩道の区分は

ありませんけども、この白線が見えてるのはですね、道路が陥没して白線を引き直したところだ

けが白く残っているというようなことで、あとは白線は枠だけというような状況の場所でござい

ます。これはですね、私たちが毎日小学生、中学生、通学路として通っている町道でございます。

この町道の歩道部分がですね、１メーター５０センチあります。で、その隣に草がですね、ぼう

ぼうと生えて１メーター３０センチあります。で、その横に７０センチの溝が流れています。こ

の町道について質問いたしますが、以前ですね、１０年前ぐらいになるかと思いますが、やはり

ここの白線が消えておりましたので私も担当課のほうにですね、幾度となく電話連絡をしました。

で、ようやく出来たのがですね、もう１年ぐらいかかったでしょうか。もうようやく出来て、子

供が安心安全にこの通学路を通うことが出来ました。そしてまた１０年して現在ですけども、ま

た白線が消えておりますので担当課に電話いたしました。そしたら担当課の方が「優先順位があ

りますから」ということでございました。で、今はですね、この小学生と一緒に通学しておりま

すけども、以前は４班の班でしたけども現在は小学生も一班という登校班になり、生徒も少なく

なってまいりました。しかし道路はですね、変わっても安心安全な通学路でおってほしいと私は

願います。で、現在ですね、この道路の優先順位。白線の引き直しは、実施時期ですけども、い

つ頃になるのか、お尋ねいたします。 
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◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい毎年、実施時期としては秋口以降に実施しているものというふ

うに認識しておりますが、といいますのが毎年通学路の点検をですね、夏休みされてたかと思い

ます。それを踏まえて改善解消をまとめられるということで、そちらを優先的に対応しておった

ということでそういう時期になってたかと思いますが。今年も予定としましては通学路点検、そ

の結果を踏まえた改善か所を優先的に進めるいうことで考えておりますので、時期的にもやっぱ

り秋口以降になるのかなということでは考えているところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  私もですねこの小学校のですね、地区座談会が夏休み前に

実施されます。で、私もその会議に出席いたしますので「危険なところはないですか」というよ

うなことで座談会の時に問われますので、私は「白線が気になります」そんなこともですね学校

に伝えていますので、教育委員会としてもですね、連絡を密にしていただければと思いますが、

その連携についてはいかがお考えでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内教育課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。先ほどから話出ておりますけれども「あさぎり町子供の移動経

路交通安全プログラム」というものがございまして、交通安全推進会議その中で夏頃、今議員言

われましたとおり夏頃にですね、これ要望か所等を夏頃までに要望か所を取りまとめて、その後

現地を視察するということになってます。その中では、総務課、建設課、教育課、多良木警察署

といろいろ合同でですね現地のほうも確認しておりますので、今後もそのようなやり方で現地の

ほうも確認していきたいというふうに思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい、分かりました。私もですね先ほど課長が御説明頂き

ましたけども、この令和６年度のですね、あさぎり町子供移動経路安全対策プログラムというの

をですね、これ総務文教委員会にはなかったんですけども厚生常任委員会のほうからのですねタ

ブレットにこれ格納されておりましたので私も何か資料がないかなあという思いでこれを見てい

たらですね、この資料がありました。これは大事な資料だなあと思って、コピーさせていただき

ました。で、この内容がですね、もう各危険か所一覧というようなことで小学校別に記載され、

またこの図面にも落としてですね、ここが危ないですよというようなことでここに記載されてお

りましたので、これはいいなあというなことで、これ危険か所ですので皆さんで共有していただ

いたら課題解決になるのではないかなあそんな思いで今日またこのプログラムを持参してきまし

た。それでですね、やはりこの解決するためには、やはり事業主体が県であったり警察であった

り、担当課の建設課であったり農林振興課というようなことで記載されておりますので、やはり

これは学校教育だけでは解決できないものということも理解しておりますので、どうかですね、

町全体でこの資料を共有していただいて通学路の安全対策にですね、活用していただければな、

そんな思いでおりますので、その辺のところをお聞かせ頂きたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。今議員言われましたとおり子供の移動経路安全対策プログラム、
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これにつきましては、毎年ですね、町のホームページのほうにも載せて更新したものを載せてお

るところでございます。令和７年度につきましては、今年の１月の２６日に会議を行っておりま

して、その中には、会議のメンバーとしましては、町内小中学校の交通安全の担当の先生それか

らＰＴＡの代表の方、また球磨地域振興局、国・県道の担当の部署、それから多良木警察署、そ

れから町のほうも総務課、建設課、生活福祉課というふうなメンバーが会議に入っております。

ただこう要望がですね、ずっと中々歩道の拡張とかそういうものもございますのでそれぞれ国県

の予算のつき方とか、そういうものも影響をしてきているのではないかというふうに思っておる

ところでございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  分かりました。これをですね、十分活用していただいて交

通安全対策に活用していただければと思います。このですね本年度予算ですけども、この白線の

引き直しの予算っていうのは、毎年計上されるのでしょうか、お尋ねいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。総務課で所管しております交通安全対策費の中で工事請負費

ということで５００万円を毎年計上させていただいております。ただ、これ内容につきましては、

区画線の引き直し以外にですね、例えば、７年度実施しました内容としては、横断歩道の引き直

し、それから路面表示マークの引き直し、あるいはグリーンベルト、こちらも整備しております。

また安全対策としてカーブミラーの設置要望に対して設置するというふうなことも行っておりま

すので、５００万円丸々が区画線の引き直しいう状況ではございませんので、その時に応じて対

応しているというところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。毎年５００万円ぐらいの予算を計上しているという

ことで、理解していいでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。近年は、ここ数年は５００万円の予算をお願いしているとい

うところでございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい、分かりました。５００万円の予算をですね満額使っ

ていただいて、この白線、道路整備に費やしていただければと思います。他の自治体のですね、

現況をちょっと調べてみましたらですね、やはり白線とかですね、一般財源を使わないと、どう

してもできないというようなことで一般財源のやっぱ予算を確保するのには大変だというような

ことで担当者の方もここに書いておられますけども、改良、道路改良の工事とか狭い道路は舗装

復旧工事に合わせて引き直しをしているというようなことでですね、やはり白線の引き直しにつ

いても各自治体が苦慮しているんだなということもここで分かることができました。私が要望し

ておりますこの町道の通学ロードは、今年の秋には白線ができるものと確信いたしましたがそれ

でいいでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 
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●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。先ほど申しましたが通学路のですね点検結果をもとにそちら

のほうに優先的に行ってきている次第でございまして、その昨年度の調査の内容を見ましたらち

ょっと路線がですね、議員おっしゃる路線が載ってなかったのもありますので、是非とも今回は、

その辺の要望していただいてですね、通学路を点検結果を踏まえて改善か所のほうにリストとし

て上がるようであればですね、優先的に取り組んでいけるものというふうに思っております。以

上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。私は確信しましたけども、中々いい答弁が出来てい

ないようです。ですけども私、上小学校の教頭先生にもですね「この白線はお願いしました」と

いうことを伝えております。ところがですね、今年異動になられましたので、私「伝えておられ

ないのかな」そんな気がしておりますので、総務課長もその辺のところを鑑みまして、実際にこ

の白線ができるよう御努力をお願いして、次の質問に入りたいと思います。次の質問は、指定の

ごみ袋についてでございます。マスコミ等によりますと町指定のごみ袋不足が報道されている。

また新聞等では「自治体指定ごみ袋、買いだめ控えて」という記事が掲載され、環境省の調査で

は昨年と同程度の量を継続的に供給できるということだが、小売店では「お１人１組まで」とか

張り紙がされておりますので、町として①の昨年同様の確保ができるのかどうか、お伺いいたし

ます。 

◎議長（小見田 和行 君）  荒川町民課課長。 

●町民課長（荒川 誠一 君）  はい。お答えいたします。まず令和７年度の購入実績につきまして、

報告をさせていただきます。可燃ごみ袋の大、こちらのほうが８００箱。中が１００箱、不燃ご

みの大が１００箱を購入されております。１箱につきましては、１０袋の入がですね５０袋入っ

ておりますので１箱に５００袋というところになります。令和８年度におきましては、近年の物

価高騰に加えまして中東情勢の緊迫化に伴います原油、ナフサ価格の高騰などによりまして、製

品の調達が非常に厳しい状況となっておりますが、年間消費量が１番多い可燃ごみ袋の大。こち

らにつきましては、あさぎり商社と話をいたしまして、４月中旬に１,０００箱５０万枚を発注し

ているところでございます。納品につきましては、６月末というところでお話を聞いているとこ

ろでございます。以上になります。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。分かりました。あさぎり町においては、十分確保で

きるというようなことで理解することが出来ました。個人的ですが、私たちの区でもですね、老

人会とかスポーツの行事として手軽にですね使える粗品として、多くの各種団体がこのごみ袋を

利用しているということも伝えておきます。この指定袋のですね、大・小とか燃えない袋があり

ますけども、この使用割合というのは、お分かりでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  荒川課長。 

●町民課長（荒川 誠一 君）  はい。令和７年度の実績からになりますが、全ての販売の箱数が１,

０３４箱となります。ですので可燃の大が８４.９％、中が８.２％、不燃の大が５.８％、不燃の

中が１.１％というふうな割合となっております。以上になります。 
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◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。やっぱりこの指定袋 大が多く利用されているとい

うことが分かります。できました。でですね、この小にはですね、ちょっと皆さんちょっと使い

勝手が悪いというようなことで、この手提げがですね、持つところがついてないもんですから、

「ちょっと、これはねえ」って貰っていただけないんですよ、私たちも配布してもですね。です

から、この小の袋をですね、デザインの変更とかですね、考えられないものか、お尋ねいたしま

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  荒川課長。 

●町民課長（荒川 誠一 君）  はい。ただいま議員がおっしゃいました小の袋というのは、あさぎ

り町では現在販売をしておりません。大と中のみというところになっております。指定ごみ袋の

ですね取っ手の部分というところになりますが、こちらのほうをつけた場合また価格等のことが

考えられますので、その辺りにつきましてはちょっと慎重に検討させていただきたいというふう

に考えております。以上になります。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。すみません。訂正させていただきます。小というの

を中に訂正させていただきます。すみませんでした。町として考えていただけるならですね、価

格がどのくらいなるか。一応ですね、検討する必要もあるのかなあと思いますので、やはりひと

り暮らしの方がですね、やはり大よりもこの中がいいということもおられますので、こういう使

用頻度もですね少ないわけですけども、一応検討見積りとかをしていただいて、高くつくようで

あればですね、ちょっと考えられていいと思いますけども、やはり一応だけ検討していただけな

いでしょうか、再度お願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  荒川課長。 

●町民課長（荒川 誠一 君）  はい。そこにつきましても商社のほうと協議をいたしまして見積り

を取るなり、そちらのほうで検討さしていただきたいというふうに思います。以上になります。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  いい方向に検討をお願いします。でですね、今度は価格に

ついてお伺いいたします。今回補正予算で上程の指定ごみ袋取扱い業務委託料２０２万１,０００

円、当初予算計上では１６５万６,０００円。で、合計いたしますと３６７万７,０００円。町民

課として、このことについて、いかがお考えでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  荒川課長。 

●町民課長（荒川 誠一 君）  はい。現在ですね町民の方に販売している価格といたしまして、可

燃不燃ごみ袋の大こちらのほうが税込みの１６５円、中が１２５円となっております。これにつ

きましては、もう近年、値上げをされていないというところで、逆に言いますと原価のほうが上

がってきておりまして、やはりこのですね、原価と売るときの価格差が非常にもうなくなったと

いうところになっておりまして、それを踏まえたところでの補助というところで商社のほうにお

出ししているところでございます。以上になります。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 
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○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  今回もですね、この補正予算を組んで頂きました。ですけ

ども、このいつまでですね、こういう補正予算が続くのかなと思いますので課長としてのお考え

は、再度お伺いしますが御検討はされておられますでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  荒川課長。 

●町民課長（荒川 誠一 君）  はい。価格につきましては、近日中にですね値上げをするというと

ころでは考えておりませんが、今後、やはり原油・ナフサの価格によりまして製品が高騰してき

ますので、それに対応します価格といたしましては、やはり値上げをせざるを得ないというふう

に考えておりますんで、そこにつきましては、早急に商社との協議をさしていただきたいという

ふうに考えております。以上になります。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  ある町村ではですね、これちょっと値上げのをしたり、ち

ょっと原因を書かれておるんですけども、一般廃棄物処理手数料を含めた、この価格ということ

も提示してあります。ですから、これを今度ですね、環境省からも通達が来てると思いますけど

も、この一般廃棄物処理手数料を含んだごみ袋というのも考えていかなくちゃいけないのかなと

思いますので、その辺のところはいかがお考えでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  荒川課長。 

●町民課長（荒川 誠一 君）  はい。そこにつきましても廃棄物処理法に基づく基本方針というと

ころで、やはり廃棄物のですね排出を最小限に抑えるためにですね、可能な限り再利用やリサイ

クルを推進することが目標ということになっておりますが、やはりこの現状を踏まえますと、や

はりその辺りの料金の値上げを検討し、またですね、その部分で本来であればですねごみの焼却

費用、そちらのほうに充てればというふうなところでは考えているところでございます。以上に

なります。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい、分かりました。今後もですね、このごみ袋問題につ

いては、御検討をしていただければと思います。また近隣町村の状況を鑑みながらですね、幾ら

かの個人負担もお願いしなくては出来ないのかな、そんな気持ちでおりますので、どうか近隣町

村を状況を鑑みながら御検討をよろしくお願いして、次の質問に移りたいと思います。次は、生

涯学習施設使用料についてでございます。令和８年度計上されている上校区公民館使用料につい

てお伺いいたします。まず、昨年度の実績を伺います。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。上校区公民館、令和７年度につきましては、収入決算で２万４,

３６０円というふうになっております。この収入につきましては、コーラス団体からの収入とい

うことでございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  これは令和７年度は、このコーラスからの２万４,３６０

円であったという御報告でございました。今年の計上は２万円となっておりますけども、この２

万円の根拠をお伺いしたいと思います。 



- 52 - 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。令和８年度の予算の積算の予算計上の時期にですね、大体見込

みが出てましたので２万４,３６０円という、これが令和７年の４月から１月までの実績がこれだ

け出ておりましたので、令和８年度の当初予算の計上につきましては、これを参考に２万円とい

う予算を計上したところでございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。現状はどのようになっておられますか、現状把握を

お知らせ頂きたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。現状につきましてはですね、これがコーラス団体につきまして

は、昨年の令和７年の４月から９月までは、週に１回 木曜日に練習されておったということです。

それが講師の先生の都合等もあったかと思いますけれども、それが令和７年の１０月から毎週月

曜日に変更をされておりまして、令和８年の１月まで使用されておったということです。また同

じく上校区公民館につきましては、和太鼓保存会が毎週月・水・金にこう練習をされておるとい

うことで、コーラスの活動日の月曜日がですね、令和７年の１０月から今年の１月までは太鼓の

練習日と重なったということで、令和８年の２月からはですね、和太鼓の音が当然出ますのでコ

ーラスの練習がちょっと難しいと感じられたのかもしれませんけれども、現在は自主的に免田の

生涯学習センターの音楽室で練習をされております。状況は以上でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。そしたら和太鼓のほうは、いかがなっているんでし

ょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  和太鼓につきましては、そのまま月・水・金で練習をしておるものと

いうふうに思っております。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい、分かりました。このあと１点ですけども、このシニ

ア料理教室というのがあるんですけども、この方たちは今ＡＬＯＴのほうに移転してくださいと

いうようなことでお願いしているということで、今ＡＬＯＴ等でですね４月からされております

けども、どうしてもですね、以前の議会のところの調理場がいいというようなことをまたお話し

されましたので、またここで再度お伺いするんですけども、やはり「ガス台もですね故障してる

のがあるけども３個は使えますのでそれでも我慢して使いますので、また再度あそこに移動でき

ないでしょうか」ということをまた御相談されましたので、教育委員会としての見解をですね、

再度お尋ねいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。教育課の見解としましては、シニア料理教室そのものは町の主

催事業というふうに認識しております。上校区の校区の公民館自体が耐震基準等を満たしており

ませんので、基本的に町の事業につきましては、あそこでの事業の主催は、しないというふうに
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考えておるところでございます。ただ何でこう貸し出すのかということのほうにいきますと、利

用される方がですね、十分に利用者の方にそういう施設ですというものを説明した上で納得した、

頂いた上で個人、団体の利用される方には、使っていただいておるという状況ですので今は太鼓

だけかと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。分かりました。そしたらもう調理室も町の行事とし

ては使用できないということで理解していいんでしょうか。再度お伺いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹健康推進課課長。 

●健康推進課長（中竹 健次 君）  はい。シニア料理教室について、ＡＬＯＴでのですね、使用状

況について報告を担当のほうから受けておりますのでお答えします。３月にですね、ＡＬＯＴの

ほうでシニア料理教室をですね、開催し、その時に不足している調理用器具等をですね、確認さ

れました。その結果、調理用器具についてですね要望されておりましたが、４月になってですね、

その調理用器具については、早急に用意されたということで料理教室のですね報告書を頂いたわ

けなんですけれども、大変喜ばれておられまして、今後も使いたいという報告を受けてますので

健康推進課としてはですね、今後もこのＡＬＯＴのほうをですね、使用して頂けるのかなと思っ

たところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。分かりました。ＡＬＯＴもですね、ちょっと段差が

ありますので年配に対してはちょっと無理かなあということを懸念しておりましたけども、やは

り１回２回とですね、使用していただく間にはですね、少し慣れてきましたという御返事でもあ

りました。「出来たけれどもやはり不足してる品物があるので議会のほうの調理室から持ってい

って使われないでしょうか」というようなことも言われましたけども、やはりそんな持ち出し、

品物の持ち出しは禁止ということで理解していいんでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。調理室の食器とかっていう話であればですね、今、中々その食

器自体の使用等がないのであれば教育課と健康推進課とですね、話をして、いい方法が見つかれ

ば、とは思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい、分かりました。では最後になりますが、質問させて

いただく項目は、やはり生涯学習施設使用料がここに掲げておられますけども、この施設の使用

のですね、お願いする時には事前予約については、どういった方法で予約を受理されておられま

すか、お尋ねいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。使用につきましては、使用申込書を記入していただくというふ

うになっておりますので実際、教育課なり窓口のほうに今のところ来ていただいて、また支所で

すね、なりに来ていただいて申込みをしていただくというところが現状というふうに思っており

ます。 
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◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。申込みは当事者が、教育委員会なり支所なりで書い

て申し込むというような方法をとっているということで理解していいんでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  全てが代表者といいますか代理の方がこられてですね、代表者名で申

込みをされるということもあるかと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。それがですね事前にですね私に相談された方はです

ね、事前にあるこの会場を予約していたということでした。ところがですね、もう文書もやって、

もう、また確定の確認の電話をですね教育委員会にしたら、「それは私たちの行事が入っていて、

出来ません」っていうお断りの電話を頂いたというようなことで、もうその団体がですね、多い

もんですから、そのまた場所を見つけるのに苦労したって言われたんですよ。ほんなら「どうし

て申し込んだ」って言うたら「電話ですか、ファクスですか、メールですか」って私その辺のと

ころも尋ねてみましたけども、そこまでは言われませんでしたけども、やはり電話でされたのか

なあってそういう私は懸念がしましたけども、やはり間違いない、この施設使用料ですのでもう

本人が書いていただくか、もうとにかくですねもうこの大きいところだったもんですから、会場

を変えるのに苦労したって言われたもんですから、間違いがないようにお互いがですね、気持ち

よくその会場を借りられるように。対面ででもですね、もう書類で書いていただくということを

課長を言われましたけども、もうそういう手順をはっきりと組んで頂いて、もう貸出しの予約を

とっていただければなと思って、再度、お願いを課長にしておきたいと思いますのでその辺のと

ころも課長よろしくお願いしたいと思いますがいかがですか。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  使用申込書につきましては、私どものところの決裁が上がってきます

けども、やはりペーパーでこう上がってくるものでございます。ただ、申込みの時点で電話で誰

か聞いて書いたのか、そういうところはちょっと分かりませんけれども、基本、申込み書での記

入をお願いしたいというところで、今後もですね、そういうことが起きらないようにお互い確認

しながらやっていきたいというふうに思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  同一案件につきましては３回以内の質疑を願いたいと思います。まと

めてお願いします。はい。（はい。）皆越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  分かりました。私たちもですね体育施設を借るのにはです

ね、やはり教育委員会に行ってペーパーで書いたりしますので、やはりそこ辺のところですね、

御確認も取っていただければと思います。以上でですね、私の質問は終わります。いいまちづく

りを皆さんでしていただくようお願いして終わります。ありがとうございました。 

◎議長（小見田 和行 君）  これで１１番 皆越てる子議員の一般質問を終わります。以上で本日

の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。 

●議会事務局長（髙田 真之 君）  御起立ください。礼。 
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午後４時２１分 散会 
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議事日程（第３号） 

日程第 １  一般質問（４人） 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １  一般質問（４人） 

 

 

 

 

 

午前１０時００分 開 会 

 

 

 

●議会事務局長（髙田 真之 君）  御起立ください。礼。御着席ください。 

◎議長（小見田 和行 君）  ただいまの出席議員は１４人です。定足数に達していますのでこれか

ら本日の会議を開きます。本日の議事日程は御手元に配付のとおりです。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１、一般質問を行います。順番に発言を許します。まず４番 

岩本恭典議員の一般質問です。４番 岩本恭典議員。(議長。)岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい。岩本恭典です、よろしくお願いいたします。改めておはよ

うございます。本日も昨日に引き続き一般質問ですけど、よろしくお願いいたします。通告書に

従い、今日は３つの項目について質問する予定ですけど、何分ちょっと質問っていうか、そうい

うとこも多いもんですから早口になる部分があるかと思いますけど御容赦頂きたいと思います。

まず最初に道路交通法改正に伴う自転車通学の安全対策と通学路整備についてですけど、これに

関しては類似質問が次の議員さんも同じような質問を控えてますので、私は今回中学生に対して

の道路交通改正に対する質問を行いたいと思いますので、よろしくお願いします。熊本県警の発

表によりますと２０２５年までの５年間に自転車乗車中に死傷した数というのが２,３０３人です

ね５年間でです、２０２５年までですね。その中の約３３％がですね、１３歳から１８歳の中高

を生の年代が３３％ということで非常に突出をしております。またそういった状況の中でですね、

今年４月施行の道路法改正により自転車利用者に対する交通違反の取締りが強化されております。

青切符導入ということで皆様、青切符制度が導入されたということなんで皆さんも御存じだと思

うんですけど、これはあくまでも１６歳以上が対象になっておりますが中学生には対象外である

ということですけど、これを違反した場合ですね、中学生においてもですね警察により指導・警

告・保護者連絡・悪質な場合の補導等の対象となり、重大事故が発生した場合は、民事上の損害

賠償責任や保護者責任が問われる可能性もあるということです。こうした改正を踏まえてですね、

中学校におけるですね、自転車通学及び日常での中学生の自転車の利用の安全対策について、ど

のような認識を持っておられるのか伺います。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  改めましておはようございます。本日もよろしくお願いいたします。た

だいま議員から質問があったとおり、道路交通法改正により今年の４月１日から青切符が導入さ
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れたということですけれども、自転車のながらスマホの事故そして酒気帯び事故等が増加傾向に

あり危険運転が明確に禁止、厳罰化されたということになります。さらに１６歳以上が対象とな

りますが、信号無視、一時不停止、逆送など１１３種類の違反行為に反則金が課せられるという

ことになったようであります。小・中学校におきましては、毎年、交通安全教室を実施し、交通

ルールを学んでいるところであります。詳細につきましては、担当課より説明申し上げます。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい、ありがとうございます。今回の法改正はですね、中学生が

対象ということではありませんので青切符のですね。ただし、やっぱり自転車利用時のですね安

全、交通安全意識を高める重要な契機であると考えます。そこで学校側としてはですね、単なる

交通ルールの指導ということではなくてですね、責任教育というか、町及び学校、家庭において

も、そういう視点で教育を行っていく必要性があると思いますが、教育課としてはその辺はどの

ようにお考えになりますでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内教育課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。まず、あさぎり中学校の状況についてお話ししたいと思います。

あさぎり中学校では、４月の１４日にですね、多良木警察署の巡査部長をさんを講師に迎えまし

て、交通安全教室を開催しております。命を守るルールを学ぶということで、当日は、全校生徒

の３９５人が参加して、かけがえのない命を守るためのルールを学んでおるところでございます。

また、担任の先生によります自転車の点検も行われて、交通安全に対しての認識の向上を中学校

で図っておるところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい。これは従来どおり行われた多分指導だと思っています。そ

れとですね特に通学、自転車で通学される方に対してのそういう指導が主なと思うんですけど、

実際にはですね中学生、私もよく見かけるんですけど、実際には、普通の自転車、中学生あたり

が乗ってるとこを見ますと、やはり並進の走行したり、あとは２人乗りしたり、あとは町長が言

われたスマートフォンの操作などをしながらとかですね、そういうとこが見受けられます。これ

は学校側にはですね、当然安全配慮義務っていうのがありますので、そういったことを踏まえた

上でですね、よりやっぱ実践的なですね、指導をあるいは教育を行っていくべきと思いますがそ

の辺はどうお考えでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  椎葉教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。議員がおっしゃられたとおり例年、年度初めにあさぎり中学校

だけじゃなく小学校でも交通安全教室を実施しているわけですけども、特にあさぎり中学校の場

合は、３９５名のうちの３１９名が８０％を超える生徒が自転車通学生ということになっており

ます。そういったことで指導を受けますが、おっしゃられたとおり通学の時には意識して通学す

るかと思いますが、普段がやはり乗り方についてはお話があったようにいかがなものかっていう

のも見受けられるのも現実というふうに受け止めているところです。便利さと危険性が隣り合わ

せであるっていうことを改めて学校のほうでも重ねて御指導頂きながらですね、命を守る教育を

推進していきたいというふうに思います。 
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◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい。今、教育長が言われたように命を守る教育ということもで

すけど、加害者にもなり得るという教育も是非そこの部分を特に注意して行っていかないと、普

通の自転車乗る中学生がですね、そういう意識を持つことは大事だと思うんで、よりお願いいた

したいと思います。次にですね通学路についてですけど、私今回の道路の改正でですねちょっと

矛盾してるんじゃないかなっていうとこあって、まだインフラの整備が完全に出来上がってない

のにこういう青切符制度なんかをつくってですね罰則を強化したりするのはですね、やはりイン

フラの整備を行った後にやるべきじゃないと、また全国的に見てもそういうとこがたくさん見受

けられますので、あえて矛盾してるなと思うんですけどあえて言いますと、今、中学校周辺の通

学路及び自転車通行環境についてですね、通行帯や路側帯等のですね整備状況と今後の課題認識

について、お尋ねいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  小田建設課課長。 

●建設課長（小田 淳 君）  はい。まず今、図のほうをお送りしましたけど、まず歩道整備につい

て説明いたします。この図につきましては、本町において歩道がある路線となりますが、合併前

から各小・中学校を中心に整備されたと思われます。現在、歩道整備の工事を継続で行っている

路線は、岡原地区で岡原免田線、免田地区で黒田古町線となります。次の図は、緑の路線が歩道

に自転車通行可の道路標識があり、自転車と歩行者が共有して通行できる道路となります。今の

ところ１６線となっております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい。今課長のほうから説明ありましたけど、実際ですね私もち

ょっと通ってみました。歩道通行可っていう表示があると言われましたけど、皆さん御存じのよ

うに自転車が通っていいっていうのは、道路のところに自転車のマークが書いてあるのをよく見

かけられると。これがほとんどないですね、あさぎり町の学校の周辺にはですね。これをやっぱ

等間隔で置いていかないと、歩道をじゃ果たして自転車で通行していいのかっていうとですね、

今度の道路改正によると例外を除いて、例えば自転車は車両と同等とみなすので、例えば同じ方

向に走ってる場合１.５メーター以上の間隔が取れないとその場合には歩道を通行していいですよ

と。あとは障害者の方とか子供の方とか、そういった場合に限られております。実際は、どこも

なんですけど今、やはり歩道、道路が狭いもんですから歩道のほうをこう自転車で行かれる方。

中学校付近に大きいとこもありますけど、もちろん大きいことなんですけど小さい狭い部分もあ

りますんで、その辺も考えたらやはり道路を一般道路のほうの車道のほうを行かないといかない

っていうことで。要は、そのちゃんとした法整備が出来てない、道路整備が出来てないのにやは

り戸惑うと思うんですね中学生の方は。だからそういうとこをやっぱりするためにも、まず昨日

ちょっと歩道のほうで同僚議員のほうから質問があったようにですね、白線とかそういう書く場

合に同時にですね、やっぱ自転車のマークをやっぱり一定間隔的に書いておかないと「ここは通

っていいんですよ」っていうことが分からないもんですから、その辺の部分は同時にやっていく

べきと思うんですけどその辺はいかがでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  小田課長。 
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●建設課長（小田 淳 君）  はい。通学路によっては、道路の道幅が狭く歩道の整備が出来ていな

い路線があることは認識しているところです。先ほど言われた自転車マーク、やばね型路面標示

と言いますけど、よく県道のほうで青色の矢印が点線あるんですけど、そこは自転車が通行しま

すよっていう車のドライバーに対しての注意喚起する表示になります。町道のほうでは現在、そ

のやばねのほうのしるしのほうはやってる場所はありませんけど、やっぱ今後やはり歩道がない

道路を自転車が通行する、安全に通行するためにはそういったやばね表示をする必要があると考

えております。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい。生徒にですね交通遵守を求める以上はですね、やはり行政

側にもそういった安全に通行できる環境整備が求められますので、是非、建設課とか警察とか、

そういう教育課におかれましてもですね、危険か所とか継続的、危険か所の継続的な把握とかで

すね、改善要望を積極的に進めていただければと思います。次に家庭との連携による安全教育に

ついてですけど、先ほど言いました責任教育ですね、の中で当然家庭の中でもそういう生徒たち

に中学生に教える義務があると思います。自転車通学の安全対策についてですね、学校だけでな

くですね家庭との連携も重要になってきますが、学校側としてはどのように取り組んでいるのか、

その辺の詳細を教えていただきたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  椎葉教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。まず家庭との連携による安全教育ということですが、ＰＴＡ、

学年ＰＴＡであったりＰＴＡ総会の折に学校のほうからですね、通学等に関しての交通安全に関

してのお話はあるとは思いますが、経常的にずっと家庭との連携をしながら安全教育をと言われ

ると、中々まだ周知とかお話をする機会は回数的には少ないのかなというふうには感じていると

ころです。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい。今回の法改正で保護者のですね、監督責任も社会的に注目

されると思いますので、是非そういった文書配布も考えていただいてですね、保護者自身への理

解促進も含めて、これは結局、学校・家庭・地域での同じメッセージを送ることがやはり子供た

ちにとって安全意識が定着するんじゃないかなと思ってますんで、是非その辺は、家庭における

文書配付なんかもですね、積極的に行ってもらって、啓発をしていただければと思っております

のでよろしくお願いします。今回の道路改正法は先ほど言ったように１６歳以上ということが決

まってますが、事故を未然に防ぐっていう意識づくりが大事だと思いますんでそのためにはです

ね、法改正を踏まえた実践的な交通安全教育の強化と通学路における危険か所の把握と道路環境

整備への連携、あと保護者や地域を巻き込んだ継続的な安全啓発をお願いしたいと思っておりま

す。また、対象外だから大丈夫でなくてですね、対象外の今だから安全意識を身に付けるという

視点でですね、交通安全教育に取り組んで頂ければと思ってます。まずひとつ目の質問はこれで

終わりたいと思います。次に続きまして第２の質問ですけど、くま川鉄道全線再開を契機とした

観光振興についてです。本年ですね９月２０日くま川鉄道が全線で運行再開されます。これは単

なる交通の復旧にとどまらずですね、本町にとっては、全国に向けた情報発信できる大きなチャ
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ンスと考えております。特に本町においてはですね、あさぎり駅、おかどめ幸福駅、東免田駅と

いった特色ある、あとで特色あるという意味が説明しますけど、ある駅が存在しております。中

でも「幸福」というキーワードを持つおかどめ幸福駅は、全国的には極めて希少な観光資源だと

私は考えております。しかしながらですね現時点においてですね、この再開を起こした明確な観

光戦略や全国発信を意識した取組が十分でない、十分とは言えないのではないかと感じておりま

す。そこで今回の全線再開を本町の観光振興における起爆剤としてどのように位置づけているか、

町の認識をお伺いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松商工観光課課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。お答えいたします。令和２年７月豪雨以降、令和３年の

１１月２８日からは湯前駅から肥後西村駅までの部分運行が今も続いておりますが、いよいよ９

月２０日から６年ぶりにくま川鉄道の全線運行が再開することについては、人吉球磨地域に住む

私たちにとりましても待ちに待ったうれしい出来事だと認識しております。今後、くま川鉄道が

全線開通することで今まで以上にくま川鉄道の存在価値を高め、鉄道利用による人吉球磨地域内

における人的交流や地域経済の活性化が図れることを期待しているところでございます。以上で

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  この単なる交通機関の復旧とかいう意味じゃなくてですね、復興

の象徴として町全体で盛り上げる視点が必要だと思いますけれど、その辺はいかがでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。今回のくま川鉄道全線開通においてはですね、町を挙げ

てやはり盛り上げていく必要があるかと思います。実は今年度の６月補正予算にも計上をお願い

しておりますが、この再開イベントにおいて４つのイベントを計画していきたいというふうに考

えております。まずひとつ目が、くま川鉄道のあさぎり駅前におきまして毎月第２日曜日に定期

的に開催しております、あさぎりマルシェ実行委員会のメンバーによりますあさぎりマルシェの

連携イベントでございますが今回この予算については特段計上は、しておりません。２つ目です

けども、全線開通記念イベントとして、９月２０日の日におかどめ幸福駅及び周辺において岡留

公園周辺活性化イベント実行委員会による全線開通の記念イベントを開催したいということで計

画をしております。予算は概算で９０万円を見込んでいるところです。そして３つ目ですけども、

食の交流イベントとして、農家レストランをポッポー館の２階で実施したいと思っております。

こちらはあさぎり商社へ委託して、予算は概算で４０万円を見込んでおります。最後に今年度麓

地区で日本遺産を核としたまちづくりを実施いたしますが、麓城址の紅葉の時期に合わせて、あ

さぎり駅から麓城祉までのくま川鉄道の利用者を対象とした無料シャトルバスの運行を予定して

おりまして、予算は概算で１０万円を見込んでおります。また、これらのイベントの開催を盛り

上げるために情報発信につきましては、町のホームページはもちろんですけども、町のインスタ

グラムなどのＳＮＳを活用して、情報発信をしていきたいというふうに考えておるところでござ

います。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 
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○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい、今課長が説明して、２番のほうまでですね、説明していた

だきましたので、課長言われるようにＳＮＳ動画やインフルエンサーあたりもですね活用して、

新しい発信方法もしていただきたいと思っております。全国でですね、やっぱ発信するいい機会

ですねこういう機会は。駅周辺の装飾とか歓迎イベントなどは地域参加型の企画でどんどん行っ

ていってですね、これを本当に全国に発信して、観光客がここに集まるようなですね、そういっ

た企画を考えて欲しいと思います。そういう中でですねやっぱこれ継続的な誘客、観光施設にす

るべきだと思うんですけど、３番目のですね駅資源を活用した観光コンテンツの創出についてっ

ていうことで、観光コンテンツの創出辺りについては、観光コンテンツについてはどのように考

えておられますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。お答えいたします。町内には、３つの駅がございますが、

それぞれ立地を生かした特徴的な取組が可能だと考えております。まず現状についてですが、あ

さぎり駅の駅前においては、先ほども申し上げましたあさぎりマルシェ実行委員会が主催する

「あさぎりマルシェ」を毎月 日曜日に開催しております。また今年の２月からは、マルシェの前

日の夕方から「ナイトバル」という食のイベントも同実行委員会が主催して実施されております。

この２日間の開催に向けて出店事業者や来場者も少しずつではありますが増加傾向にあり、定着

化も図られてきているところでございます。また昨年度の令和７年度の５月においては、人吉球

磨観光地域づくり協議会が主催するあさぎり駅とおかどめ幸福駅を結ぶ町内の文化財や自然を楽

しむフットパスイベントも開催されており、駅を拠点とした文化的な健康交流イベントもスター

トしたところでございます。このほかに令和６年度末にくま川鉄道と連携して取組ました「あさ

ぎりクエスト」につきましても、令和８年度において、これまでのあさぎりクエストを充実した

取組にしていくためにも、今後、全線開通後のくま川鉄道の利用客を含め、ダウンロード数増加

に向けて情報発信等を行っていきたいというふうに思っているところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい、ありがとうございます。ちょっとここでお伺いしたいんで

すけど、今、今度全線開通の時に名称変更された駅がありますよね、川村駅とか多良木駅がです

ね。多良木青蓮寺とか相良十島駅とか。これは駅名っていうのは、例えばあさぎり町が東免田駅

とかあさぎり駅を名称変更したいという場合は、これはあさぎり町が独自に変えていいもんなん

ですかね。そこちょっと。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。名称変更についてもですね、非常に莫大な経費がかかると聞いて

おります。ですから例えば、ＪＲ等のダイヤ改正に合わせて駅名を変更するとか、そういうタイ

ミングがあるようであります。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  何で私がこの質問をしたかっていうと、先ほど本町には珍しい

「幸福」の名を持つおかどめ幸福駅というのがあるということを説明しました。そして、その３

つの駅ですね、おかどめ幸福駅、あさぎり駅、東免田駅、これそれぞれの特徴は、おかどめ幸福
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駅、当然幸福という名のつく全国で唯一の駅ということ。と、あさぎり駅というのはポッポー館

の形をした建物だということ。それと東免田駅、東免田駅は何もないと思われますけど、あそこ

私も知らなかったんですけど、リュウキンカの花の形をしてるということで、これ全く知りませ

んでした。そういう特徴がありますんで、私はこの「幸せ、幸福」っていうのをですね、やっぱ

りキーワードにキーワードにしてっていうか、この３駅をですね、やっぱストーリーを作るべき

だと思うんですね。これ、そういうストーリーを作ることでですね全国からお客さん来ると。実

際、幸福駅のほうには、芸能人がお忍びで来たりするっていうこともあってるようですけど、こ

の３駅をできればですね、例えば正月に３社参りとかしますよね。この駅３つありますんで、３

駅「幸福の３駅めぐり」とか、そういう名称でですね、「幸せトライアングル」とかそういうこ

とでストーリー化していって、それを全国に配信したら、それほどさほどお金もかからないと。

今、名称は変更言われましたけど、名称変更の場合は莫大なお金が要るかもしれないですけど、

例えばそこに愛称とかですね、そういうものは別に要りませんので、そういった３つを合わせた

セットにしたやつをですねして、例えば、幸福駅には黄色いポストもありますよね。あれをやっ

ぱ郵便局なんかとタイアップしてですね、あそこに投函して、すれば幸せになりますよって結婚

できますよとか、恋人にやればとかそういうストーリーを作っていけばですね、当然あそこに集

まる人たちがおって、そしてポッポー館で例えばあそこにそういった投函をしてポッポー館に行

って、そういった人とのつながり。例えばそこでマルシェしてるならマルシェの人たちと行って

つながったり、じゃ東免田駅をどうするかっていうと、あそこには熊野神社 権現神社とかありま

すので、そういうのも利用してですね。あそこから降りてちょっと寂しいけどそれを逆手にとっ

て、その寂しさを逆手にとってあそこの何かな、本当荘厳として中の中での利用というのを考え

て、そこにストーリーを作っていけばですね当然、観光誘致が出来て、それだけの経費をかけな

くてもできると思うんですけど、まずそういう方向をトータル的に考えてですね継続的な観光客

ができるような一過性のもんじゃないようなやり方をしていかなきゃ私はいけないと思うんです

ね。そのためにはやっぱ商工観光課がやっぱりそういったものを作っていって、地域全体あるい

は町全体で考えていって、そういうものを具体的に作っていって発信していくっていうやり方が

大事だと思うんですけど。是非そういう方向でやっていただきたい。これは何遍も私は前から黄

色いポストの活用は出来ないかなと思ってたもんですから、そういうもんを利用してですね、そ

ういうストーリーを作るべきと考えますけど、是非行って頂きたいという面で質問していますが、

いかがでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  黄色いポストの設置についてはですね、今の人吉郵便局の局長の提案で

あそこに設置させていただいたという経緯があって、議員が言われる趣旨・意図に関しては、そ

ういう思いで設置した経緯があります。今回のくま川鉄道の全線復興にあわせてですね、実は駅

名変更も考えたわけですけれども、やはり地元の方になじみのある駅名ということで本来は地元

の方と協議しながら進めようということだったんですけれども、中々タイミングが合わずに今回

は変更に至らなかったというのがありますけれども。今後、そういう駅名を変えるタイミングが

ありましたら、また再度話を進めてみたいと思いますけれども。今回、くま川鉄道沿線では新駅
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として相良十島神社、そして東多良木駅が多良木青蓮寺駅というふうに変わったようであります

ので、是非あさぎり町においても駅名だけで人が呼べるということもありますので、そういった

点も含めて今後考えていきたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  町長が今言われましたんで私もいろいろ名前を考えてみて、例え

ばあさぎり駅ならば「あさぎり希望駅」とかですね、東免田駅は「東ゆめ駅」とか、そういう幸

せがキーワードになるようなことを考えて、その３駅めぐりを行っていくことで幸せになります

よと。キャッチもですねやっぱ「あさぎりに来れば、ほんと日本一幸せになりますよ」というキ

ャッチコピーを出したりですね、そういうことも必要だと思うんで是非その辺も考えていただい

て、今度の全線開通に向けたイベントも大事なんですが、その後のですね、継続的な観光振興を

考えて、もう具体的に先ほど言われた町長が言われたように、駅名変える、できるならしていき

たいし、愛称もつけていただきたい。是非、駅３駅めぐり幸せめぐりとかいうそういうので、物

語を作って欲しいなと思って次の質問に移りたいと思います。この前の関西会で町長と一緒にい

くことが出来ましたんですけど、あさぎり町にはですね、関東会・関西会・中部会と３つのふる

さと会があります。長年にわたりですね、町出身者同士の交流やふるさとのつながり、維持に大

きな役割を果たしてきておりますが、近年ですね高齢化や会員減少が進み、存続も危惧されてい

る状況にあると考えております。現在の活動状況と会員減少に対する町の対策についてお伺いい

たします。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江企画政策課課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。まずはですね、各ふるさと会の総会資料をまとめたも

のですが送信をしたいと思います。こちらがですね、各ふるさと会の総会資料をもとにまとめた

ものとなりますが、関東ふるさと会、関西ふるさと会、中部ふるさと会、それぞれ総会の回数と

か役員会とか、いろいろその他の活動、それから備考欄に町の補助金、それから寄附金、それか

ら参加者ということでまとめておりますが、この中でですね、やはり１番課題が大きいと思われ

るのがやっぱり関東ふるさと会ではないかということで考えているところです。このことについ

てはですね、若い人が入ってこない。１番若くても６５～６歳という話もあって、会の存続等の

危機を迎えているという話について、米印で備考欄の２のほうでですね、総会実施の可否を検討

というところなんですが、伺っているところです。これにつきまして、この状況を踏まえてです

ね町の職員が関東在住の男性３人に関東会への加入等を打診したところ、快く引受けてもらった

という話があります。これを受けまして詳細はこれからですが、本年度に１０月か１１月ぐらい

に開催されることになろうかと思いますが、関東会へ参加してもらってですね、現在の事務局の

方と協議を行いまして、新加入の３名にも事務局として活動してもらうように働きかけを行うこ

ととしたいと考えているところです。ですので会員減少に対する町の対策といたしましては、今、

関東ふるさと会については申し上げたとおりです。他の２つの会については、現状は特にはやっ

ていないという状況でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  町長と一緒に関西会行った時にですね、それぞれの地区の皆さん
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が出席しておられて、免田地区の場合は５人だったですかね、７人だったか。そのぐらいだと思

うんです。その時に、私が「何かこう関西で問題がないですか」とふるさと会に聞いたら、やは

り高齢化による会員の減少と。実際、先ほど言われた３百何名に、３２９名ですか。案内を出し

てるけど実際こられたのは６０名ほどと。その中で役員さんがいられて私たちもいるんで、実際

は５０名ほどですよね。段々年間少なくなる。その時言われたのが、高齢化して連絡しても通じ

ないと。亡くなられた方もおられるということで、どうにか打開策をしていかなきゃいけないな

と思ってるんですけど。２番目の出席者についてですね、現在の私たちとか町長とかが行ってま

すけどですね、私はここにですねやっぱ教育長とか区長とか商工会長、ＪＡ関係者、若手農業者、

高校生や若者代表というものが参加してですね、あさぎり町は今どうなってるのかという直接伝

えることも必要だと思うんですね。それに関心を寄せて若い方も来られると思うんで、その辺の

考えについてはどのように考えておられるですか。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。岩本議員も今回行っていただいたというところで大体

町からですね、５～６名が参加されている状況です。昨年度につきましてはですね、町長代理で

はありましたが副町長のほうも参加されたということで、教育長の参加につきましてはですね問

題はないと思うんですが、あとはその他の町の組織以外の方がですね、外部の方の参加につきま

してはですね、その都度協議が必要ではないかと。ただこれは否定するものではなく、前向きに

検討しながらその都度検討していきたいということでございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  教育長に関してですけど学校統合もありますんで、やはり都会の

人たちにですね、これから学校がどうなっていくのかっていうのは非常に地元のふるさとのこと

なんで興味もあると思うんで教育長に関しては是非行っていただいて、そういう現状を説明して

いただきたい。もうひとつは、町民とかそういう団体の方に参加するというのは、全額補助って

いうのは難しいと思うんで、それ積極的に考えておられるならば、ある程度の負担をしていただ

きますが、区長なんかにもですね行って頂いて、そこの地区の現状、今こういうふうですよとい

うことでお知らせすることも大事じゃないかなと思っております。実は私、合併前にまだ免田の

頃ですね、ここにおられる山口議員がまだ商工観光課課長されられた時に私、商工青年部でした。

その時に私、商工青年部で事業計画をしまして実は墓を掃除に、都会におられる人の地元の墓を

私たちが掃除しますよと。それ３０年前ぐらいだったと思います。まだそういう事業も、してい

る人もいなかった時代です。これから先、今後そういうことになれないかなと、なるんじゃない

かなということで行って課長にお願いして全部連れていってもらえないかと事業計画書をつくっ

てですね、行った覚えがあります。その時ｍ課長も快く行ってこいと言われて、３つのところに

行って事業計画を示してですね、そして墓の掃除だけじゃなくてですね、その時の物産とか情報

の発信とかですね、そういうものをお願いして、月々お金を頂いて、それを地域振興に使えない

かということで収益事業をしてですね、そういうことを考えたことがあります。それ、その後ア

ンケートも取ったんですけど、いい返事もあったんですけど、合併したもんですからそれがちょ

っと中々うまくいかなくなったというのが事実ですね。やはりあの当時は、そういったことで行
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って、事業を自分で事業計画を書いてですね、した覚えがありますんで、先ほど例えばＪＡ関係

者とか、そういう人たちがそういうふるさと会に行ってこういう提案をしたいとか、地元の物産

をとっていただきたいなら、そういうやっぱ事業を行って、サブスクみたいにですね、私もサブ

スクみたいな感じで、つけてくれっていうことだったんで、サブスクみたいな感じになりますけ

ど、それはものになりますけど、いろんな情報でも何でもですね、そういったものを配信、都会

に持って、ふるさと会に持っていってやるというのも非常に大事なことだと思うんですね。その

ためにもやっぱり、いろんな人がふるさと会に行って参加して、ふるさとの人たちにそういった

つながりを、交流人口を持ったりするのも大事だと思うんで、その辺に関しては、課長どうお考

えなりますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。岩本議員、今いろいろお話をしていただきました。私

もこれ聞いた話なんですけど合併ですね、岡原だもんですから、その時には、同級生の方々がで

すね、行かれて、そこで同級会も兼ねてやられたというような話も伺っているところです。ただ

ですね、各ふるさと会への今現時点での支援というのが会の運営助成金ですね、それをもとに支

援をしているということと、また、いかんせん会の、会のですね、皆様方が主体となって行われ

ているということですので、依頼とかですね要望とか、そういうのが少しでもあるんであればで

すね、できる範囲内ですが積極的な支援は行っていきたいと考えているところです。ただ本当に

今お話をされたところでいくと、確かにそういった企画も必要なんではないかというふうに考え

たところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい。是非、その辺も行きたい時にですね、こういうそういう事

業を行いたいという人がふるさと会に行きたいという人がいればですね、それは積極的に行って

いただいて、そういうつながりを持っていくのは大事だと思うんで是非その辺はお願いしたいと

思います。次にですね、当然高齢化なって若い世代が参加しやすい魅力ある企画の必要性という

のが大事になってくると思うんですよね。そこでですね、やっぱ若手の方に来ていただくために

は、若手のふるさと会のサポーター制度とか、そういうのを作ってですね、同級生とか大学生の

友人とか職場の知人とか同じ熊本県出身者でもいいです。そういう人たちが友達を誘ってくれる。

またその友達が友達を誘う。で引いてですねこれが輪になってですね、私のちょっとアイデアな

んですけど、「ふるさと会１００人プロジェクト」という名目で、人が人を呼んでいって１００

人つくろうと、若い人たちがですよ。そういったものも必要になってきますんでそういう企画も

制度も作ってですね、若い人たちを増やしていくっていうのは大事だと思うんですけど、その辺

のお考えどうでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。基本的には議員がおっしゃられたような形でですね、

それが実現できるんであれば非常に有意義なものだというふうに考えております。今回はですね、

先ほど冒頭申しました関東ふるさと会ですね。こちらは本当に危機を迎えている状況ということ

もありましたんで、また偶々ですが町の職員がですね知り合いがいて、それのネットワークとし
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て今回、今から詳細は決まっていくことだろうと思うんですがそういった広がりを見せていくん

だろうなと考えているところです。ただ他の２つの会については、やはりまだ会員数も多くてで

すね、まだそうですね、我々が見るに、私もまだ実際は出向いてないので何とも言えないところ

はあるんですけれども、一応は要望等がですね、要望とか何かこう依頼されていたものをきっか

けとして動いていったほうがいいんではないかと思いますが、それの予備段階でですね、若手職

員も多いですんで、そういった可能性というものはちょっと、私のほうでですね、独自に探って

みたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい。今の課長言われましたけど職員っていうこと言われたんで

最後の質問になりますけど、今あさぎり町の職員さんにですねやっぱ、ふるさと会に参加しても

らってこれは業務です。業務で参加してもらって都市圏の、これはどうしてかというとそういう

存続を守るためにもあるんですけど、都市圏の友人・知人への参加呼びかけ。何でかって言うと

情報がないんですよね、中々今、個人情報保護法によって、どこにいらっしゃるかも分からない。

その辺が上手にその辺の案内なんかを利用してですね、人的ネットワークの活用も必要になって

くるんじゃないかなと思います。で、あるところ聞いたら、その職員さんに例えば「そういうこ

とがあると行ってみたいですか」って言ったらやっぱり「行ってみたい」っていう方が多いんで、

それをきっかけにですね、その人がまた友達呼んで、友達がまたちょっと知り合いを連れてきて

って言って、それが輪になって大きくなっていく、で若い人たちが増えていくっていうのはやっ

ぱ必要だと思うんですね。先ほど課長言われましたけど、もうですね、それぞれのふるさと会の

役員さんに任せるんじゃなくて、やっぱこっちから働きかけないと、いや、してくださいってや

っぱ全然人は集まりませんよ。そういう若手もですね。特に役員の人たちが高齢化して悩みを聞

いた時に、そう若手も知らないわけですよね。そういったことでこっちでお願いしますで、うち

だけがまってくんじゃなくてですね、やはりそういうことも必要な積極的に今度はこっちから参

加していって、こういう企画はどうですかとか、提案したりそういうことをすることによって、

またふるさと会が若手が参加して盛り上がると思うんですけど、その辺はどうお考えですか。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。言われることは、もっともなことだと思います。ただ

どうもですね、私自身がやっぱり各ふるさと会の役員の方々とお話もしたことはありませんし、

ちょっとそこがですね引っかかってる部分がありまして、ちょっとちょっと方法を見つけてです

ね、ちょっとお話をちょっと聞いてみて、それを基にっていいますか、検討してみたいと思いま

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  是非、課長の中でも行ってらっしゃらない方がいたら是非行って

ですね、役員さんと話して、いろんな情報を交換しながらやってきていただければと思います。

最後になりますけど、ふるさと会というのは単なる親睦団体じゃありませんので都市圏における

本町の重要な関係人口の基盤であります。先ほど言ったように、今後は町の姿勢でなく人が人を

呼ぶ仕組みを構築し、若い世代が参加したくなる魅力あるふるさと会へ再構築していく必要と考
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えます。最後に町長の見解をお伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。私が直接ふるさと会に参加しておりますので私のほうからお答え

するべきだったと思いますけれども、やはり、ふるさと会の共通する課題としてはですね、先ほ

ど議員のほうから言われたように会員数の減少だということです。特に個人情報保護法による名

簿等の情報が入手できない。そして、高齢化により脱退されていく方が多いということで、特に

先月行きました関西会においては、合併された当初は１,０００名を超える会員だったと伺ってお

ります。それがもう現時点では、２００名程度ですかということに減少しているということです

けれども、話を、ふるさと会の方と話をしますとですね、やはり何十年、５０年、６０年経過し

たとしても、ふるさとを思う気持ちというのは非常に強く感じました。ですから出身者にとって

は、このふるさと会が拠り所であるという方もいらっしゃったようであります。そして今、ふる

さと納税という制度がありますけれども毎年納税していただく方もいらっしゃるということで、

言わば町の応援団というふうにとらえておりますので、今後とも、ふるさと会が存続していくよ

うに町としても支援をしていきたいというふうに思いますので、先ほど御提案があった、そうい

う同級生のネットワークであったり、そして外部の団体の人であったり、そういった方々の意見

も聞きながら、ふるさと会を盛り上げていきたいというふうに思っております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  岩本議員。 

○議員（４番 岩本 恭典 君）  はい、ありがとうございます。最後に人口減少とか関係人口創出

にもですね、こういうふるさと会、大重要な団体でありますので、特に私が申し上げた若手の参

加のためにはですね、ふるさと会、若手ふるさと会サポーター制度とか、ふるさと会プロジェク

トとか、１００人プロジェクトとか、そういうあさぎり町独自のですね、企画をつくってですね、

是非ふるさと会の人たちが増えていくように、していただければと思って私の質問を終わりたい

と思います。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  これで４番 岩本恭典議員の一般質問を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  会議の途中ですがここで１０分間休憩いたします。 

 

 

 

  休憩 午前１０時５１分 

 

 

再開 午前１１時０１分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に７番 橋本誠議員の一般質問です。橋本議員。（議長。）橋本議

員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  こんにちは。７番 橋本誠です。通告書に従いまして、防犯対策に
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ついてと道路交通法の改正に伴う自転車運転に関する対応について、の２点のことについて問い

ます。まずは、防犯対策について問います。トクリュウ事件に代表されるように、近年の犯罪は

一般市民を巻き込む凶悪犯罪が多発している。その解決を手助けしているのが防犯カメラの映像

である。町は、地域の住民の安心と安全のために街路灯、防犯灯、防犯カメラを設置しているが、

現状と課題及び対策について問います。１、現状と課題について。街路灯、防犯灯及びカメラの

設置状況はどうなっているのか伺います。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  本町における防犯対策は、町民の皆様が安心安全に暮らしていくために

防犯灯、防犯カメラの設置が犯罪の抑止力につながっているということは認識しております。今

も熊の出没情報であったり、引き逃げ事件の解決につながったりということで非常に町としても

重要な課題だというふうに思っているところであります。ただ、やはり課題というものもたくさ

んあるようでありまして、今の現在の現状と課題につきましては、担当課より説明を申し上げま

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井総務課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  それでは、防犯灯と防犯カメラの設置状況につきましてお答えさせ

ていただきたいと思います。まず防犯灯の設置か所について、送らせていただきました。地区別

に申し上げますと、上地区で６３７基、免田地区で４８７基、岡原地区で３２１基、須恵地区で

３０１基、深田地区で２９２基、合計で２,０３８基との設置状況ということになります。次に、

防犯カメラの設置状況でございます。こちらも地区別に申し上げますと上地区が６基、免田地区

が５基、岡原地区が３基、須恵地区が２基、深田地区が３基、合計で１９基の設置ということに

なっているところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松商工観光課課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。それではお答えいたします。商工観光課で所管しており

ます街路灯の設置本数についてですけども、これは合併前の設置本数の当時は１２６本でありま

した。現在は１１３本に減っておりまして、今、現状維持としてはその１１３本というふうにな

ってるとこでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  街路灯の整備については、同僚議員の令和７年度１２月定例日の一

般質問の回答結果、この経過対応の中で、国道の道路改良拡幅工事がいつ始まるか分からないた

め、電柱への街路灯設置についても検討したい。町内に設置されている街路灯も整備後数十年経

過しており、令和８年度において街路灯の改修についても計画書を策定し、令和９年度から年次

的に整備を進められるように検討すると回答がありましたが、その後の経過としてはどうなって

おりますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。お答えいたします。この街路灯につきましては、先ほど

も申し上げました免田町、旧免田町の頃にですね、当時の商工会において設置されたものであり

まして、設置対象エリアも免田地区のみというふうになっております。先ほども議員からありま
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したように、今年度、令和８年度において街路灯の今後の整備の在り方を検討することというこ

とでしているところでございます。具体的には、駅前の交差点改良工事はもう既に完了しており、

その際、一部街路灯が撤去されておりますが、今後、国道の拡幅工事に合わせた街路灯の整備が

進められればと思っておりますけども、まだその実施時期がはっきり分からない状況であります

ので、国道沿線を除いた県道、町道の沿線に設置されている街路灯の更新を優先し、複数年かけ

て年次的に進められるよう財源確保も含め検討していきたいというふうに考えております。また

現在の街路灯につきましては、設置当時の個別の店舗名が記載されており、設置場所につきまし

ても民地に建てられているケースが多いため、今後、町で整備する際には、町道など公有地に設

置できるよう関係課とも協議、検討していきたいというふうに思っているところでございます。

以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  はい。それではですね、今、街路灯のことを言ってもらいましたが

今後そういう順序立ててですね、作っていただいてしていただければと思っております。それで

ですね防犯灯、街路灯と防犯灯一緒ですけれど、特にですね通学路の設置要望書とかですね、防

犯灯が必要なか所が出てきた場合は、今後どのような形で行っていかれるのか、ちょっと伺いま

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井総務課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。防犯灯設置はですね新たに希望される場合につきましては、

これまでも総務課のほうへ御相談頂いております。町で防犯灯を設置する場合に現状ですね、現

状設置してある防犯灯の配置状況とあわせまして検討して設置するかどうかを判断しているとこ

ろでございますので、そういった要望がありましたら、まずは相談頂ければというふうに思って

いるところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  それでありましたら相談がありましたらその時は対応よろしくお願

いいたします。次に行きますが、現在、先ほど言ったような事件が等がですね、多くなっており

ますんで、今後ですね設置か所を今の設置か所から増やすという考えはありますか、まずは防犯

灯。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。防犯灯につきましては、合併以前からですね旧町村でそれぞ

れ設置されていた経緯もございまして、先ほど申し上げましたとおり数多くの防犯灯もあるとこ

ろでございます。要所要所には設置されていると思いますので、町のほうから進んで現状ここに

設置しますという計画はないところでありますので、要望があって、それに対応していくという

ことになろうかと思っております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  はい。そしたら要望がありました先ほどのようにですね、相談が受

けたら対応していただければと思います。住民の安心安全のために少しずつでも積極的に進めて

いかなければならないんじゃないかなと私は防犯灯に関しては思っております。だからですねた
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まにはですね、住民から言われるんじゃなしにやっぱし現地を見てもらって、今設置しとるか所

がどこにあるかっちゅうのぐらいは、皆さん、その担当する課の人たちは分かっとらるっですか

ね。そういうのは。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。防犯灯につきましては、先ほど申し上げましたように町内に

２,０３８か所ということで。中々これを正確にですね、どこにあるかっちゅうのは中々難しいと

ころでありますが。それぞれ自宅周辺だとかですね通勤・通学路にはどこにあるというのは、そ

れぞれ把握できている部分と思っておるところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  防犯灯に関してですが防犯灯で、２,０００何ぼやったですかね、

数のしこがありますということ全部で。その実際ですね、防犯灯必要ないっていうとこやらも確

認して、必要なかとこもあっとじゃなかですか。そうただ昔からつけとったで大丈夫っていうじ

ゃなしに、もう必要なくなったやつは処分、取り外すとかですね、いうのをやっぱ考えていかん

ばんと思うんですがそのことはどうされていますか、そぎゃんとは。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。設置されてきた経緯としましては、夜間のですね防犯対策と

いうことである程度一定間隔で設置されていると思ってるところです。ただ昨年度もですね、防

犯灯もう要らないから撤去をしたいというのが１件２件ありましたので、そういう要望がありま

したらそれにも対応していきたいというふうに思っております。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。はい。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  その際は、よろしくお願いいたします。次に行きます。小・中学校

の安全と安心を守るために防犯カメラの設置対策について伺います。防犯対策、防犯カメラの設

置、場所。設置されてから警察等の依頼があった件数があれば、教えていただければと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  防犯カメラにつきましては平成２８年頃ですか、導入されて設置し

てあるところではありまして、当時のですね高齢者、高齢化でですね高齢化や認知症などの徘回

が増加していたということで消防団の捜査活動に支障があるということで防犯カメラの設置がさ

れたという状況であります。そういったことで設置場所につきましては、町の周辺、幹線道路を

含めましてですね、周辺というところでありますので、主な設置場所としまして、国・県道それ

から広域農道、それから白髪岳や皆越地区への連絡道路、これらに設置されておりまして基本的

に町内から町外へ移動される高齢者等をですね対象とした見守りとして設置されたような状況で

ございます。それから目的はそういった捜索が目的でありましたので町の捜索活動、消防団等の

活動にも活用してきたわけでありますが、そのほかに警察のですね捜査活動等に利用されている

状況であります。件数申し上げますと、令和７年度におきましては２件ございました。令和６年

度はゼロ件で、令和５年度２件と、近年ではそういった状況でございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内教育課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。小・中学校での防犯カメラの設置状況ということにつきまして
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は、現在あさぎり中学校においては、校舎周りなどに監視カメラ・防犯カメラは設置しておる状

況でございます。５つの小学校につきましては、現在のところ防犯カメラは設置しておりません。

以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  はい。防犯カメラの作動状況ちゅうか通常ですね、緑色の点灯がし

ていますが、正常かと思います。あの緑色がですね。たまに走ってる途中にですね、赤いランプ

がついていることがあります。これはどのような状況なのか、分かれば教えてください。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。防犯カメラにですねそれぞれランプがついておりまして、通

常、機器の状態がですね正常であれば、議員おっしゃるように緑のランプが点灯しているという

状況かと思います。何らかの異常があるときには、赤色のランプが点灯してるいう状況でありま

して、以上の内容としましては、主に録画媒体ですね、ＳＤカードが２組、それぞれのカメラ設

置してありますが、それ２つのうちどちらかでも異常があるときには、赤色のランプが点灯して

いるという状況が身請けられているところでございます。ただしですね、そういった赤い非常時

の場合におきましても、２つのうちのどちらか一方には録画がされているというとこでございま

すので、赤ランプだから撮影出来ていないという状況では必ずしもないということでございます。

以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  その例えば、確認は、これは今言われたように２つあるうちの１つ

が録画していると。最終的にその１つは大丈夫ですって言うけど、そこは誰が確認するんですか

ね。実際。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。カメラの保守点検ということで年間を通して業者に委託して

る状況でございまして、年間７回ほどですか、点検を行っております。特に夏場の虫が多い時期

とかはですね毎月行っておりまして、カメラの状態それから内部の状態、録画の状態等それぞれ

確認していただいてるところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  新聞をちょうど６月８日の記事の中にですね、痛ましい事件で小学

生８人が殺害された大阪池田小学校の児童殺傷事件は、８日で発生から２５年経ちました。事件

では、開いた門から進入を許し、避難や救命活動の適正、通報の遅れといった課題が浮かび、学

校の安全や危機管理を見直す転機となった。教育現場には、マニュアル策定が広がったが近年も

想定外の事件が発生。専門家は、形骸化を懸念し、実効性向上に模索が続く。事件をきっかけに

学校対策や危機管理の強化が議論され、国は、２００９年 学校保健安全法で、幼稚園、小・中学

校、学校、などに危機管理マニュアルの策定を義務づけた。具体的な内容は、現場に任せられ、

文部科学省の担当者は、学校での行事が重なり、一律決めるのは難しいと話す。侵入事案が近年

も続き、想定するのが難しいケースがある。学校安全に関する文部科学省の有識者会議は、昨年

マニュアルの実効性を向上策として、定期的に見直し作業への全職員の関与を提言。今後、先進
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事例の集約をして発表するとの記事が載っていましたが、それこそもう２５年経ってですね、池

田事件が２５年経った痛ましい事件でしたが、それ以来そこから学校の中ではいろんな取組をさ

れていますが、まず、この話を聞いた中にですね、町長として一言何かあれば教えていただけれ

ばと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  多分その事件が起きた後は、校門を閉めきるというようなことで動かれ

たと思うんですね。ただ、一方では開かれた学校ということで校門は開けっ放しという時だった

と思いますけれども。そういった事件によって、こう制度・法律等が変わっていくというのは仕

方ないことだとは思いますけれども。現在、小・中学校のほうでどのような対応をとっているか

というのは、教育委員会のほうから御報告があるかと思いますけれども。やはりそういう子供た

ちの安心安全を守るためには、例えばそういった防犯カメラの設置が必要ということであればで

すね、私たちも考えなければなりませんけれども、やはり課題としては、プライバシーの保護で

あったり、そういった維持管理のコストであったり、そういったものが課題というふうになって

くるかと思いますので、そういったことは今後関係課とも協議したいというふうに思っています。 

◎議長（小見田 和行 君）  椎葉教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。議員からありましたとおり危機管理マニュアルっていうのは作

成義務が言われてて、そして毎年、確認それから更新をするようにっていうふうに言われてます。

併せて担当職員の名前も書くということも言われているところです。そういった中、避難訓練の

中にどの学校もですけども地震・火災・大雨等もですが、それに加えて不審者対応というのもさ

れます。内容としては、学校内侵入者に対する避難行動。もうひとつは道とかで声かけ事案とか

ありますけども、そういったことに関する対応ということで、両方、毎年やるわけじゃありませ

んけども年においてどちらかをするっていう形で子供たちにも対応については、訓練をしている

ところです。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  はい。学校施設には先ほどの教育課長の説明の中でですね、中学校

が７か所、で小学校は、してない、ないということでしたが、今後ですね今先ほどの事件とかそ

ういう諸々もありますんで防犯カメラのですね、増設って言うてあれですけど小学校はないんで

すが、そういうことは考えられますかね。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。学校への防犯カメラの設置につきましては、不審者の侵入また

窃盗、器具損壊などを抑制する効果等もある、あろうかと思います。また、事件・トラブル、事

故等が発生した場合の記録映像が客観的に証拠となるというものもあろうかと思います。また安

全対策をそういったものを講じていることを示すことでですね、保護者や地域住民に安心感を与

える効果が期待できるという面もあろうかと思います。ただ一方で、設置場所によっては、児

童・生徒や教職員のプライバシーへの配慮等が必要になったり、設置や維持管理の費用が発生し

たりというものも当然出てくるかと思います。小学校、今、現在ついておりませんけれども、現

状等を確認してですね、必要性など今後、学校と協議して判断していく必要があろうかと思いま
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す。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  ですね、私最低でも玄関と裏門ぐらいはですね、やっぱ必要かなと

思っております。今後ですねやっぱ今こんだけ熊が、ここは熊ませんけどね、熊が出るとかです

よ、トクリュウの問題とか、それから子供の誘拐じゃなんかでそぎゃんとが事件が多か中にです

ね、こういうのがやっぱり犯罪の抑止力にもなるかなと思いますんで、そういうのはちょっと考

えていただければと思います。子供たちを守る防犯カメラの設置は、重要であると私は思ってお

ります。ですから、学校外でも学校の施設以外でも公共施設の中を中心にですね、そういうのを

ポイントポイントで全部するっちゅうのは大変になりますんで、やっぱしそういう考え方をして

いかんばんとやなかかなと思いますが、どうでしょうかね。町長。 

◎議長（小見田 和行 君）  はい、町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  確かに防犯カメラがあるだけで犯罪の抑止力にはつながるかと思います

が、例えば学校の正門とか置いた場合にモニターで誰かが確認しなければならないという状況に

なるとやはりそこにやっぱり人が必要ということになりますので、そういった観点も含めて、考

えていきたいというふうに思います。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  今、言われたように予算とかですね、諸問題ありますがですね、住

民の安心安全を守るところは行政の務めですから早急にやっぱしそこらは考えていただいてです

ね、対応していただいたかんばいかんと思いますんで、よろしくお願いいたします次のですね３

番のですね、町民の防犯対策への意識向上について問います。町民の防犯対策への意識向上は、

どのように進められているか教えていただければと思いますが。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。中々ですね、意識向上をしていただくのは難しいところでご

ざいますが、まず危険防止といいますか、警察署あたりからですね、いろいろな犯罪情報とかが

ございました時には告知放送を通じてとか、あるいは広報紙に掲載することで随時発信している

ところでございます。そういったことで引き続きですね関心を持っていただければと思いますの

で広報は必要かなというふうに思っております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  広報紙とか広報紙とかホームページとかじゃなしですねやっぱし高

齢者が多い場合がありますんで、高齢者のおる特にはサロンとかですね、その中でもやっぱこう

いう、いろんな事例とかそういうのがあればですね、そういうやっぱし伝える紙媒体でじゃなし

に、やっぱ年配の人たちなんか中々見ない場合がありますんでやっぱそういう機会を設けてです

ね、やっていただければと思いますが。もうちょっとですね、積極的に意識向上を図っていかん

ばんちゃなかかなて思いますが、そこはどう考えておられますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。区長会が各２か月に１回ございますけれども、その時は、あさぎ

り交番からも来ていただいて現在の状況等を報告頂いて、そういった今、詐欺という部分で非常
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にこう多く被害が出ているということで、そういう注意喚起等は、行っていただいている状況も

ありますので、そういった面に関しては、やはり多良木警察署と連携しながら努めていきたいと

いうふうに思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  ひとり暮らしの高齢者世帯が増えてきているので、離れて暮らす子

供たちが不安に思っているのではないかと思います。人吉新聞のですね、６月４日の記事の中に

ですね、球磨村の住宅侵入と窃盗未遂事件が防犯カメラにより犯人の逮捕がされたとの記事が掲

載されていました。このことからも防犯カメラの必要性を感じております。防犯カメラの設置に

対する一部補助を考えてはどうかと思います。少しでも防犯に対する意識向上の一助にとして、

少額でも補助をすることが役に立つのではないかと思います。が、それでですね、そこのことに

ついてですね、どのように思われるか。町長がよかですかね。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。防犯カメラの助成についてはですね町村でやっているところもあ

ると伺っておりますので、そういったところの効果等も確認したいと思いますが、やはり防犯カ

メラでですね、全ての事件が解決につながるということはないということはですね当然死角もあ

りますし、当然暗闇ですと鮮明に画像が映らないということで、やはり先ほどから防犯灯の話も

ありましたけれども、防犯灯と防犯カメラをセットで考えるというようなことも重要かなという

ふうに思っておりますので、今後、協議を進めたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  はい。予算の関係やら諸々ありますがですね、例えばですよ、店舗

とか道路・道沿いの事業所についてはですね、商工振興補助金の一部を活用して取り入れたらど

うでしょうか、と私は思うんですがそういう、例えば商工振興補助金の中の一部にですね、活用

する事例を入れれば、そういうのにも使えるんじゃないかなと思います。また個人宅にはですね、

しっかりした設置費の補助として、新たな補助要綱を定めてみたらどうかなと思いますが、今後

そういうことを考えるかどうかっちゅうのは、町長、どぎゃん思いますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。そうですねそういった先進事例等も踏まえて、考えていきたいと

思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  あさぎり町の防犯カメラ設置及び運用に関する要綱の中にですね、

設置目的は、犯罪の予防及び行方不明の捜索、運用方針が台数は必要最小限とし、プライバシー

の保護に考慮、配慮。管理体制は、映像の目的外利用の禁止、適切な管理と情報漏えいの防止と

いう項目があります。この中でですね、台数は最小限って書いてありますがこれは何のあれで最

小限になっとっとですかね。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。先ほど設置の当時の設置の目的、経緯等お答えしたところで

ございますが、現在設置してあるのが主に町の境界、町村界ですね、が主に設置してあるという
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ことで、最低限必要分、今、行方不明者の捜索において最低限の設置を念頭に置いたことかなと

いうふうに思っております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  今、行方不明のやつで作った要綱ですよね。今後はですね、やっぱ

し子供見守りとか、そういう観点から言えばですね、最小限でするのですがやっぱそういうのも

考える必要があるんじゃないかなと思いますが。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。特にですね、まちなか等におきましては、店舗等にそれぞれ

設置されている事例もあるかと思います。そういったことで犯罪の抑止効果ですね、地域全体と

して高めていく必要があるかと思いますが、中々先ほどありましたとおりプライバシーの問題

等々もあります。設置費用等もありますので、その辺は状況を見極めながら設置できるものを設

置しながら、いうことになろうかと思っております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  はい。それでは、子供たちの見守るため、子供たちや高齢者の年寄

りの人たちを見守るためには、防犯カメラの必要性を私はもう感じてますんで、前向きにですね、

やっていただければと思いますんで、次に行きます。３番の道路管理法の改正に伴う自転車運転

に関する対応について、です。道路交通法の改正で本年、令和８年は、自転車への交通反則通告

制度、青切符や車から自転車への追い抜き新ルールが４月１日に施行されたほか、９月１日には、

生活道路の法定速度、時速３０キロへ引下げられます。このことを踏まえて、町民への周知方法。

特に児童・生徒及び高齢者への対応はどのようになっているのか、伺います。その中でですね先

ほど同僚議員がですね、自転車の通学の中学生を対象に質問がされましたので、私は全住民を対

象とした自転車に関する町の対応について伺います。まずは再確認ですが、通学路の現状と課題

については、先ほど同僚議員の説明がありましたので、このことについては除きたいと思います。

町の住民に対する周知はどのようにしたのか、どのようにしようとしているのか。９月１日には、

生活道路の法定速度が時速３０キロへ引下げられるが、町としての対応はどのようになっている

のか、お聞きします。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。町の周知についてということでございますが、自転車の交通

反則通告制度等につきましては、テレビそれから新聞報道等でそれぞれ周知はされていることか

と思います。またそのほかにですね、警察により児童・生徒での交通安全教室、あるいは高齢者

の活動の場におきましての講習会も行われているというふうなふうに聞いているところでござい

ます。町としましてこれまで特段広報をやってきたわけではございませんので、今後、広報紙等

を活用しましてですね、制度の内容の浸透を図っていければというふうに思っております。以上

です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  はい。一般に言うホームページや広報紙とかいう形ですが、例えば

ですね、特に高齢者が集まるサロン等の中でですね、積極的に活用し周知を図るべきじゃないか
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なと思います。例えば、各地区の常会とかサロンとかですね、そういうを向けてですね、そうい

うことをやっていく考えはありますかね。 

◎議長（小見田 和行 君）  尾方高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（尾方 圭 君）  はい。サロンでの周知ということになりますが、現時点では、積

極的に周知をしておりませんが、各地区から呼ばれます出前講座であったりですね、認知症の講

演会等で必要があればチラシの配布だったりはできるかなとは考えております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  はい。是非ともですね、高齢者の人が中々分からんことがあります

んで、自転車やら乗られるかですね。そういうのをやっぱ周知していただいたほうが、今後事故

は行えないと思いますんでよろしくお願いいたします。それではですね、３番の学校への注意喚

起について伺います。小学校の交通安全教室の中で、自転車の車のことは行っていると思います

が、様々な機会によってを捉えて注意喚起する必要があるのではないかと思います。実際、その

小学校はどういう注意喚起をされているのか伺います、まず。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。今毎年ですね、小学校で交通安全教室を４月からにかけまして

実際行っておりますので、その中で自転車等また交通安全について指導をしておるというところ

でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  はい。今度夏休み前に区の座談会とかそういう中でそういう説明と

かいうのは、されないんですかね。区の座談会っちゅうか地区の座談会を小学校なんかあるでし

ょ。中学校もあっとですかね、ちょっと私もよう分からんですけど、そぎゃん、そういうな中で

そういう説明っちゅうのはできるんじゃなかかなと思うんですけど、そういうのはしますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。地区座談会というかＰＴＡ主催で行われますけど、その中で昨

日皆越議員からもありましたけども、通学路の安全面とかですねそういった事のいろんな情報の

共有であったり、あるいは学校からの生徒指導に関することで話はされるものというふうに思っ

ているところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  是非ともですねそういう話も事あるごとにやっぱそういう機会があ

ればですよ、そういう時間をとって、新しいことをしていく場合はやっぱそういう説明をやっぱ

してですね、やっていただければと思います。子供たちも、私もいつも子供の見守りをしとるん

ですが、子供たちもまっすぐ当たり前って言ったらおかしいですけど、ちゃんと守る子もおりま

す。横断歩道でちゃんと止まって自転車を押す子もおれば、そのまま通る子もおるし、１回停ま

って右左確認して通る子も、１人様々です。でも、ここはですね学校とやっぱ家庭が教育をして

ですね、やっぱ事故のない事さすっためにはやっぱお互いがやっぱ今後していっていかんば、い

ろんな事故やらが起こりますんで、そういうのの教育はやっぱし、常に考えていただければと思

いますんでよろしくお願いいたします。今回ですね、防犯対策と自転車運転に関する質問をしま
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したが住民の意識向上を図るためには細かい周知が必要です。広報紙や広報無線でするだけでは

なく、様々な機会を捉えて積極的に周知を図る必要があります。また防犯対策には補助の必要性

をあると考えます。このことについての考えを町長にお聞きします。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。安全安心なまちづくりを進めていくには、本日質問にあった防犯

灯、防犯カメラそして道路交通法の遵守、こういったものが非常に重要だというふうに認識して

おりますので、関係機関そして関係課と連携しながら今後、安心安全につながるように推進して

いきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本議員。 

○議員（７番 橋本 誠 君）  是非とも前向きに考えていただければと思いますんで、私の一般質

問をこれで終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  これで７番橋本誠議員の一般質問を終わります。会議の途中ですがこ

こで休憩いたします。再開は１３時３０分といたします。 

 

 

 

  休憩 午前１１時４５分 

 

 

再開 午後 １時３０分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に２番 加藤弘議員の一般質問です。加藤議員。（議長。）加藤議

員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。今回の議会の一般質問に先立ちまして、今回の梅雨が本町の

農作物等それから道路河川等に被害を及ぼさないように願いまして質疑に入らせていただきます。

通告に従いまして、人口減少対策と物価高騰対策について、３月に引き続き同じ内容ですが質問

をいたしますのでよろしくお願いいたします。３月の議会では、あさぎり町の第３次総合計画で

の人口の現状と将来の計画について、詳しく説明を頂きました。内容がですね、予想より速いス

ピードで進んでいる状況でありまして、非常に危機感を感じたところでありました。この先、あ

さぎり町はどうなるんだろうとさえ思いました。その時のデータで学校区別児童生徒数、０歳か

ら６歳までの未就学児童ですが、中で０歳児が２月２８日までの出生しか３月の議会ですので把

握できませんでしたので、今回は年度の合計として４月１日までの集計が出来ますので改めて取

りあえず、この質問をさせていただきたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  ３月議会に引き続き、人口減少の影響についてということで御質問を受

けておりますが、人口減少の背景には地方から都会への人口流出、結婚感の変化、経済的不安、
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晩婚化、未婚化、働き方の問題など多くの要因が考えられます。ひとつの政策だけで解決するこ

とが難しく、雇用、教育、住宅、子育て支援を総合的に進める必要があると思っております。国

も子育て支援につきましては、児童手当の拡充や高校授業料無償化、小学校給食費支援などの政

策が行われてますけれども、あさぎり町におきましても出生祝い金や入学祝い金、小・中学校給

食無償化そして高校生までの医療費の無償化などの政策を行っているところであります。人口減

少の影響につきましては、長期的かつ非常に多岐にわたることが想定され、それらを想定した上

で社会全般に関して、政策・施策を考えていく必要があるかと思っているところであります。詳

細につきましては、担当課より説明申し上げます。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内教育課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。学校区別児童生徒数調べにつきまして説明させていただきます。

今、資料を送らせていただきましたけれども令和８年４月１日現在ということになります。内容

につきましては記載のとおりでございまして、特に０歳児、令和７年度に生まれた子供たちにつ

きましては、５４人という数字が出ております。ここの部分のちょっと合計書いてありませんけ

ど、これ５２９人が合計になりまして、３月議会での数字は、０歳の子供たちの数字は５３人、

合計も５２８ということですので、トータル的には各年代ごとの増減はありますけれども１名の

増ということになっております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。面倒な資料、どうもありがとうございました。２月末日から

ですね４月１日まで、もうほとんど変わってないということで、３月いっぱいでは出生は余りな

かったなというふうに思っております。この数字を見て、本当にびっくりをしました。この数字

を見るからに私は非常事態だと実は捉えております。この数字ですね。どうしてかといいますと

５４人ですね、０歳児が。これまでの、もう実績のデーターから大体高校に上がるときには、３

割が外に出ていくと、高校から上がるときには、残りの９割ぐらいが外に出る。ということは、

５４掛ける０コンマ３でその残りに９割を掛けると４名になります。高校卒業する時には５４名

の方のうちに４名しか、このあさぎり町に残らないことになります。もちろん大学・専門学校卒

業されて戻ってこられる方は入っておりませんが、この数字は恐ろしい数字です。これがですね、

２年３年続くと、もうほとんど将来はこの０歳児が例えば１０年したら小学生とか中学生とかな

るわけですが、本当に恐ろしい数字だと思います。これを今の時点で、見過ごして通り過ぎてい

くわけにはどうもいかないと思います。この人間でですね、将来こう役場とか農協とか森林組合

とか民間企業とか自営とか勤めになる場合に、もう若者はいない状況になります。数年後はです

ね。このような状況ですので、今、今、手を打たなければならないと思っております。この状況

を見てですね、教育長、どう直感的に考え感じられましたか。まずは、学校教育の立場からお尋

ねをいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  椎葉教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。議員おっしゃられたとおり、この２年間で出生数が５０人台と

いうことであさぎり町の合併、またあさぎり中学校が統合した当時は１５０人ぐらい中学にいま

したので３分の１であるということ。また今、具体的な計算もお聞かせ頂きましたが単純に５０
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人の毎年の８０年間としても全体で４,０００人しかいないっていう形になるので、もうそう考え

ると本当にぞっとするなというふうに思ってるところです。そういった人間は少なくなりますけ

ども子供たちほんと地域の宝でもありますので、そういったことを考えると、もう教育の大切さ

っていうのをひしひしと感じるとともに、子供たちの教育関係もしっかり考えていかなくちゃい

けないなというふうに思っているところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。この数字を見てですね、教育の立場から見てですね。教育的

な立場から、これを解消すると。高校であればユニークな学校とかいろんなもので人を集めるこ

とができますが、義務教育ですから教育面からこれを解消するというか、何か対策があるとすれ

ば、何かこうお答えを頂きたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。ちょっと難しい御質問で回答というのは即座には思い浮かびま

せんが、御承知のとおり、昔は１０年一昔っていうのがもう１年一昔みたいな状況で、非常に社

会変化が激しくて、何か混沌とした予測不能でよくブーカの時代とかと言われます。そういった

ところで今まで学校というのはある部分なんか知識の蓄積・習得であったところに重きが置かれ

た部分もあったと思いますけども、これからは、そういったことではなくて本当課題をいかに解

決していくか、見いだせるか、また多くの人たちと協働しながら解決していくかっていうことが

とても大事というふうに言われているところです。そういったことから、子供たちがどんな場所

でも自分は力を発揮できるんだっていう自信を持たせられること。それが特に今いろんなデジタ

ル化も進んでる状況の中でですね、例え都会だろうと田舎だろうと、自然豊かなふるさとでいか

に自分の力が発揮できるかっていうのを実感させることができることも、またひとつにとっては

とても大事なことかなっていうようなことを思います。そういったことから、子供たちがふるさ

とを愛し、自分の力をいかなる場所でも発揮できるっていう自信が持てるような力をつけさせて

いけたらなというふうなことは思ってるところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。教育関係の立場からですね、人口増というのは非常に厳しい

ものがあるかということは十分承知をしております。次に町長にお尋ねしますが、行政側から見

てですね、この今の私は非常事態だというふうに見過ごせないと、今も見過ごせないと思ってお

りますが、大きな方向づけでいいですので、町長、こういうふうにする方法あるかなとか、こう

いう形はいいなというものがありましたら、お答えを頂ければと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  この人口減少というのは、全国ほとんどの自治体が抱えている課題だと

いうことで、やはりこれは国策で対応していただけなければならないということだと思いますけ

れども、ただ出生率向上を目指すためにはですね、自然減対策それと社会減対策のこの両輪で進

めるということは前回の議会でも申し上げましたけれども、そういったことを基本に町としては、

その子育てできる環境整備というものは充実させていきたいというふうに思っているところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 
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○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。国も県もですね市町村も、この人口減少対策にはですね、最

重要課題として今取り組んでいることも十分理解をしております。今、町長が申されましたとお

りですね、前向きに慎重に大胆に取り組んで頂ければと思います。一般的には今、町長申されま

したとおりですね、まず結婚支援とかですね、出会いの創設、婚活イベントそれから子育て支援、

教育環境の整備で、経済的支援としては、先ほどありました児童手当の支給、保育料の無償化、

給食費の無償化、授業料の無償化、子育て世帯の給付事業、多世帯の大学の入学金それから授業

料の一定額の免除、それから妊娠・出産サポート、子育て応援給付金の支給、移住定住の促進と

国が中心になってたくさんのメニューがあってですね、もう隙間がないぐらいに今まで応援をさ

れています。これだけ支援があっているから先ほどの表ぐらいでですね、例えば上７、免小３０、

岡原１０、須恵１０、深田５、これくらいで済んでいるのかもしれん。これだけの支援をして、

これだけ減ってるんですね。ということは、今までの国のやり方、いろんな支援がありましたが、

これだけでは、地方へは余り効果がないと私は見ております。これだけあるんですから。国は、

例えばあさぎり町から減って若者が巣立って、例えば東京とかいけば国は人口増になるかもしれ

ませんけど、地方のあさぎり町とか隣接の市町村は減ですよね。だから国の政策と地方の町の政

策は別々にこの二本立てが要るんじゃなかろうかと思います。国が主導権を握る施策プラス町独

自の政策が要るというふうに私は感じます。先ほど言われましたいろんな角度からですね、複数

のほうから方向からの対策が必要となると思います。そこで短期間での、もう今になればですね、

短期間での政策も必要かと思います。これだけ減りますともう今年何かを事業を打ち出して来年、

再来年度、人口が減るという短期的な対策と、それから中長期ビジョン的に立った対策、これが

必要だと思います。これからのあさぎりを担うのはですね、今の教えていただいた０歳から６歳

までの未就学の児童と小学生・中学生・高校生ですね、それから移住された方。これら若い方が

これから明日のあさぎり町を担っていかれるわけです。そこで、担っていかれる若い方の小学

校・中学校ですね。まず小学校ではキャリア教育、中学校でもあるかと思いますが、そのキャリ

ア教育では今どのようなことを学習しているのか、分かる範囲内でお尋ねをいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。キャリア教育、一言で言うと「生きる力を育む」ということで、

一般的に私たちが何かキャリアって聞くと、何か思い浮かぶのは何か職業とかそういったことを

思い浮かびますが。小学校では、各行事であったりあるいは始業式、入学式、卒業式とかあるい

は学級活動とかいろんな行事等とかで自分を見つめながら挨拶であったり取組の姿勢であったり

ということで、学校生活の中で自分を見つめ振り返りながら社会の中で生きていく力をつけてい

くっていうのが小学校から、そしてまた中学校はまたそれに含めて進学先であったり職業につい

てであったり、そしてまた高校では、自分の生き方であったり職業であったりということで、キ

ャリアパスポートっていうのを、２,０００２０２０年ぐらいからですね、学校で使うようになっ

てて小学校から持ち上がって高校まで行くっていうものがあります。ファイルでそれぞれ行事と

かいろんな取組を綴じていくんですが。そういった中で学校行事も毎年繰り返されている行事が

ありますけども、去年のこの行事の取組と今年の自分の取組はどうだったんだろうということを

ずっと比較しながら、自分の成長とか足跡を振り返り、自分を自分で見つめ直しながら生き方を
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また探っていくというか。そういったことで社会の中で自分がしっかり自己実現できるような、

子供たちを育てるっていうことで取り組まれているという状況です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい、ありがとうございました。小・中学校でキャリア教育を学ん

で中学校の時にですね、初期段階のキャリア教育を受けた段階で高校に行く時にある程度初期段

階のキャリア報告ということで、普通高校、実業高校、専門学校とこうキャリアに向けてですね

分かれていきますが、高校に行く時に大体３割ぐらいは他地域へ出ると。本町におきましては、

中学校の時にこのキャリアを学ぶ頃にですね、中学生議会を行っております。中学生の目から見

てですね、あさぎり町はこんな町であったらいいなあとかですね、こんなことをして欲しいなと、

中学生が議会で述べております。町に対していろんな提言、それから質問をしてくれています。

これは、中学生たちから見た魅力あるあさぎり町への希望ですよね。ですから魅力のある町には

残るし、もうあさぎり町は魅力がないなと思ったらならば、多分魅力のない町は残らないと思い

ます。で、この時のですね、中学生の議会であった中学生たちが町にいろんな思いを述べる時の

状況を見てですね、教育長その状況を見て、どのようにお感じになりますでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。まず１３名の議員の中学生議員の方、また傍聴もして、また議

長もして頂きましたけども、まず第１印象は、非常にこう頼もしく思ったっていうのがもう第１

印象です。いろんな視点で質問とか、あるいはまた幾つか提言もありましたけども、事前には町

長から町政についての子供たちのお話もあったと思いますけども、いろんなことを中学生もしっ

かり町のことを見つめて考えてくれてるんだなっていうことを思ったところで、私たちが取り組

んでる事業につきましても、いま１度振り返りながらですね、取り組んでいきたいというふうに

思いを強くしたところです。併せまして中学生の議会の議員さんたちの姿を見て、なんかこの子

たちに是非あさぎり町のさらなる発展を含めてですね、支えていってもらいたいなという思いで

期待も大きく膨らんだところです。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい、ありがとうございました。同じ質問ですが、町長にお尋ねい

たします。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。そうですね中学生議会の中で質問事項を考えられる時にですね、

やはり将来を見据えたあさぎり町、要するに住みやすくなるように自分なりに考えた質問をです

ね、真剣に考えてこられたということに対しましては、非常に私たちも誠心誠意応えていかなけ

ればならないというふうに感じたところであります。それと、やはり若い人たちの価値観という

ものに対しましては、やはり大人の視点とは違ってですね、新たに学べるといいますか、分かる

ような自分たちが常識にとらわれていたんだなあということを感じることも多々あったように思

います。ですから例年本当真剣に考えてきていただけることに対しましては、本当感謝をしてい

るところであります。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 
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○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。ありがとうございました。この中学生議会でですね、提言と

か質問があった中で、これまで取上げて実施された事業、ハードソフト構いませんがあれば教え

ていただければと思います。そして、その効果についても教えていただければと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井総務課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。中学生議会につきましてはこれまで１２回を数える中学生議

会となっております。その中でいろいろ質問を頂いておりますが、例を挙げますと人口減少対策

ということで空き家対策に関しての質問があったこともございます。当時から比べまして現在に

おきましては、空き家の解消に向けての取組ということで、地域おこし協力隊の活動によりまし

て移住者の確保につながっているという状況もあろうかと思います。ほかに通学路の安全対策と

いうことで指摘等も受けておりまして、通学道路環境の整備にもつながったという事例もあるか

と思います。こういった町の取組を踏まえましてですね、将来、中学生の皆さん方が町に残って

定住されることに期待するもの、つながるようになってるんじゃないかなというふうに思ってい

るところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。中学生議会の中での提言等があった中でそれを取上げられた

場合はですね、その質問をされた方に後でフォローといいますか、ありがとうと一言とかですね、

こう出来ましたよというのをつないで頂ければ、本人は、より町に愛着なり郷土に愛着が出てく

るんじゃなかろうかと思いますが、どうでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。質問事項に関しましては、中学生議会の後ですね幹部会議等

で情報共有をしております。その回答・結果等については、広報紙等でもですね、皆さん方にお

知らせしているとこでございますが、特別、個別に中学校に対しての成果の説明というのは、恐

らく今はなってないかなと思いますので、そういうことが必要かな、どうかについても今後考え

ていきたいというふうに思っております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。検討されてみてですね、もしよければお願いをいたしたいと

思います。そして中学生からですね高校へと進学されるわけですが、高校に入学されますとすぐ

個人面談が学校の進路指導の先生と一緒にあるわけですが、その時に具体的にですね、進学、専

門学校それから自営、就職は地元か都市部かという形で大体高校の時にはこう分かれていくわけ

ですね。この時に大体９０、過去のデーターからは９０％以上が地域外から出て行かれておりま

す。この高校生になったばかりの生徒さんに対してですね、アンケートをもう１０数年前になり

ますが取ったことがありますが、この時も９０％の時であります。アンケートの回答はですね。

進路を他地域に希望された理由というのを取っております。ベスト３はですね、自分の欲しいも

のを購入するのに福岡まで行かなければならない。この頃はですね、鹿児島県でも宮崎県でも高

速バスを利用して、福岡に買物に行かれた。というのがひとつあったと思います。２つ目にです

ね、周りの友達がもう全部出ていくから僕も私も、もう行きたいという自然な流れになったと。

３つ目が、これは給料が高いから地元にはいないと、都市部へ出ていくと。これ、この給料が高
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いからというのは、宮崎県でも鹿児島県でもベスト３に出ておりました。この頃はまだスマホが

ですね、今ほど普及していなかったせいもありますが、若い方は、今はスマホを使ってですね何

でも買っているようですので若干変わってはいるかと思いますが、もう、これから１０数年経過

していますので今の高校生の方が都市部へ行きたい理由は何なのかなあというふうに私は思って

おります。中々、私の力では調査は難しいので、執行部のほうで最近の状況を把握されておられ

るか、お尋ねをしてみたいと思います。ないならば結構なんですが、何らか代わりになるものと

か、もしありましたらお尋ねしたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江企画政策課課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。高校生に対するアンケートということですが、アンケ

ートの実施に関してはですね過去にまち・ひと・しごと創生総合戦略策定における町の人口ビジ

ョンとして、平成の２７年度に委託事業で南稜高校生を対象として実施をしております。ただこ

れが最後、最後となっているようです。内容にしましてはですね、すごく少ないんですが５項目

であったと。ですので近年はですね、それらの調査はそれ以降されていないというような状況に

なっているところです。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。若い方が最終的に進路を決める高校生のですね、その時の思

い。なぜ出ていくのかというのは、我々が計画をする上で大いに参考になる答えじゃないのかな

あというふうに思います。最終決定の時ですから。もしこれから機会があればですね、取り入れ

て政策に反映をしていただければなというふうに思います。若者は地元に定着したい、したくな

いということは、高校進学の時には大体決まっているような気がいたします。そこで県ではです

ね、平成２３年から高校生議会が開催され今年度で１５年になるとのことですが、子育て支援や

地域づくり、地元産業の活性化など熱いテーマで議論をされているようです。県内の市町村の中

には、行政と高校生の意見交換もまだ少ないですが中には実施されている自治体もあります。あ

さぎり町においては、進路が決まるこの時期の高校生をですね、何らかの形で取り入れておられ

るかお尋ねをいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。先ほど申し上げました最近の調査としてはですねして

おりませんので、町の政策としてですね、それらの意見を取り入れるということは、基本的には

直接的にはないと思いますが、ただ進学に関してはですね、例えば、この人吉球磨地域を考えた

場合、進学したい大学や専門学校などが地域にないからとかですね。就職者先に関しては、就職

する企業等も少ないと。当然、雇用の場ということで少ないと。それから当然給料も安いという

ことに関しましては、中々すぐにどうにかできる部分ではないんですが、あさぎり町が今よりさ

らに魅力的で住みよい町へなるためにということに関してはですね、総合計画に基づき実施して

いる部分だと考えておりますが、一方でですね、高校生の生の声をやっぱ聞くことも必要かなと

考えているところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。本町をこれから担っていく若い方のですね思いというか是非



- 85 - 

聞かれてですね、チャンスがあればとか作っていただいて結構ですのでそういう機会を作って、

是非意見を取上げて政策に反映をしていただければというふうに思います。次にですね、多くの

生徒さんが都市部に出て行かれております、今ほとんどですね。そういう中に地元に残られた方

との意見交換、非常に少ないと思いますが、その方の提言を受けてですね、若者が住みたくなる

まちづくりを若者の目線で見た計画。なぜ地元に残られたかなどを参考にして、これまでに加え

て欲しいと思いますが、いかがでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。既に残っていらっしゃるその若い方ですね、にはやっ

ぱりいろいろな事情、職業についても様々だと思います。これらの方々に対して意見をですね、

把握する・集約することによって今後のまちづくりの方針とできる部分もあろうかと思いますが、

どのようにしてそういった聞き取りをするのかと。例えば農業関係でありますと各種部会若手の

方も多数いらっしゃいますので、そういったことに関してはですね、町長におかれましてもかな

り意見等はですね伺っておられるというふうには思いますし、職業が様々な方の若い方というこ

とになるとちょっと絞り込みっていうかですね、その人、方々に集まってもらう手段とかという

ことも含めて、ちょっと協議・検討が必要かなということも考えます。ですのでそこら辺は検討

してやっていきたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。ありがとうございます。これまでの一般質問でもですね、人

口減少に歯止めをかける対策について農業、林業、商工業の振興事業について質問をしてまいり

ました。人口減少はですね、先ほど町長からもありましたように、全国的に減少しているわけで

現在、国も県も市町村も精いっぱい努力をされていることも理解をしております。それでも先ほ

どお尋ねしました教育委員会のほうからありました表のとおりですね、もう恐るべく数字でござ

います。国・県の市町村の対策が今のままではですね、今のまま沢山の支援事業・補助事業述べ

てきましたが、それであっても今後も続いても、どうも好転しないような気がいたします。特別

な事情があるところは別ですね。ＴＳＭＣがあって、菊陽とかあちらのほうは別ですが。好転を

しない、今のままの、繰り返しますが今ままの対策では好転しないと、ような気がいたします。

若者たちが残ってくれることが大事だと思います。若者の考えを取り入れてですね、町長、副町

長、各課長さん方とは、年代が１時代も２時代も違うかと思いますが、部門的には開示していく

ところもたくさんあるかもしれません。そして、それは日々変化していると思います。国では、

２０１４年 １２年前ですが本格的な地方の減少に対処するため、まち・ひと・しごと創生本部が

設置されて移住とかですね、定住の取組が始まりました。その中で先ほど申し上げました経済的

な支援としてもう一度言います児童手当、保育料の無償化、給食費の無償、子育て世代の給付、

最近では高校の授業料の無償化、多子世帯の大学の一定額の補助、もう本当に多くのもうこれ以

上ないだろうというぐらいの補助をしながら、急激な人口減少は、何度も言いますが続いており

ます。このような対策は、国が主体となって対策していますので効果はあっていると思いますが

継続や拡充はお願いをしまして、町村ではですね、自治体独自のマッチした対策も今の政策にプ

ラスして二本立てでいく必要があるんじゃなかろうかと思います。このプラスした対策に繰り返
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しますがこれからを担う若い人たちの思いを踏まえることが必要かと思います。学生や若い人た

ちの考えと私たちの考えは先ほども申しましたが、非常に乖離している部分もあるかと思います。

しかし、これからのあさぎり町になっていくのは、この若い人たち。夢を持っています。高校生

のアンケートの中で３県ですが、宮崎・熊本・鹿児島。共通してあったのが、先ほど言いました

都市部との賃金の格差。これがネックだと思います。幸いあさぎり町は、過疎地域でございます。

私が役場に入った５０年前も過疎地域でありました。もうずーっと５０年間も過疎地域でだんだ

んと悪くなっております。今の国が定めた過疎債のメニューは、ほとんどがインフラの整備で、

これでは、過疎対策の実績は余り上がってないように結果はなっておりますが。そこでですね、

過疎債を都市と過疎地域の賃金の格差に充当して、都市部と同等とは言いませんがその格差の縮

めることは、過疎債を利用した対策は出来ないかお尋ねいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  中村財政課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  はい。ただいまの御質問についてお答えいたします。あくまで過疎

債の事業の同意というのは、県の所管の事業でありまして、この場で私がその同意が得られるか

というのは明確にお答えするのは非常に難しいところですので、制度上の一般論としての見解を

ですね、お答えしたいというふうに思います。いま質問の過疎債につきましては過疎債ソフトの

活用が考えられますけれども、過疎債ソフトの制度上ですね、この過疎債ソフトというのは地域

のですね、持続的発展に資する事業を起債対象としております。したがいまして、効果が一過性

である事業は対象外というふうに明記をされております。今御提案の事業につきましては、私の

受け止めとしましては、民間事業者の従業員の賃金を上げるためにその原資を直接補助するとい

うふうに受け止めましたけれども、これは民間のですね企業の経常的なランニングコストであり

まして、この補助が終了すれば水準が元に戻るわけでございます。そういったことから、これが

過疎地域の持続的な地域課題の解決には中々つながりにくいというふうに判断をされるのではな

いかなというふうに認識をしておりますので、直接賃金を上げるために補助をするような制度設

計では、中々過疎債ソフトの同意は得られないのではないかというふうに制度上の一般論からで

すけれども、そのように認識をしております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  そうですね過疎債のメニューの中に、基準の基準には直接都市部と

地方の賃金の格差の中に、対象にはなっていないとということで、私も調べてみましたら直接に

直接的には出来ないというふうになっておりました。ですから過疎地域と過疎地域でないところ

は、基準財政需要額に元利の７割を算入して交付税が来るわけですが、あさぎり町ではですねそ

の基準財政需要額に算入されてきた額を最近のデータでいいので幾らその過疎債のために、あさ

ぎり町は過疎地域であるがために幾ら過疎地域でないところと比較してですね、どれだけ来てい

るのかを確認したいと思いますんでその算入された額をお尋ねをいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  中村課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  はい。お答えいたします。過疎対策事業に対して交付税を算定する

上で基準財政需要額の中に算入される経費につきましては、過疎債の元利償還金に対して７０％

が交付税措置をされますので、その分が基準財政需要額の中に算入してまいります。手持ちで過
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去３年のデータを持っておりますので今から申し上げます。直近の令和７年度につきましては、

１億６,０９３万６,０００円。令和６年度が１億６,６４８万２,０００円。令和５年度が１億８,

１５１万１,０００円となっております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。直接的にはメニューにはないということで、当然、基準財政

需要額に搬入したからには一般財源として交付されるわけですから、一般財源ですから、ですか

ら過疎のほうでは直接的には利用できない。ということは、私は間接的には利用できると、いい

方向で判断をすればですね。一般財源ですから賃金格差に使用できる余地があるというふうに思

っております。で、過疎地域と過疎地でないところはこれまで全て、全てといいますかほとんど

がインフラの整備を聞きましたが、どうもそれでは過疎は過疎対策にはですね、実際人口の減少

に歯止めがかからないと。どうも今の若者が出ていくのは、やっぱり賃金の格差があって都市部

で出ていくから、都会に勤めてもあさぎり町で勤めてもあんまり変わらないよということになる

と、若者が地元に定住する率も高くはなるんじゃなかろうかと思いますが、この辺こう全体的な

感想として、財政課長お尋ねします。 

◎議長（小見田 和行 君）  中村課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  はい。お答えいたします。先ほど直接的な賃金に対する補助という

のは制度上難しいというふうな見解を申し上げましたけれども、今御提案があったとおりですね、

例えば、賃金を後押しするような環境をつくるためにその企業の構造転換を図るといった側面か

らですね、補助をするであったりとか。そういったことで実質的にその原資が賃金の上昇につな

がるというふうな施策につきましては、各地方で行われているというふうに認識をしております

ので、そのような制度設計であればですね、取り組んでいる実績もありますので実現可能かとい

うふうに認識をしております。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。次に町長にお伺いいたしますが、先ほど０歳から６歳の人口

の表を頂きましたが本当に非常事態だと思います。これだけ人間が少なくなれば、もう１桁の人

間しか地元に残らないとすれば、役場とか農協とか森林組合とか民間企業とか勤める人間もいな

い。もう本当に壊滅的な市町村になるんじゃなかろうかと本当に思います。そういう状況の中で

思い切った発想でですね、若者が残る対策、この過疎債をほかの町村にはそれはかえっててこな

いわけですから、あさぎり町にはかえっててきますが。何とかですねその辺をできないかなあと

いうふうに思いますが、非常に全国的にも例は少ないと思いますが、何かこうプロジェクトチー

ムでも立ち上げてですね、何かを検討をしていただけないかなというふうにお尋ねをいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。これまで過疎債を活用していた部分に関してが今度は別のメニュ

ーを考えなければいけないということになりますので、非常に財政的にも厳しいものになるんじ

ゃないかなというふうには考えます。そして若い人をですね、もう縛りつけてでも地元に残した

いっていうところは私はちょっとどうかなと思います。やはり、私も出ようと思った１番の原因

というのは、親元を離れたいというのが１番の思いでですね、やっぱり自分としての可能性を試
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してみたいとか、そういった思いもあったものですから、そういった思いを持った若い人もいる

と思いますが。ですから、どうしても残って欲しいという気持ちはありますけれども、ただ、一

人一人の可能性というものは、チャレンジして欲しいというふうに思います。ですから、やはり

今後ともその若い人の夢を実現させる、残っている人の若い人ですね。実現するためにはですね、

例えば挑戦する環境の提供、例えば起業、創業そして事業承継。こういった事業に関しての資金

援助であったり、そして新規就業の支援であったり、そして奨学金の返済支援であったり。こう

いったものでバックアップはしていきたいというふうに考えているところであります。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。私も縛りつけようという考えは毛頭なくてですね、魅力ある

まちづくりをして本人さんたちが自主的に地元に残る。環境づくりで縛りつける考えは一切あり

ませんのでその辺はお間違いのないようにしていただきたいと思います。環境をよくする。自ら

あさぎり町はいい町だな、残ろうという環境づくりで何回も言いますが、縛り付ける考えは元々

ないんです。そういうことでですね、できればもう何回も言いますが危機的状況です、この数字

は本当に。大胆な発想をしないと今の国の政策、県の政策通りずっと行っても、これは益々この

今の表、来年はもっと響いてですね、このままではいけないので、何か縛りつけないで環境をよ

くしようという考えで御質問をしたわけでございます。それから次に進ませていただきます。次

に物価高騰対策について、昨年、物価高騰対策としてまだ継続中のものもありますが、多くの対

策を実施されました。内容は、昨日皆越議員からありました生活応援券の交付事業、それから飼

料等高騰対策事業、商工会補助事業、多くの支援事業でした。生活応援交付事業では、５月には

ですね、商店街がですね、駐車場はないぐらいいっぱいでした。非常に賑わっておりました。町

民の方また事業者の方も大変こう喜んでおられました。他町村の方からはですね、あさぎり町は

いいですねという声をたくさん聞きました。昨年あさぎり町に引っ越してこられ土地を購入され

家を新築された方はですね、本当にあさぎり町に来てよかったと何度も言われました。今回の本

町のですね物価対策は本当に好評でありました。県下でもですね、農業面や商工面から見ても充

実した対策で、どこの自治体と比較してもですね、引けをとらない、なかったというふうに思っ

ております。今回の物価対策をですね、どのように評価をされておられるのかをまずはお尋ねを

いたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。大変喜んで頂いたというふうに伺っております。今後の対応とし

てはですね、やはり国の動きに合わせたところでまた再度検討していきたいというふうに思って

いるところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。ありがとうございました。今、新聞テレビ等の報道によりま

すと中東情勢の混乱の長期化に備えて、令和８年の補正予算の規模をですね、３兆１,１３５億円

程度で方向で決まったですね、国のほうでは。７月から９月の電気・ガス料金、ガソリン補助の

継続、自治体の判断で自由に使える重点支援地方交付金ということでした。今回の物価高騰はこ

れくらいではなくですね、飲料から食料、子供から高齢者、障害者の方まで普段の生活について
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影響があるようです。そして特に農業などを事業される方には、生産資材、燃油や肥料、飼料な

どの支援制度拡充が必要だと思われます。それはそれでですね、高くなっても手に入れば良いの

ですが日本に入って来ない物品もたくさんあると聞いております。さらなる物価対策がですね国

だけに任せずにですね、重点支援交付金プラス町の一般財源を加えた支援が必要でないかお尋ね

をいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  企画政策課課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。さらなる支援をということですが、昨年１２月からの

ですね対策が現在進行形で実施しているところというところですので、今回の補正予算について

はですね、６月５日付けで成立をしたところでありますが、まずは、先ほど町長からもありまし

たとおりですね、国の動きに合わせて、さらに、さらなる物価高騰対策ということに関してはで

すね、町の状況等を踏まえる必要ありますけれども、基本的には、国の交付金等を活用しながら

取り組んでいきたいと現時点では考えているところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  加藤議員。 

○議員（２番 加藤 弘 君）  はい。国の結果を見てから支援するということですが、国はもう補

正予算も議決をいたしましたし、方向性も出たと思いますので、その町としての結果も早急に出

されて早めの対策をしていただければと思います。特に農業面についてはですね、生産資材はも

う待ったなしでございますので、早急な対応をしていただきますようによろしくお願いいたしま

す。これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

◎議長（小見田 和行 君）  これで２番 加藤弘議員の一般質問を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  会議の途中ですがここで１０分間休憩いたします。 

 

 

 

  休憩 午前２時２１分 

 

再開 午後２時３３分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に１２番 溝口峰男議員の一般質問です。溝口議員。（議長。）溝

口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。１２番 溝口でございます。今議会最後のですね、大鳥

を務めさせていただきます。質問に入ります前にですね、先の全員協議会で町長にお願い申し上

げておった、アオバハゴロモ。はい。チュウゴクアミガサハゴロモとも言いますが、これが非常

に発生が拡大しておりまして、家庭の樹木や野菜の成長に大きく影響しております。駆除する薬

もないとの情報もありますので、高齢者の方からも消毒ができんかと、そのようなお話も伺って

おります。町においてもですね、現況を把握していただいて、駆除の方法などの正確な情報を町
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のホームページ等でしっかり対応していただきたいなという思いでおります。来年はですね、私

はもっと拡大するんではないのかなというふうに考えますので、しっかりと町民の安心のために

は、情報をしっかり提供していただくようにお願いを申し上げて、通告しております内容に従っ

て、質問に入りたいと思います。まず、町道田駅前通り線及び久鹿二子線、この優先整備につい

て伺いたいと思います。で、平成２１年度からですね、平成２５年度において駅前をあさぎり町

の玄関口として、現在の形に整備されましたが、その後、平成３０年度にあさぎり駅前再開発基

本構想（案）が作成されました。その後また令和４年度にあさぎり駅周辺整備基本構想が作成さ

れております。この基本構想については、後でタブレットで説明を頂きたいと思いますが、それ

からですね４年が経過しております。基本構想の４１ページ４２ページにもありますが、駅前通

り線と久鹿二子線ですね、この整備についても記載があります。しかしながら４年経っておりま

すが、一歩もこう進んでないというのが現状であります。しかしながら、町長の時代に駅前の空

き地ですね民地を購入されております。これはやっぱり整備に伴ってのひとつの手段ではなかっ

たかなと思うわけでありますが。この道路整備につきましても全体整備に合わせて整備する考え

もあるかと思いますが、やはりですね駅前広場は町の顔でありまして、両線は、私は町の活性化

につながる、私は重要な道路ではないのかなあというふうに思います。線路北側住民のポッポー

館利用の利便性は高まりますし、また庁舎に行く町民のですね、くま川鉄道のあの踏切をもう少

し拡幅してあげることでもっともっと利便性はさらに高まってまいるというふうに私は思います。

この整備をした後はですね、このＰＰＰ、ＰＦＩ、これを基本構想の中にもありますが、それを

進めるひとつのきっかけにも私はなるんではないのかなというふうにも思うわけです。ですから、

まずは全体を整備するということには時間を要することは十分わかっておりますので、できると

ころから整備していくことが私は大変重要ではないのかなというふうに思いますので、町長の御

見解をお伺いしたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  まず、チュウゴクアミガサハゴロモにつきましてはですね、来月の広報

紙のほうで注意喚起なりを記事に載せる予定になっているということを伺っております。あさぎ

り駅周辺整備につきましてはですね、合併前の旧免田町の頃から整備を進めていくということで、

非常にこう何回も紆余曲折したわけです。最近ではですね、令和４年３月にあさぎり駅周辺整備

基本構想を策定し、令和６年３月には、あさぎり駅周辺整備ＰＦＩ導入可能性調査業務委託報告

書が取りまとめられております。その報告書結果を踏まえまして、令和７年度には、地域主体型

官民連携によるあさぎり駅前周辺整備に向けたアドバイザリー業務を実施し、人吉球磨管内の事

業者等を主体とした官民連携の仕組みづくりとしてあさぎり町版エリアプラットフォームの設立

に取り組んできたところであります。平成３０年の時に道の駅 駅化構想ということでＪＡとの連

携を試みて、そういった構想がありましたけれども、その当時につきましては、両方の合意に至

らず断念ということで、再度計画を見直そうということで、先ほど議員の質問の中にもありまし

たけれども、全体整備に合わせて改良するということで、道路整備についても今まで伸び伸びと

なってきたわけであります。ただ確かに今の道路事情を見ますと、非常に幅員も狭くて、交通量

も多いということで何らかの改良は必要だなというふうには感じているところでありますので、
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今後、駅前整備とあわせてですね道路改良につきましても、どのような段取りで進めるのかとい

うものに関しましては、協議をさせていただければと思っております。詳細につきましては、担

当課より説明申し上げます。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松商工観光課課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。それではお答えいたします。先ほど溝口議員からもあり

ましたようにこれまで駅前の再開発構想についてはですね、いろいろな経過をたどってきており

ます。先ほど町長の御挨拶にもありましたとおり、平成３０年度にあさぎり駅前再開発基本構想

を策定し、この時には、にぎわいの交流の拠点ということで実施したところでございます。具体

的な中身としては、先ほど町長の挨拶にもありましたとおりＪＡのＡコープ中球磨やＪＡの金融、

あるいは商工会の移転をはじめ防災機能も兼ね備えた再開発の基本構想の内容が示されたところ

でございます。その後、令和４年度におきまして、あさぎり駅前周辺整備基本構想を策定してお

りますが、その当時、スマートウエルネスシティー及びウォーカブルシティーを目指すこととし

ており、具体的には、居心地がよく歩きたくなるまちなかを形成するために取り組まれたもので

ございました。この構想では、あさぎり駅前を中心に東側の町道久鹿二子線までのエリアを４つ

のパターンで再整備する案が示されております。その中で「歩きたくなる まちなか」というコン

セプトが提案されておりましたので、歩車分離のための町道免田駅前通り線の一部を廃止する、

いわゆるポッポー館から東側の町道久鹿二子線へのアクセス道路をなくし、歩道化による整備が

１番良い案としてその当時提案がされたところでございます。その後、令和５年度において、先

ほどもありましたあさぎり駅前周辺整備のＰＦＩ導入可能性調査を実施し、その中で官民共同事

業体の整備を目標に取り組むこととなったところでございます。その中では、まずエリアプラッ

トフォームの組成や、その前段となる官民が連携した任意組織であるエリアプラットフォーム準

備委員会の設立、そしてその中での合同による勉強会や社会実験などが必要であるという提案が

あったところです。また、この駅前周辺整備については、やはり町全体でその周辺整備のプロジ

ェクトを実施していく、機運を高めていくことでこのエリアプラットフォームの成長につなげ、

将来の駅前の再整備を目指すＬＡＢＶの官民共同事業体の母体となる組成を目指す報告内容が令

和５年度において示されたところでございます。その結果を受けて令和７年度において、あさぎ

り駅前周辺整備のアドバイザー業務を委託し、ＬＡＢＶの官民共同体事業の組成に向けて取り組

んでおりまして、その準備委員会でいろいろ検討した内容を踏まえ、今年度に新たなエリアプラ

ットフォームを立ち上げるという段取りで今計画をしているところでございます。以上でござい

ます。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。昨年のですね１２月議会において、同僚議員のあさぎり

駅周辺整備に対する町長の答弁があっております。その答弁は、「これまで幾度となく計画の見

直しを繰り返し、周辺整備は中途半端な整備になった感がある。今後あさぎり町の中心地であり

利便性、安全性を図りながら、活性化に向けて協議していく」という答弁をされております。そ

の後どのような協議をですね、誰とどこまでされて進んでいるのか。今説明があったようにソフ

ト関する事業というのはいろんな形でされておるわけですが、しかしソフトだけが進んでて、
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中々ハード面には手がついてないのが現況であります。そういう状況の中でどのような協議がそ

の後なされたのかを伺います。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。令和７年度においてですね先ほども申し上げましたエリ

アプラットフォームを立ち上げるための準備会というものが、民間組織で立ち上がっております。

その中でいわゆるこの駅前周辺のですね、どのように活性化していくのか、そういったものを意

見を今出されながら、ひとつのビジョンというものが今、示されてきております。これについて

はまだ今後、議会のほうにもですね、そのビジョンをお示ししながら、経過等を説明していきた

いというふうに思っておりますが、そのビジョンをもとにやはり今後、町としてどう整備を進め

ていくのかというのを現在、町長と協議を進めているところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。具体的にポッポー館あるいはそこにあるＡコープであっ

たり、いろんな民間施設があるわけですが、そういう方々との協議がなされているわけではない

ということなんですね。ないですね。そうですか、はい分かりました。先ほど申し上げたように

中途半端な整備というふうに町長が言われておりますが、私はやっぱり「継続は力なり」と申し

上げますが、行政は継続性が重要であるということでこれは４年度の部分については前町長の時

代にされたものなんですけれどもね。それに沿って今、順次こうソフトに対しては、進められて

おるということですが。確認だけいたしておきますが、整備計画、これは今後もですよ、具体的

に進めていくんだという気持ちが強くあるんですか。町長には。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。この駅前整備というのは長年の課題として捉えておりますので、

整備につきましては、続けていきたいというふうに思っています。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい、分かりましたそれでは、しっかりとお願いを申し上げて、

こちらもそれなりのですね立場からは、しっかりと対応して支援を申し上げていきたいというふ

うに思うわけでありますが、資料１の写真を出していただければ、現況のですね駅前の状況を写

真を撮ってきております。これはもう、見ていただければ先ほど町長が言われたように、非常に

混雑する道路でもありますのでお願いをしておきますが。今の現状になったのは、相当昔ですね。

これは整備計画が商工会から示されて、議論を深めてＡ案Ｂ案とかいう議論を町長が現役時代し

てきた内容でありますが、しかしながら提案されたＡ案Ｂ案が、Ｂ案で整備がなされたというの

がもう今の状況です。で、私個人としては、Ａ案をかなり強く推進し、お願いをした当時ありま

すが、しかしながら今考えるとですよ、町長が言われたように中途半端な整備に終わったんじゃ

ないのかなと。やっぱりあの時にもっとやっぱり踏み込んでＡ案でやっとけば、新たな投資がで

すね、物価高騰の折も含めて、非常に事業費が高くなってくる。やはりトップリーダーというの

は私は本当に決断というのは重要になるんだというふうに私は思うんですね。今、あさぎり町に

も駅前のほかにも大きな事業計画が議会にも示されております。町長の任期は、目の前に迫って

いるわけでありますが、やはり議会の意向を十分に尊重していただいてですね、私は、駅前につ
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いても今、道路の問題、非常に交通量が多くて、拡幅あるいは整備の必要性を言われました。こ

ういったことに対して、私は、リーダーシップを発揮していただいてですね、任期中に整備の設

計費ぐらいは、私は、計上していただくような気概はないものかというふうに思うわけでありま

すが、いかがですか。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。実はこのポッポー館前の駅前通りと久鹿二子線につきましては、

合併前の私、建設課におりまして担当していた路線ではございますけれども、要するに駅前通り

につきましては、ここはやはりスピードを落としてもらうためにこういった曲がった道にわざと

したという経緯がございます。そして用地買収の関係でこういった取付けになったわけですけれ

ども、令和４年の計画では真っすぐ、そうですね、駐車場の１番南側を道路が通る路線になって

いたんですけれども、この久鹿二子線との取付けでですね、ちょうどＹ字になるということで非

常に危険性が高いということから、ちょっと道路改良については、渋ったという経緯があります。

やはり、こういった交差点を作るということは、警察署との協議も必要ですので、そういった機

関との意見も聞きながら、道路の線形については、今後も検討したいというふうに思っていると

ころであります。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。整備計画もこのタブレットの中に入れていただきたいと

いうふうにお願いして入れてあります。これについて今、町長の説明があっておりますが、基本

計画の整備計画の中で説明頂けますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。ただいま資料、資料といいますかタブレットでお送りし

ておりますが、これは令和４年度に駅前の周辺整備のウォーカブルエリアと全体構成ということ

で示された資料となっております。先ほど町長が申し上げましたのは、このポッポー館の真南に

ですね、ちょっと図面ではちょっと示しが入っておりませんが、石倉の北側の部分からサンロー

ド側に抜ける道のことを話をされておりました。そこが町道久鹿二子線の接続の部分でＹ字にな

るために、そこが危険であるということから、この路線の接続については検討を要するというこ

とで町長のほうから答弁があったところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  資料はみんな来ましたでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  ちょっと暫時休憩いたします。 

 

 

 

  休憩 午後２時５６分 

 

再開 午後３時０６分 
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◎議長（小見田 和行 君）  暫時休憩前に引き続き会議を再開いたします。沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。大変失礼いたしました。タブレットの資料に溝口議員が

おっしゃってるページ数が入ってなかったということで、改めて御説明を申し上げたいと思いま

す。資料４１ページにあります「整備のイメージ展開」という資料になりますが、４つのパター

ンで整備計画（案）が示されております。まず①、ほぼ現状の配置で駅前広場を再整備した場合

ということですけども、この評価につきましては、総合評価としては、Ｄランクがつけられてお

ります。やはり現状のままですとその機能性あるいは利便性が向上しないという評価になってま

す。次にその右隣ですが、②駅前広場と駐車場の配置を入れ替えるパターンということで示され

てる案でございますが、通常、交差点改良が終わったＡコープの真南側にあります駐車場兼芝生

広場、こちらを駐車場に変更し、ポッポー館の東側にある現在の駐車場を広場に切り替える、変

更するという案でございますが、これについては、総合評価としましては、Ｃランクがつけられ

ております。次に４２ページ目を御覧頂きたいと思いますが、③の駅前広場と駐車場の配置入替

え及び町道の一部廃止歩道化という案でございますが、先ほどのＡコープ南側の芝生広場の部分

を駐車場としつつ、ポッポー館の東側の駐車場部分を公園化する広場として使用するという案で

ございますが、これは歩行者専用の歩道を整備するということで車道を廃止する案でございます

が、これについては、ウォーカブルシティーのコンセプトにマッチしているということでいわゆ

る総合評価はＡランクがつけられております。最後に④の駅前広場と駐車場の配置入替え及び町

道の移設という、先ほど町長のほうから御説明がありましたパターンになりますが、いわゆるポ

ッポー館の南側の現在スピードを制限するための曲線を描く町道の部分をＡコープ側からサンロ

ード側に直線で結び、町道の久鹿二子線に連結するという案で示されたものですが、これは先ほ

ど町長の御挨拶にもありましたとおりＹ字型になるということでやはりここは警察署の許可が得

られないという、そういった御意見だったということでございます。これについては、総合評価

としてはＢランクということで評価が出されているところでございます。以上でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。今御説明がありました広場の入替えについてはいろんな

意見がありますので簡単にいくべきもんじゃないんじゃないかなと思いますが道路についてはで

すね、私は、Ｙ字型の解消はできるというふうに思います。少なくとも全体を１度にやるという

ことは中々難しい面があるんで、だからこそこの道路の部分からやったほうがいいんじゃないで

しょうかねっていう話を今してるわけです。このＢ評価の部分の道路のつけ方が私はいいんじゃ

ないのかなというふうに思います。しかしながら、これは議員の皆さん方の意見もそれぞれある

と思いますので、そういった意見集約をですね、やっぱり早急にやっぱりされたほうがいいんじ

ゃないのかなと。そして何から進めたほうがいいのか、優先順位をやっぱり決めていただかない

と、これはまた何年経ってもですよ、何も進まんような状況になるんじゃないのかなというふう

に思うんですが、どうですか。町長。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  ただ、この令和４年の基本構想というものにＰＰＰ／ＰＦＩの可能性調

査ということで、含まれているということでその流れで今もこう来ているという状況ではござい
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ます。ですから、ある程度の結果といいますか、ＰＰＰの可能性調査の結果というものを踏まえ

たところでの町の判断というもので決めていきたいというふうに思うところであります。非常に

本当、長くかかっておりますけれども、本当、この駅前が生活しやすい環境のいい場所になるよ

うにですね、整備は、続けていきたいというふうに思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  財政課長お伺いしますがＰＦＩ／ＰＰＰ、この道路の整備にそ

れは該当しますか。できるんですかね、道路整備だけで。 

◎議長（小見田 和行 君）  暫時休憩いたします。 

 

 

 

  休憩 午後３時１２分 

 

再開 午後３時１３分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  暫時休憩前に引き続き会議を再開いたします。中村財政課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  はい。お答えいたします。先ほどの御質問に対しまして、制度上は

ですね、道路についてもＰＰＰ／ＰＦＩの事業の対象にはなると思いますけれども、この駅前に

つきましては、そこに民間の資金が投入されることによって民間に利益が送致されるかという点

でですね、かなり難しいものがあると思いますので、この駅前にあたってはですね、やはり道路

整備までというのは、現時点では難しいのかなというふうに考えております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。分かりました。そういうことですので進みやすいんじゃ

ないでしょうかね。町長。はい。 

◎議長（小見田 和行 君）  はい、町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。そうですね、ＰＰＰ／ＰＦＩから外すといいましても、ただ構想

的にはこの道路も含めたところの構想になってると思います。そしてようやく、くま川鉄道も全

線開通いたしましたので踏切拡幅工事も含めてですね、検討したいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。なるべく早く手をつけてくださいね。はい。それでは通

告してあります２番目に入りますが、私は、これは２回目の質問です。ハナミズキのシンボルロ

ードを魅力あるロードにするための整備について伺うわけでありますが、このシンボルロードは、

平成元年に第１工区１,５００メーターが完成いたしました。第三セクターくま川鉄道が運行開始

をした年でもあります。しかしながらですね、私も上村議会に在籍しておりましたが、なぜハナ

ミズキになったのかという議論をですね議会でした記憶がないんですよ。申し訳ないんですが。

ですから、何かハナミズキでならなきゃならなかった理由がですよ、分かれば逆に教えていただ
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きたいんですが。どなたか分かりますか。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。私たちのほうでは中々把握しておりませんが、旧上村側のシンボ

ルロードと免田川のシンボルロードがあるかと思いますけど、実は免田川のシンボルロードも桜

を植えたんですけれども、やはりテングス病とかで、もう大分伐採して、そして紅葉に変えたと

いう記憶がございます。やはり河川敷の土壌ということで、非常に桜の成長には厳しいのかなと

いう面も、その当時管理された方から伺った記憶がございます。ですから、ハナミズキについて

はちょっと分かりません。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。当時の担当が議員におるようでございますので後ほど個

別にお伺いしたいと思いますが、私は、前回はですね、枯れたハナミズキがたくさんあったんで

補植して欲しいと。その補植は、桜でお願いしたいっていう話をしましたが、残念ながらハナミ

ズキの補植でした。しかしながら資料の位置にありますように、桜はですね、シンボルロードの

入り口、ちょうど国道から入っていくわけですがそこはずーっと桜はいっぱいです。反対のほう

もですね、一部桜があって、それからおかどめ幸福駅までずっと桜がこう。桜もですね、所々は

あるんですよシンボルロード。育ってます。うん。ですから、なぜハナミズキなんだっていうの

が私はずっと疑問に思って、これだけの年数が経っておればですね、私は桜の街道が１,５００メ

ーターすばらしいものになってるというふうに思う。水上よりすごいものがなってるんじゃない

のかなというぐらいあるんですけれども。だからこそ、もう１回検討していただければ、もっと

魅力のあるシンボルロードになるんじゃないのかなって。町のですね、パンフレット等いっぱい

あって私も全部こう調べてみましたが、岡留やそれから、これは、このパンフレットはですね、

岡留公園の桜と白髪岳の樹氷と麓城の紅葉、球磨川の清流、どれひとつ見てもシンボルロードは

載ってないんですたいね。載ってないということは魅力がないから載ってないんじゃないのかな

と思うんですが商工観光課長、なぜ載ってないんですか。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい確かにですね、町の観光パンフレットには、紅葉といえば

麓城祉、それから初夏になりますと花菖蒲、そういった花をメインとか色合いのきれいなものを

極力選ぶようにはしておりまして、ハナミズキもですね、実際どういった花が咲くのかも、ちょ

っと私も見たことがないところで、その免田川に咲くハナミズキのイメージがちょっとないって

いうところが正直なところです。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  ですもんね。ハナミズキを見に行こうっていう人たちは誰もお

んならんとですよ。だから、せっかくの毎年毎年、何百万もかけて道路の草刈りもしていただい

て、本当に散策の道でもあるし、ジョギングしておる人たちもおられます。もっとですね、あそ

こを使う人たちが増えてくれば、これから計画があっておる石田橋の問題にしても、あの辺の周

辺の跡地のですね庁舎跡地の活用。そういったことも一体的に私は本当に夢を描けるんじゃない

のかなあというふうに思うんですよ。だから前回の石田橋の問題についても、もうひとつだけに
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考え方を集中して結論出すんじゃなくて、じゃそれをすればどういう効果が全体にあらわれてく

るか。そういうことも考えたところでやっぱりもう１回検討しましょうよ、っていう話になって

るんで、そのためには、このシンボルロードというのは私は非常に重要な役割を果たすんじゃな

いのかなというふうに思うんです。今、古参の竹がもう本当に両岸いっぱいです。古参を取る人

たちがもう本当にもう喜んでおられますが、いかんせんシンボルロードを渡る人が免田川を見る

ことはできない状況ですもんね。だからやっぱり竹林ももっと整備をして、今度、地域おこし協

力隊が竹林で参加されますが、ああいう方々の知恵を借りたりして、あの竹林もしっかりと私は

整備をすると桜とあわせて古参竹道路も、私は生まれ変わる。何か夢のあるような話をやっぱり

していかにゃいかんとじゃないのかなというふうに思うんですよ。町長。町長もやっぱりそうい

う地域の皆さん方が町民が将来こういう町いいよね。そういう焼酎飲みの座でも話ができるよう

な夢物語をですね、私はつくっていただきたいなというふうに思うわけです。ですから、思い切

ってですよ再検討していただければ、私は苗木さえ準備されればですよ、私は町民の皆さん方が

参加して、植えることは私は簡単にできるというふうに思います。やっぱりみんなで力をして知

恵を出せば、方法あるんじゃないのかなと思いますんで、再検討して私はそのハナミズキの植え

られた目的は分かりませんからですね、何かがあったんじゃないかなと思いますが、私はそれ以

上に桜のほうは、効果があるというふうに思っておりますので質問しておりますが、いかがでし

ょうかね。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。桜もですね、葉っぱが散るということでやはり河川敷近くの畑の

所有者の方からの意見等も聞いてですね、ちょっと考えてみたいと思いますけれども。ハナミズ

キにつきましてはですね、南稜高校の前の県道沿いはずっと植樹帯はハナミズキになっておりま

す。商工観光課長は花は知らないと言いましたけれども、歌にありますとおり、薄紅色の花が咲

くハナミズキですので、担当課ともちょっと現地を見ながらでも検討してみたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。今回、くま川鉄道全線開通を記念してですね、おかどめ

幸福駅から麓までシャトルバスで事業計画がありますという話をさっきの議会答弁でなされてま

したね。あれは継続される計画なんですか。もう単発で終わるんですか。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。今回、くま川鉄道全線開通記念ということで初めてそう

いった取組をさせていただきますが、この取組によって効果を見ながらですね、令和９年度以降

の取組についても検討していきたいとは思っておるところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

◎議長（小見田 和行 君）  おかどめ幸福駅もですね、桜の本数が増えていきよりおります。この

間植樹、どこが記念植樹をというお話でありましたが、そういうふうにして、やはり国の花です

からね、非常に私はいいことだと思います。ですから幸福駅を岡留公園、そして谷水薬師、麓城、

そこを結ぶ重要な私は路線として活用できるシンボルロードですから、是非是非ですね、そうい

った大きな事業も継続していただいて、シャトルバスじゃなくてシンボルロードが使って、そう
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いう事業展開ができるようにもう１回なんか検討していただければいいかなというふうに思って

おります。よろしくお願い申し上げて、もう時間がありませんので最後の質問に入りますが、３

つ目は大谷選手がグローブを各小学校に贈呈しました。これは２０２３年末ですね。約２万個の

小学校だそうでございますが、ジュニア用のグローブ３個寄贈されましたが、その大谷選手のメ

ッセージが添えられております。そのメッセージはですね、「このグローブが次の世代に夢を与

え、勇気づけるシンボルになってほしい」と、ひとつ。２つが「将来一緒に野球ができることを

楽しみにしています」、もうひとつは、「野球しようぜ」ってという言葉が添えられて、おるわ

けですね。各学校の利活用と子供たちにどのような効果がもたらされたのか、伺います。山内教

育課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。このグローブはですね、各小学校に議員言われましたようにジ

ュニア用のグローブということで右利き用が２個と左利き用が１個と、合計３個を寄贈されてお

ります。今回のグローブの寄贈は、これを見た子供たちの励みになったり、野球とか運動への関

心を高めたり、それぞれ小学校を地域に前向きな話題をもたらすといった効果があったと思いま

す。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。資料２の写真をお願いします。これが今説明あったグロ

ーブですね。これはある小学校の先生方がおられる教室にありました。保管してありました。こ

のような、他の学校全部がこうなのか私は調べておりませんが、これ１校だけです。どうなんで

しょうか。教育長。現在、このグローブは子供たちが、どのように使って、今言われたような効

果が本当に出てきてるんですか。 

◎議長（小見田 和行 君）  教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。まずこう寄贈されるっていうことで、もう日本中というか、私

ちょっと教育委員会にいたんですけども、もう相当なニュースで小学校も早く届かないかなって

もう首を長くして待ってるという状況でした。おっしゃるとおり２０２３年の１２月から４月ぐ

らいにかけて順次配送されたんですが、全部の子供たちがやっぱ興味津々だったので、全部の子

供たちが触れるようにっていうことで、それぞれの学校全てではないと思いますけど、大体各ク

ラスを回しながら、みんなが手に取るチャンスをまずはできるようにっていうふうに計画されて、

扱われたと思います。その後は、使いたい人っていうことで申出があれば子供たちに随時貸出し

て昼休みとかに遊ぶという状況で今取り組まれてるというふうにあさぎり町のほうでは確認して

るところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  このメッセージのですね、将来に一緒に野球ができることを楽

しみにしている。野球やろうぜ、というメッセージ。これは今、子供たちに伝わって、これ今の

お話聞いてると、メッセージが中々子供たちに伝わってるのかなあという思いは今したわけです

が。ある小学校をですね、ちょっとした記事を見させていただきましたが、やっぱり足らない部

分は、周りから応援してやって、やっぱり野球ができるような形にして、したら非常に子供たち

がもう休み時間もそれに熱中して、対外試合、対外試合といいますか。地域の年配の方々と交流
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試合をして、優勝したっていう記事が載ってましたが、なるほどそういう学校もあるんだなあと。

やっぱりこのグローブを使ってしっかりと効果が出てるんだなあという思いはしたんですけれど

も。確かにこの３つだけではですね、中々非常に難しい面があるんじゃないのかなと思いますが。

先ほどから言ってるようにメッセージどおりの効果っていうのが、本当にこう出てるのかなあと

いうのをこの学校で職員室で保管してあるのを見た時にそう思ったんです。どうですか、その辺

は。 

◎議長（小見田 和行 君）  教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。ある学校は玄関のところに置いてあるという、町内もですね、

あります。職員室に置いてあるということで子供たちが職員数に入室をするので、目にする機会

は多いかと思いますが、野球しようぜっていうメッセージがどれぐらい通ってるかっていうのは、

もう４年ぐらい経ってますけども、その当時からするとですね、随分薄らいでいる部分はあるの

かなというふうには思っているところです。ただ当時この寄附をされるということで、その心持

ちというかですね。っていうのはこの野球そのものもですけども、そういった日本全国の小学生

にプレゼントをするっていう心持ちっていう、大谷選手の心についても随分子供たちは学ばせて

いただいたというふうに思います。また目標を達成するまでに曼荼羅図で自分の計画をずっと成

し遂げていったというのがありますけども、そういったことを学校の中の学校教育目標の中で組

立ててされたり、クラスの中でそういうのを子供たちとつくって、学級目標をつくり上げていこ

うとか、そういったグローブに限らず、大谷選手に取り組まれてる気持ちとか歩んできた足跡は

随分こう波及しているんじゃないかなというふうに思ってるところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。せっかくですね大谷選手の思いがやっぱり１人でも多く

の子供たちに伝わって、子供たちも１年１年成長していきますし、また小学校に入ってくる卒業

もしていく。ですから、これ常々そういう教育・指導というのかな、それは継続していかないと

意味がありませんからですね。あと子供たちが入ってきてそういう教えがなかったら、何だこれ

って。誰のグローブっていう話になるんで、そうならないような形でしっかりと御指導をお願い

したいというふうに思います。よろしいですかね。 

◎議長（小見田 和行 君）  教育長。 

●教育長（椎葉 勇二 君）  はい。もうまさしくおっしゃるとおりと思います。熱がやっぱだんだ

ん冷めてきたり、あるいはこう入ってくる本当１年生とか２年生とか３年生とか、もう大谷選手

自体を知らないお子さんもいたりするかもしれませんので、いま１度とみんなで温め直してです

ね、思いも含めていろんなことを学んでいきたいなというふうに思うところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。先ほどから「継続は力なり」という話をしておりますが、

昨日の一般質問でも町長に対して厳しい質問が出ておりましたね。リーダーシップの問題それか

らコンサルの問題出ておりましたが、やはりそれぞれがいろんな企画をされて重要案件が出てお

ります。それが「絵にかいたもち」にならん事ですね。是非具体化するように、一歩でも二歩で

も前進するように、任期中に全部ができるわけじゃありませんが、きっかけはやっぱりできると
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思うんですね。その目標に向かって是非頑張っていただきたいし、また是非、自分で企画された

計画された、そういう基本構想実現できるようにですね、今後も頑張っていただくようにお願い

を申し上げたいと思いますが、その辺の決意を聞いておきたいというふうに思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。そうですね、ほんとまだ重要課題がたくさん山積している中で

中々前に進まないという状況が多くあるということですので、ひとつずつではございますけれど

も、前進できるように頑張っていきたいと思いますので、また皆様方の御理解・御協力のほどを

お願い申し上げます。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。石田橋にちなんで石橋をたたいてもっていう話はずっと

ありますが、今度たたいてもたたいても今度は進んで頂くように、はい。１回たたけば一歩進む

というようにお願いを申し上げて、一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

◎議長（小見田 和行 君）  これで１２番 溝口峰男議員の一般質問を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  お諮りします。明日１１日は、休会にしたいと思います。御異議あり

ませんか。異議なしと認めます。したがって明日１１日は、休会とすることに決定しました。 

◎議長（小見田 和行 君）  以上で本日の日程は、全部終了しました。本日はこれで散会します。 

●議会事務局長（髙田 真之 君）  御起立ください。礼。 

 

 

 

午後３時３７分 散会 
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議事日程（第４号） 

 

日程第 １  議案第 ２号 あさぎり町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特

定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例及

びあさぎり町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ２  議案第 ３号 令和 8年度あさぎり町一般会計補正予算（第 1号）について  

日程第 ３  議案第 ４号 令和 8年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第 1号）について 

日程第 ４  議案第 ５号 令和 8年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算（第 1号） 

について 

日程第 ５  議案第 ６号 令和 8年度あさぎり町水道事業会計補正予算（第 1号）に 

ついて 

日程第 ６  議案第 ７号 あさぎり町立学校学習者用コンピュータの買入れについて 

日程第 ７  議案第 ８号 5災補道第 2号 町道立野線災害復旧（地すべり）工事請負 

契約の締結について 

日程第 ８  議案第 ９号 6災道 215号 町道立野線災害復旧工事（Ｕ工区）請負変更 

契約の締結について 

日程第 ９  諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第１０  諮問第 ２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第１１  報告第 ７号 令和 7年度繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告について 

日程第１２  報告第 ８号 令和 7年度事故繰越計算書（一般会計）の報告について 

日程第１３  報告第 ９号 専決処分した和解及び損害賠償の額を定めることの報告に 

              ついて 

日程第１４  報告第１０号 専決処分した和解及び損害賠償の額を定めることの報告に 

ついて 

日程第１５         議員派遣の件について 

 

 

 

本日の会議に付した事件 

 

日程第 １  議案第 ２号 あさぎり町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特

定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例及

びあさぎり町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ２  議案第 ３号 令和 8年度あさぎり町一般会計補正予算（第 1号）について  
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日程第 ３  議案第 ４号 令和 8年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第 1号）について 

日程第 ４  議案第 ５号 令和 8年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算（第 1号） 

について 

日程第 ５  議案第 ６号 令和 8年度あさぎり町水道事業会計補正予算（第 1号）に 

ついて 

日程第 ６  議案第 ７号 あさぎり町立学校学習者用コンピュータの買入れについて 

日程第 ７  議案第 ８号 5災補道第 2号 町道立野線災害復旧（地すべり）工事請負 

契約の締結について 

日程第 ８  議案第 ９号 6災道 215号 町道立野線災害復旧工事（Ｕ工区）請負変更 

契約の締結について 

日程第 ９  諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第１０  諮問第 ２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第１１  報告第 ７号 令和 7年度繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告について 

日程第１２  報告第 ８号 令和 7年度事故繰越計算書（一般会計）の報告について 

日程第１３  報告第 ９号 専決処分した和解及び損害賠償の額を定めることの報告に 

              ついて 

日程第１４  報告第１０号 専決処分した和解及び損害賠償の額を定めることの報告に 

ついて 

日程第１５         議員派遣の件について 

 

 

 

 

午前１０時００分 開 会 

 

 

 

●議会事務局長（髙田 真之 君）  御起立ください。礼。御着席ください。 

◎議長（小見田 和行 君）  ただいまの出席議員は１４人です。定足数に達していますのでこれか

ら本日の会議を開きます。本日の議事日程は、御手元に配付のとおりです。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１、議案第２号 あさぎり町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例及びあさぎり

町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  改めまして、おはようございます。本日もよろしくお願いいたします。

議案第２号 あさぎり町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支

援施設等の運営に関する基準を定める条例及びあさぎり町家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について提案いたします。提案理由を申し上
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げます。児童福祉法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整

備等に関する内閣府令の制定に伴い、本条例の一部を改正する必要がある。よって地方自治法第

９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるため提出するものです。詳細につきまし

ては、担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決頂きますようよろしくお願いいた

します。 

◎議長（小見田 和行 君）  緒方生活福祉課課長。 

●生活福祉課長（緒方 理恵 さん）  それでは、議案第２号につきまして御説明いたします。今回

の改正につきましては、国において満３歳以上限定小規模保育事業という新しい保育の仕組みを

法律に位置づけ、これに合わせて内閣府令が改正されたため、本町の関連します２件の条例につ

いて改正を行うものです。主な改正内容につきまして、新旧対照表にて説明をさせていただきま

す。１２ページをお願いします。１件目の条例でございます。第２条の定義の規定でございます

が、小規模保育事業を満３歳未満等小規模保育事業に改め、満３歳以上限定小規模保育事業の定

義を新たに設け、また教育認定子ども、満３歳以上保育認定子ども、保育認定子どもの定義を追

加しております。１９ページをお願いします。第３７条は、利用定員の規定になりますが、次の

２０ページの第３項におきまして、満３歳以上限定小規模保育事業者は、法第１９条第２号に掲

げる子どもに係る利用定員を定める規定を新たに設けております。第３９条です。第３項から次

のページ２１ページの第５項におきましては、満３歳以上限定小規模保育事業者について、申込

みが定員超過の場合の選考規定、連携施設に関する特例を整備しております。２７ページをお願

いします。第５１条の２におきまして、満３歳以上限定小規模保育事業者が教育認定子どもに特

別利用地域型保育を提供する場合の基準を新たに設けております。３０ページをお願いします。

２件目の条例です。第６条でございますが、連携施設の確保に関する規定を見直し、３１ページ

の下から２行目 第２７条におきましては、小規模保育事業Ｂ型、Ｃ型から満３歳以上限定小規模

保育事業を除く旨を追記し、小規模保育事業の区分を定め、３２ページの第２９条第２項第３号

では、満３歳以上４歳に満たない児童の保育士の配置基準を改めています。同じページの中ほど、

附則第３条の連携施設に関する経過措置として、連携施設確保に係る経過措置の対象から満３歳

以上限定小規模保育事業者を除くこと、としております。１１ページをお願いします。下から２

行目、ただいま説明いたしました２件の条例の附則です。この条例は公布の日から施行すること

としております。以上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あ

りませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第２号を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立多数です。したがって、議案

第２号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第２、議案第３号 令和８年度あさぎり町一般会計補正予算（第

１号）についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第３号 令和８年度あさぎり町一般会計補正予算（第１号）につい

て提案いたします。令和８年度あさぎり町の一般会計補正予算（第１号）は次に定めるところに



- 105 - 

よる。第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億５０９万６,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２０億２,７６１万４,０００円とするものでございます。

詳細につきましては、担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決頂きますようよろ

しくお願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  中村財政課課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  それでは議案第３号について御説明申し上げます。２ページの続き

を読み上げます。第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。第２条 債務負担行為の追加は

「第２ 表債務負担行為補正」による。第３条 地方債の変更は「第３表 地方債補正」による。６

ページをお願いいたします。第２表 債務負担行為補正です。起債の事業につきまして、債務負担

行為の追加をするものです。詳細につきましては、担当課より説明いたします。次のページをお

願いいたします。第３表 地方債補正です。起債の事業につきまして、起債限度額の変更をお願い

するものです。詳細につきましては、担当課より説明いたします。続いて１０ページをお願いい

たします。歳入です。財政課所管分につきまして御説明いたします。１枠目の目１地方交付税の

普通交付税３,０９７万５,０００円の増額につきましては、今回の補正予算の財源調整によるも

のです。特別交付税１,２３７万５,０００円の増額につきましては、本補正予算に計上しており

ます、地域おこし協力隊に要する経費の財源分となります。以上で財政課所管分の説明を終わり

ます。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井総務課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。それでは、総務課所管分につきまして説明いたします。１０

ページをお願いします。歳入でございますが２枠目の目１総務費国庫補助金 節３防犯対策費補助

金につきまして、老朽危険空き家の除却事業に係る補助金の内示により減額するものでございま

す。次の１１ページをお願いします。２枠目の目２一般寄附金につきまして遺贈寄附の申出があ

っておりますので、予算計上するものでございます。続きまして歳出でございますが、今回の補

正では、一般職の給与費につきまして、本年４月１日の人事異動による科目間または会計間の組

替え、並びに諸手当における支給要件の変動などによる所要額を補正するものでありますので、

各科目での給与費の説明は省略させていただきます。また、特別会計におきましても同様の補正

についての説明は省略させていただきます。それでは、１４ページをお願いします。目１２防犯

対策費 節１８負担金補助及び交付金で、老朽危険空き家除却促進事業補助金につきまして、歳入

で申し上げましたが補助金が減額するとなったことにあわせまして当初予算では、５件分を計上

しておりましたが３件分に減額するものでございます。次の多良木地区少年補導員活動助成金に

つきましては、少年補導員の活動費に対しまして、令和８年度から新たに助成するものとして計

上するものです。２４ページをお願いします。１枠目の目３防災施設費 節１４工事請負費につき

まして、防火水槽の撤去工事を追加するものでございます。２７ページをお願いします。給与費

明細でございますが、特別職におきましては共済費の負担率の改正により減額となりまして、補

正額につきましては、比較の欄のとおりでございます。次の２８ページをお願いします。一般職

におきましては、４月の人事異動による会計間の組替え、諸手当における支給要件の変動等によ
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る所要額の補正でありまして、補正額につきましては、各表の比較の欄のとおりでございます。

次の２９ページをお願いします。会計年度任用職員におきましては、主なものとしまして勤務体

制を確保するために、生活福祉課で継続して任用する１名分の増額でありまして、補正額につき

ましては、各表の比較の欄のとおりでございます。次の３０ページをお願いします。今回の給与

費の補正につきましては、人事異動などによるものでありますので増減理由としましては、その

他の増減分に区分するものでございます。以上で総務課所管分の説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江企画政策課課長。 

●企画政策課長（万江 幸一朗 君）  はい。それでは、企画政策課所管分について御説明を申し上

げます。１１ページをお願いいたします。歳入になります。３枠目、目２まちづくり基金繰入金

は、２枠目の一般寄附金を歳出の目１４基金費において一旦全額を積立てますが、そのうち５０

０万円を繰入れ、教育課所管分の事業へ充当をするものです。１４ページをお願いします。歳出

になります。目７企画振興費 節１２委託料の地域おこし協力隊活動支援委託料は、有機農業にお

ける事業を承継をする中でバイオ炭等を活用した栽培の実践、あわせて地域脱炭素事業の推進等

を担う人材として計上をするものです。また目１４基金費 節２４積立金のまちづくり基金積立金

につきましては、歳入でも説明しましたが一般寄附金を積み立てるものです。以上で企画政策課

所管分の説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  荒川町民課課長。 

●町民課長（荒川 誠一 君）  それでは、町民課所管分について説明いたします。１８ページをお

願いいたします。歳出になります。２枠目、目３環境保全費、次のページをお願いいたします。

節１２委託料の指定ごみ袋取扱い業務委託料ですが、中東情勢の緊迫化に伴います原材料の高騰

や入荷制限等により仕入価格が大幅に高騰しており、販売価格との差額分を追加補正するもので

す。以上で町民課所管分の説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  緒方生活福祉課課長。 

●生活福祉課長（緒方 理恵 さん）  生活福祉課所管分の補正予算について説明させていただきま

す。まず歳入です。１０ページをお願いします。２枠目の２段目、目２ 節２ 説明の障害者総合

支援事業費補助金は、障害福祉サービス費等の報酬改定に伴うシステム改修費、その下の地域診

療情報連携推進費補助金は、医療費助成のオンラインによる資格確認に対応するためのシステム

改修費、それぞれの費用に対する国の補助金を計上しております。次に歳出です。１６ページを

お願いします。３段目の目４ 節１から節８まで会計年度任用職員１名分の予算を増額補正するも

のです。１７ページをお願いします。１枠目の１行目、節１２障害福祉サービス等自立支援医療、

重心医療の各システムに対する改修委託料を計上しております。同じく１７ページの２枠目です。

目３、目４に計上しています節１２の委託料は、子ども医療システム、ひとり親医療システムの

改修委託料を計上するものです。１８ページをお願いします。１枠目の目１ 節８ 説明の費用弁

償は、会計年度任用職員の通勤手当を増額補正するものです。以上で生活福祉課所管分の説明を

終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  尾方高齢福祉課課長。 

●高齢福祉課長（尾方 圭 君）  それでは、高齢福祉課所管分について説明いたします。１６ペー
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ジをお願いします。目２老人福祉費 節２７の介護保険特別会計繰出金は、介護保険制度改正に伴

い、令和８年８月以降の対応についてシステム改修を行うもので、町負担分５０％分を介護保険

特別会計に繰り出すものです。以上で高齢福祉課所管分の説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹健康推進課課長。 

●健康推進課長（中竹 健次 君）  はい。それでは、健康推進課所管分について説明をいたします。

１６ページをお願いいたします。歳出です。２枠目、目２老人福祉費 節２７繰出金は、後期高齢

者医療制度では、令和８年７月３１日までの暫定的な運用としてマイナ保険証の有無にかかわら

ず全ての被保険者に資格確認書を職権で交付していますが、令和８年８月以降は８４歳以下の被

保険者でマイナ保険証を保持していない被保険者と８５歳以上の全ての被保険者について暫定措

置が延長させされるため、資格確認書を交付する郵送料を後期高齢者医療特別会計へ繰り出すも

のです。以上で健康推進課所管分の説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本農林振興課課長。 

●農林振興課長（橋本 英樹 君）  はい。農林振興課所管分につきまして、歳入から説明いたしま

す。１０ページをお願いいたします。４枠目、目４農林水産事業費県補助金 説明 事業名 地域特

産物産地づくり支援対策事業費補助金、その下、くまもと土地利用型農業競争力強化緊急支援事

業費補助金、その下、地域農業構造転換支援事業補助金は、本年度の計画承認申請に対しまして

内報または内示を受けたことにより計上するもので、その下、水利施設管理強化事業補助金は、

土地改良区の申請により計上するものです。１１ページをお願いします。３枠目２段目、目１０

林業振興基金繰入金は、町内事業事業体から申請を受けたことにより計上するものです。１２ペ

ージをお願いします。目４農林水産業債は、本年度実施するよう用悪水路沈砂池測量設計に係る

もので、緊急自然災害防止対策事業債の同意を得たことにより計上するものです。１４ページを

お願いします。歳出について説明いたします。５段目、目１４基金費 説明２行目 森林環境譲与

税基金積立金は、令和７年度に実施しました森林環境譲与税活用事業におきまして、補助金の精

算により贈与税の過充当分を積み立てるものです。２０ページをお願いします。２段目、目４農

業振興費 説明１行目 農業施設機械整備補助金は、令和８年度の要望額に対しまして、当初予算

の不足額を増額補正するものです。その下、地域特産物産地づくり支援対策事業費補助金は、県

補助金と受益者負担金で実施する事業で、県補助金を受入れ同額を支出するものです。事業では

あさぎり薬草合同会社におきまして、薬草洗浄機、洗浄用ポンプ各４台が更新されます。目５農

業経営基盤強化促進対策事業費 説明 地域農業構造転換支援事業補助金は、国補助金と受益者負

担金で実施する事業で、国補助金を受入れ同額を支出するものです。事業では、６戸の農家にお

きましてアタッチメントを含むトラクター２台、コンバイン３台、田植機１台の導入とライスセ

ンターが整備されます。目７水田農業経営確立対策事業費 説明 熊本土地利用型農業競争力強化

緊急支援事業費補助金は、県補助金と受益者負担金で実施する事業で、県補助金を受入れ同額を

支出するものです。事業では、須恵かちゃあにおいて農薬散布用ドローンが導入されます。目１

５農地費 節１２委託料 説明 測量設計委託料は、一ノ木谷沈砂池にかかるもので分筆を行うため

の用地測量委託料です。節１８負担金補助及び交付金 説明 水利施設管理強化事業補助金は、令

和８年度からみどりビジョンの策定に取組ます錦町土地改良区と百太郎溝土地改良区が管理する
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農業水利施設のうち県営増設施設の維持管理費につきまして、県１２.５％、町１２.５％を支援

するものです。２１ページをお願いします。１枠目、２段目、目２林業振興費 説明 林業振興機

械等整備事業補助金は、町の基金事業で町内林業事業体から１件から経過しています高性能林業

用機械プロセッサーの導入に対しまして、事業費の２分の１以内で上限額の２００万円を支援す

るものです。以上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松商工観光課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。それでは、商工観光課所管分の説明をいたします。６ペ

ージをお願いいたします。第２表 債務負担行為補正の追加となります。番号１のおかどめ幸福駅

売店指定管理業務は、令和８年度から令和１３年度までを期間とし、指定管理者の公募を含めた

５年間を委託期間とする債務負担行為の補正をお願いするものです。次に１１ページをお願いい

たします。歳入です。１枠目の目５商工観光費県補助金 節３観光費補助金ですが、くま川鉄道で

全線運行再開支援事業の県補助金を受け入れるものです。次に最下段の目４雑入 節１雑入ですが、

麓地区の日本遺産を核としたまちづくり事業に伴う地方創生アドバイザー事業の交付決定を受け、

その財源を受け入れるものです。次に２１ページをお願いいたします。次は歳出です。２枠目の

目１商工総務費 節１２の地域おこし協力隊活動支援委託料ですが、ビハ公園キャンプ場の一部を

活用した放置竹林の解消に向けた取組を行う地域おこし協力隊２名分の報酬及び活動費で７月か

ら３月までの９か月分を計上するものです。次に２２ページをお願いいたします。１枠目の目１

観光費 節１２委託料ですが、歳入でも御説明しましたくま川鉄道全線開通記念イベントの開催に

伴う委託料とその下の節１３使用料及び賃借料のタクシー借上料も同じく、くま川鉄道全線開通

記念のイベントとして、鉄道利用客を対象としたあさぎり駅から麓城祉への紅葉を観光するため

の３日間のシャトルバスの運行経費を計上するものです。２枠目の目１定住促進費 節１報酬から

節４共済費までは、定住対策支援会計年度任用職員の継続雇用に係る増額分を計上するものです。

以上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  小田建設課課長。 

●建設課長（小田 淳 君）  はい。建設課所管分につきまして説明いたします。１０ページをお願

いします。歳入でございますが２枠目の目５土木費国庫補助金 節１土木管理費補助金は、耐震改

修促進計画分、節２道路橋梁費補助金は、道路維持道路改良費分、節３住宅費補助金につきまし

ては、住宅改修分でありますが補助金の内示によります増減になります。３枠目の目３土木費国

庫委託金 節１土木管理費委託金につきましては、樋門管理の委託金の増額になります。２３ペー

ジをお願いします。法面対策で１路線を増額するものです。２枠目の目１河川総務費 節１２委託

金につきましては、樋管操作員の委託料を増額するものです。以上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内教育課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。それでは、教育課所管分の説明申し上げます。１１ページをお

願いします。歳入でございます。１枠目の下の段目８教育費県補助金 節２ 説明の文化財保存整

備費補助金は、国指定重要文化財 才園古墳出土品保存事業に対する県からの補助金を受け入れる

ものでございます。事業費に対する県の補助率は５％でございます。２枠目の目１節１指定寄附

金は、教育費寄附金としまして青少年育成団体育成関係１団体からの寄附金を受け入れるもので
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ございます。次に２４ページをお願いします。歳出でございます。３枠目、項２ 目１学校管理費 

節１２委託料の学校用務業務委託料は、賞与を賃金などの改定により５小学校５名分につきまし

て増額補正するものでございます。次に２５ページをお願いいたします。１枠目、項３ 目１学校

管理費 節１２委託料の学校用務業務委託料は、賞与・賃金などの改定により中学校１名分につい

て、増額補正するものでございます。２枠目、目２公民館費 節１８の公民分館等施設整備費補助

金は、補助率３分の１として屋根塗装や畳表替えなどの補助金として５地区分、補助率１０分の

７として井上地区公民館用地取得土地分筆分、補助率１０分の１０として井上地区土地所有権移

転登記分を増額補正するものでございます。その下、目３文化財保護費は、県補助金の受入れや

一般寄附金充当に伴う財源の更正、その下、目５図書館費 節１７備品購入費は、青少年育成関係

の１団体からの寄附金による図書購入費を増額補正するものでございます。３枠目の目１保健体

育総務費 節１８の県民スポーツ大会負担金は、本年度第８１回熊本県民スポーツ大会から開催地

の輪番制が廃止されたことにより県内全市町村で均等割と人口割による負担するもので、あさぎ

り町の負担金を計上するものでございます。以上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑

ありませんか。小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  ３点ほどお尋ねをしますけれども、１４ページの老朽危険空き家

除却の補助金の件ですけれども、内示額の減ということで件数を３件にするという御説明でした

が、実際の申請案件はどれぐらいあるのか。と、この今の時期にですね、まだ３か月しか経って

ない年度初めに内示で減額せざるを得ないというのはしょうがないにしても、その申請のタイミ

ングといいますか、事務のサイクルはどのようになっているのかをお尋ねをしたいと思います。

２点目は、これは１９ページの指定ごみ袋取扱いの増額ですが、先般一般質問でもお尋ねがあっ

たと思いますけれども、来年度以降のごみ袋についての見通しをどのように考えておられるのか。

今年度のみの追加補正なのかをお尋ねしたいと思います。あとはですね、これ１０ページに戻り

ますけど、公営住宅のストック総合の補助金が８５７万４,０００円減額ということですね。これ

に代わる財源はもう一般財源というふうになってますけれども、この当初予算で上げられた数字

の根拠が果たしてどういうものなのかですね。歳出事業費は全く同額で変わらない。で、補助金

を充てていたものに一般財源を充てざるを得ないというところの、この流れを御説明頂ければと

思います。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井総務課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。それでは、空き家対策についてお答えしたいと思います。ま

ず申請の状況でございますが、この事業は令和５年度から始まっておりますが、令和５年度は、

令和５年６年度それから７年度は、実績がゼロということでございました。今年度におきまして

は、今実際に事業に取りかかっていただいてるのが２件ございます。そのほかにも８年度に入り

まして４件の御相談があって、うち２件はが該当しなかったということで２件について実施中で

あります。それから今後申請される予定が１件ということで、現時点におきましては３件の予定

ということでございます。事業費につきましては、補助事業ということで行っておりますので、

歳入補助金を減額したのに合わせまして、そのままですと一般財源の負担ということで出てまい
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るかと思いますが、一旦補助事業、事業枠に合わせて事業費、歳出のほうも減額したところでご

ざいます。一応申請のめどとして秋口ぐらいまでを申請受付としていたかと思いますので、申請

状況によりましては、９月の補正あたりでまたお願いすることもあるかと思います。以上でござ

います。 

◎議長（小見田 和行 君）  荒川町民課課長。 

●町民課長（荒川 誠一 君）  はい２点目の御質問ですが、ごみ袋のですね価格につきましては、

現在のところですね、見通しが立っていないというところで、仕入価格は大きくですね減少する

というような見通しは立てておりませんので、今後ですね販売価格、こちらのほうについては、

商社とですね、あさぎり商社のほうと協議をして、値上げをさせていただく方向になるかとは考

えております。ですので、今後につきましては、こういったところを踏まえたところで仕入れと

販売価格のですね、ことを見ながら検討を進めてまいりたいというふうに考えております。以上

になります。 

◎議長（小見田 和行 君）  小田建設課長。 

●建設課長（小田 淳 君）  はい。町営住宅の改修事業の件なんですけど当初計画では、下道１団

地２棟８戸を計画しておりました。しかしながら今回の内示額が４０％っていうことで今回補正

をさせていただいていますけど、合わせまして町営住宅の建て替えの設計っていうのも当初予算

で組んでおりまして、その分については１００％付いております。今回一般財源を充てることに

つきましては、やはり建て替え事業を進めていく上で一般財源を充てまして、当初計画どおり２

棟８戸の改修をやっていきたいと考えております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。１点については、今のところもうほぼほぼ３件の見通しに

近いものがあるというふうに理解したいと思うんですが、今後、総務課長おっしゃったように１

１月までですか申請の時期をですね。とすれば、やはりその申請される方のタイミングっていう

のは、推測できない部分もあると思うので、１１月までに申請された場合にはもうそれは次年度

の事業として取り扱うというふうなその事務のスケジュールですよね。そのようなことなのか、

９月補正も考えられるというふうにおっしゃいましたけど、その場合は、国庫補助が果たしてつ

く見込みがあるのかですね。その点もう一度お願いしたいと思います。あと指定ごみ袋ですけど、

今、民間ではカラー印刷を白黒印刷にしたりとかですね、様々に努力をされてますよね。経費を

削減する意味で。ごみ袋の場合は、そんなに凝った印刷ではないとは思うんですけど、ほかの自

治体ではもう透明の袋であればというような、これは暫定的なことかもしれませんけど、そうい

うことも考えて対処されてるところもあります。町民の方が購入なさる販売価格に反映させるの

であればですね、様々な検討が必要じゃないかなと思いますけどその点を再度お尋ねしたいと思

います。それから住宅についてですね課長がおっしゃったように、建て替えをもうスムーズに行

っていくということで一般財源やむなしということですが、私も住宅使用料がですね、相当維持

費以外にも住宅の起債関係の返済にも充てられているというところまでは理解しているつもりで

すが、そういう、ある程度の戸数を確保していくということで今考えておられるのであれば、こ

れはもう財政課の考え方ですけれども、事業費は、縮小じゃなくて一般財源を充てるということ
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でやむなしなのかなということで再度そこの点を、これ財政課のほうに確認をさせていただきた

いと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井総務課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  はい。申請の時期につきましては、申し訳ございません１０月だっ

たか１１月だったかちょっと曖昧でございますが、その時期までですね御相談があるようでした

ら、補助事業についても年内に増減の変更の照会等も出てくるかと思いますので、増減可能であ

れば９月は間に合いませんので１２月補正でも増額は、できるのかなというふうに思っておりま

す。申請されまして早急に急いで解体が御希望されるということであればですね、一般財源の充

当によるってのも考えられますがその辺は相談していきながらやっていきたいと思いますが、翌

年度でもいいということであれば、また翌年度お願いしたいということで進めていきたいと思っ

ております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  荒川町民課課長。 

●町民課長（荒川 誠一 君）  はい。ごみ袋の件でございますが一応今のところ４月の中旬にです

ね、ごみ袋の燃える可燃のですね、大の袋につきましてはもう１，０００箱を発注しております。

ですので、これにつきましては６月末には納品がされるということで当面ですね不足するような

事態はないかとは思いますが、一応クリーンプラザのほうにお尋ねしたところですね、透明の袋

でも出しても構わないというところで。それにつきましては「マジックなどで町村名、氏名など

を大きく書いたものを暫定的に出しても大丈夫です」というような回答を頂いておりますので、

もし袋が足りない場合は、そういったところで対応していきたいというふうに考えております。

以上になります。 

◎議長（小見田 和行 君）  中村財政課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  はい。ただいま御指摘頂きました財源更正の件につきましては様々

ございますけれども、基本的には歳入といいますのは、当然年度当初において様々な情報を集め、

確実に収入しうる額を組むということで、６月補正で早速こういったところで歳入の減というこ

とになりましたので、査定におきましてはですねその辺の事情を確実に私たちとしてはですね確

認をさせていただいて、見込みが甘かったのか、やむを得ないものだったのかということで確認

をしまして、見込みが甘いものにつきましては当然、次に同じようなミスが出ないようにですね、

認識を共有しているところでございます。今回の公営住宅につきましては減額の幅が大きいわけ

ですが、これについては、議員が御指摘のとおり使用料というのがございます。それと建て替え

を推進するという観点から、やはり一般財源で対応して事業量をその分減らすべきではないだろ

うというふうに判断したところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。３点お答え頂きました。老朽危険空き家はですね、私２、

３こう御相談というかお話を聞いた場面がございます。課長おっしゃったように評価っていいま

すかですね、対象となる住宅なのかっていうことの調査にも時間がかかるというようなことでし

たが、その申請をなさるということは、やはり切迫した場面も中にはあるかもしれないというふ

うには理解してます。ただ個人のですね、自己負担分も相当ありますので中々こう踏み切れない
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というふうなこともおっしゃいますけれども、そのタイミングというのがですね、逃すと中々今

度は取りかかりが出来ないというふうなことも伺いますので、出来ましたら何て言いますか、ス

ムーズにですね、対応していただければというふうなことをお願いしたいと思います。指定ごみ

袋ですけど、私が言いたいのは利用される町民の方にですね販売代金の値上げをお願いするので

あれば、それなりにやはり検討をなさったほうがいいのかなと思うんですよね。当然、燃えるご

みあるいは燃えないごみというふうな記載と町村名、氏名を書くようになってますけれども、そ

れがルールであるとするならばそれはもうやむなしでしょうけれども、何かその経費を削減でき

るようなですね、もう原材料費が上がってるのは間違いないわけですから、そこのアイデアとい

うのも、いま１度広域行政組合あたりともですね、あるいは他の町村ともアイデアを出し合うと

いうようなことがあれば、ひょっとしたら販売価格に転嫁しなくてもっていう場面も考えられる

かもしれませんので一度再検討していただければ、やはり町民の方の負担をできるだけ抑えてい

ただければありがたいと思います。公営住宅については、財政課長おっしゃったように住宅を維

持していくことによるその使用料の収入というのをまず第１に考えていただいているということ

であれば、この財源更正で事業を展開していただければと思います。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  答弁はどうでしょうか。いいですか。（はい。）ほかに質疑ありませ

んか。豊永議員。 

○議員（９番 豊永 喜一 君）  １点だけお尋ねをいたします。ページは２０ページ。１５目ので

すね農地費、水利施設管理強化事業補助金につきまして、２団体からみどりビジョンに基づいて

申請があったという話ですけれども、このですね、実施場所と具体的な事業内容を示していただ

ければと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本農林振興課課長。 

●農林振興課長（橋本 英樹 君）  はい。みどりビジョンの策定につきましては、内容といたしま

しては、みどりビジョンが連携管理保全計画といいまして、上流から下流まで一貫した管理ツー

ルを策定していくということで計画を策定していかれるということで、将来的に持ってらっしゃ

る施設的なものの保全を持続的に進めていくというのを目指されるということで聞いております。

この計画につきましては、県、持ってらっしゃる県とかが作ってらっしゃる施設になっていくと

思うんですけれども、具体的にどこどこっていうのはちょっと計画の中で今からやっていかれる

とは思うんですけれども、今後的には、この計画をつくられて施設保全の効率化とか運営基盤の

強化とか、そういうものについて計画を進められるということで、その後、この計画をつくるこ

とで老朽化、施設の更新であったり、補修であったり、維持管理費用の積立てが行われるという

ことで聞いております。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  豊永議員。 

○議員（９番 豊永 喜一 君）  ということは、具体的な実施場所とかあるいは事業ですね、今後、

施設の老朽化とかいろいろあるわけですけれども、更新とかですね、そういったことは、今、金

額は、予算計上されとっですよね。その範囲の中で今から具体的に決まっていくという話なんで

すか。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本課長。 
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●農林振興課長（橋本 英樹 君）  今こちらのほうで今回計画を策定するに当たりまして、県がこ

う作ってる今の施設のこの管理運営費についての維持管理のほうの支援ということになりますの

で、みどりビジョンをつくる土地改良区において、そういう頑張っていくそういう更新とか、い

ろんな計画をされて行かれるということに対しまして、県が作っている施設の維持管理費につい

て、施設の維持管理費について支援を行うというような内容の事業になってます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  豊永議員。 

○議員（９番 豊永 喜一 君）  ということであれば、土地改良区あたりが決定権といいますか、

そういったことになって随時みどりビジョンの作成に伴って、事業を進めていくということで理

解してよろしいんですか。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本課長。 

●農林振興課長（橋本 英樹 君）  計画を作成していく間には県とか市町村であったりとかそうい

う計画を作成する時に携わりながら計画は作っていくというふうになってますので、今後主体的

には土地改良区さんが主体的になるんでしょうけれども、県であったり町であったり、協力しな

がら計画を策定していくということになります。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  ほかに質疑はありませんか。溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。２１ページの地域おこし協力隊の件ですが、これは前回

の全協で若干の説明は頂いておりますがその時に宿題が出されとったと思うんですよね。今回の

仕組みづくりは、初めての仕組みじゃないのかなっていうふうに説明を聞いてそう感じたところ

です。というのは、竹炭窯を自己資金で設置をされるというようなお話も聞いております。そう

いったこともあって、その前回の宿題は、町有地の使用の問題ですね。３年か４年かちょっとそ

の在籍期間が分かりませんけれども、非常にやる気満々で竹林の再生を目指しての方がおいで頂

くということでそれは歓迎するわけですが、そこでの収入・収益、そういったものはどういうふ

うになるのか。あるいはまた直接なのか商社に派遣か分かりませんが、服務規程であったり労務

管理であったり、いろんなものが出てくると思うんですけれども、そこはどのように整理をされ

て今回の場合は、お２人に対して、また、この事業を推進しようと考えておられるのか伺いたい。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松商工観光課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。ただいまの溝口議員の御質問に対してお答えいたします。

今回は地域おこし協力隊２名をですね受け入れるようにしておりますが、活動の拠点は、ビハ公

園キャンプ場のオートサイトの一部を活用して、放置竹林の解消のために竹炭釜を設置して、そ

こで竹炭を作り、またその商品化につなげていくという流れでございます。当然のことながら、

これから着手するような形になりますので、まず放置竹林の解消に向けて取り組んで頂くという

のがまず前提になろうかと思います。特に協力隊の方は、商社のほうで受入れをしていただくよ

うに今計画しておりまして、その理由としましては、これまでも地域おこし協力隊の受入れをで

すね、商社のほうで受入れをしていただいておりますし、また竹炭に関しては、プロジェクト事

業でも、その協力隊の取組といいますかね、商社のほうで受入れをしてきた実績がございますの

で、そういったのも親和性があるということから商社のほうで今回、受入れをお願いするもので

す。ですからこれまでの協力隊が商社で勤務をするやり方と同じやり方で、今回も竹炭の事業に



- 114 - 

取り組んで頂くというところでございます。当然のことながら公共施設を使いますので、協力隊

の任期期間中は、地域課題の解決のための貢献活動として、一部使用については減免、そういっ

たものをできるという規定もございますので、そういった理由で今回は協力隊の任期中はですね、

継続して利用できるような形を今イメージしているところでございます。退任後っていいますか、

３年間継続した後のことについては、やはりその事業の進捗可能性、事業計画のですね、そうい

ったものも今後継続して推移を見ながら検討してまいりたいと。いわゆるビハ公園キャンプ場を

どう活用していくのか、あるいは今後の公園としての併用との連携も含めてですね、どのように

その施設を使っていただくのかというところは、また財政課とも連携をしながら協議をしていき

たいというふうに思っているところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。ということはあさぎり商社に事業がひとつ増えるという

ことですね、竹炭製造部門が入るということだと思うんですが。そうであるとするならば、当然、

収入も商社の収入に入って計上されるでしょうし。ただその場合ですよ、自己資金の部分がです

ね。自己資金で建てられるわけでしょう、窯を。町が資金を提供して窯を設置するというような

説明ではなかったような感じがするんですが、そこもう１回確認をしますが、それによってまた

若干運営の仕方が変わってくるような感じがしますけど、そこはどう、どうなんですかね。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。この竹炭窯の製造といいますか、その費用については、

今回、協力隊の活動費っていうのがございますけども、その活動費の一部を使って、整備をされ

るという形で今、計画案は持っているところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  この竹炭窯につきましてはですね、まだ詳細については協議が進んでな

い状況でありまして、その収入が商社に入るのかとか、そういった部分に関しては全くまだ協議

が進んでませんので今後進めたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。もう１回です。（はい。） 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  そこは基本的なことをしっかり決めた上で、相手方と協議して

誓約しとかないと、物事が起きてからでは遅いんでね。私は心配してるのは、本当にもう自己資

金を投資しないでそういうノウハウだけで提供されてそれに対して町がいろんな国やそういう制

度を生かしての補助を使って設備をするんであったら、当然それは収入は私は基本的には商社の

収入に入れないとおかしいと私は思ってるんですよ。そういったことは、おいで頂く、当然です

ね、話合いをした上で決めてからでないと、あやふやにしてからでは、私は後々課題が残ってく

るんではないのかなと思いますんで整理をしてから進めてください。よろしいですかね。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。確かにですね、今回の竹炭窯事業といいますのは出来た

竹炭を販売するという形になろうかと思いますけども、やはりまず、このあさぎり町のこのビハ

公園で放置竹林を解消しながらその竹炭の製品が本当に商品として価値があるようなものなのか、

そこら辺をやはり試験的に販売という形でなくて、まだ活用を頂きながら、その製品の価値、そ
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ういったものが値段に見合う商品等に成長していく過程で、ある程度この商品単価というのが固

まってくるかと思いますのでそこら辺も踏まえてですね今後、その竹炭窯の状況を踏まえながら

検討していきたいというふうに思います。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  会議の途中ですがここで１０分間休憩いたします。 

 

 

 

  休憩 午前１１時００分 

 

 

再開 午前１１時１０分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  質疑の前に町民課長と商工観光課長より答弁の申出があっております

のでこれを許します。まずは町民課長から、荒川町民課課長。 

●町民課長（荒川 誠一 君）  はい。先ほど小松議員のほうから、ごみ袋のなくなった場合ですね、

透明の袋に出せないかというようなお答えというかですね答弁の中で、私のほうが、クリーンプ

ラザのほうには透明の袋にマジック等で町村名、あと氏名等を書かれて出せますということでお

伝えしております。これにつきましてあさぎり町におきましては、先ほど申しましたとおり、ま

だ指定ごみ袋がございますのでそちらのほうを使っていただきます。もしこれがですねなくなっ

た場合には、こちらのほうから再度、広報紙もしくは防災ラジオ等を使いまして、暫定的な措置

といたしまして透明袋を使っていただくというふうな告知とかですね連絡をさせていただきたい

というふうに思っております。以上になります。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松商工観光課課長。 

●商工観光課長（沖松 勝彦 君）  はい。先ほどの溝口議員のですね御質問に対しまして、協力隊

の方がいわゆる商社での勤務といいますか受入れになりますという御説明をした際に、いわゆる

その協力隊が商社の社員になるんではないかという捉え方をされてるかと思いますが、その辺は、

社員とかではなくて、あくまでも人件費及び活動費の委託料の管理をですね、商社のほうでも出

納管理をやっていただくという形で。これまでもその手法については、協力隊の方々の受入れを

ですね、商社のほうで担っていただいておりました。ですから、冒頭申し上げたいことは、その

商社の社員という形ではないということと、またその商社の事業として、いわゆる竹炭窯を設置

して、放置竹林の解消をやるというものではなくて、これはあくまでも協力隊の方が、一応受入

れはその商社ですけども、その協力隊の自主的な竹炭の製品をつくる、あるいは放置竹林の解消

するという目的でその事業にチャレンジをされるというところになりますので、その経過を見な

がらゆくゆくは、その協力隊があさぎり町に定住をするという形になりますと、当然、事業とし

て立ち上げられる形になるかと思います。その経過は、しっかり見守りながら、あるいは打合せ

をしながらですね、将来の事業継続性も町としてもしっかり支援をしていきたいというふうに思
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ってるところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  以上、追加答弁でございますが、これにつきまして、あと議会等にも

ですね、いろいろ報告を願うことで一応今日のところは、これで終わりたいと思います。では、

ほかに質疑ありませんか。小谷議員。 

○議員（３番 小谷 節雄 君）  はい。１点だけお尋ね、お尋ねをいたします。１１ページでござ

いますが、２段目でございます、一般寄附金でございます。遺贈寄附金ということで聞きなれな

い言葉が今回出てまいりました。この件につきましてですね、本町へそういった多額の寄附を頂

いたことは大変ありがたいお話でございますが、もしその内容と申しますか要するに何かいろん

な思いを持って町にそういう寄附を頂いたものと思いますので、それで御本人と申しますか寄附

者の方の意向もあると思いますが、もしこの場でですね何か、どういう経緯でそういう形になっ

たかが公表できる部分がありましたらば、お尋ねしたいと思います。趣旨はですね、どういう目

的とか町にどういうことを期待されているかを、がですねもし具体的なものがあるのか、それと

もただまちづくりに活用頂きたいというようなそういう形なのかですね、そういう付近がもし公

開が可能であれば、お願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。実はこの方は、昨年は社会福祉協議会のほうにも寄附を頂いてお

りますけれども、当時は、私も感謝状を持って本人にお伺いしたんですけれども、その後亡くな

られたということで弁護士のほうから、この通知を頂いたわけです。町としてもどう受け入れる

かということでこのような形になりましたけれども、使途とかにつきましては、指定もございま

せんでしたので、町のためにということで私たち今回、一部を文化財の保護費に充てさせていた

だいたという経緯でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  小谷議員。 

○議員（３番 小谷 節雄 君）  はい、ありがとうざいます。はい、この件をとやかくどうこうと

いうことじゃなくてですね、こんな多額の寄附ですね何かいろんな目的寄附とまでいかなくても

ですよ、何かいろんな思いを持っておられたのかなということをちょっと思いましたのでお尋ね

をしたところです。でありましてですね、今回その予算の今度は計上のやり方なんですが、全額

をそのまちづくり基金に１回積立てられてそれを取崩して５００万ですか、文化財保護費に充て

ておられる。それが悪いとか言うつもりございませんが、私が勝手に思ったのはですね、その寄

附者の方のあれを具体的な見える形にする時には、直接５００万を寄附金から充当。それは同じ

ことではあるんですが一遍基金に積立ててしまうと、もうお金の色がなくなってしまうんですね、

一応流れ的には。先ほどですね、たまたまですが、教育課長は、寄附金を充当というふうにおっ

しゃったんですよ。その言葉の言葉尻を捉えるんじゃなくて。恐らく皆さんそういう思いをもっ

て予算計上されたのかなと思いますが、予算書上はそれは表に出てこない。先ほど１番最初の御

質問したのはそういう意味でございます。寄附者の方のですね、あるいは今回１千何百万ですか。

まちづくり費に寄附を頂いて積立てました、じゃなくて、５００万の今回の予算計上で財源更正

されてますけど、そこには寄附金は出てきてない。予算計上の問題ですからあんまりとやかく言

うことじゃないんですけど、とにかく私はですねその寄附者の方の、あるいは形として、何か出
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てくるような予算の組み方のほうがですね、いいんじゃないかなという思い、ちょっと思ったも

んだからお尋ねしたところです。ただもう予算計上、提案されてますから、何らかの形でですね

その方のそういう形、今回の事業にですね、具体的に充当しているという形が見えたら何か嬉し

いんじゃないかなというようなそういう思いがあったもんですから、ちょっとこれお尋ねしたと

ころです。もう結果的に積立てからまた繰り出しという形されてますので、予算はされてますの

で、それはそれでやむを得ないと思いますが、是非その寄附者の方のそういったのが、もし可能

であれば、見えるような形にしていただければありがたいなという気がしてるところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。実は社会福祉協議会に頂いたときに伺った時に広報紙等で公表し

てよろしいでしょうかというような話もしたんですけれども、やっぱり名前を出さないで欲しい

というような本人の意向もありましたので、今回私たちも何か形に残るようなものをというふう

にも考えたんですけれども、中々やっぱり本人の意思にはそぐわないなということで今回の形を

とらせていただいたわけです。非常にこうありがたく使わせていただきますので、今後とも充当

する場合にはですね、その時の寄附金を活用してますというような説明は加えていきたいという

ふうに思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  ほかに質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わり

ます。これから討論を行います。討論ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わり

ます。これから議案第３号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。起立多数です。したがって議案第３号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第３、議案第４号 令和８年度あさぎり町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第４号 令和８年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）について提案いたします。令和８年度あさぎり町の後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）は次に定めるところによる。第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４７万９,

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億４,８６８万円とするものでござ

います。詳細につきましては、担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決頂きます

ようよろしくお願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹健康推進課課長。 

●健康推進課長（中竹 健次 君）  それでは、議案第４号について説明します。第２項から読み上

げます。第２項 歳入歳出の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。今回の補正につきましては、資格確認書の交

付に係ます経費の補正をお願いするものです。７ページをお願いいたします。歳入です。１枠目、

目１一般会計繰入金 説明の事業費繰入金は、資格確認書の発送費用に対します一般会計からの繰

入金を受け入れるものです。８ページをお願いいたします。歳出です。１枠目、目１一般管理費 

説明の郵送料は、一般会計補正予算（第１号）の提案理由でも説明しましたが、令和８年８月以

降は８４歳以下の被保険者でマイナ保険証を保持していない被保険者と８５歳以上の全ての被保

険者について、暫定措置が延長されるために資格確認書を交付する郵送料を補正するものです。
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以上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あ

りませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論は

ありませんか。討論なしと認めます。これから議案第４号を採決します。本案は原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。起立多数です。したがって議案第４号は原案のとおり可

決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第４、議案第５号 令和８年度あさぎり町介護保険特別会計補正

予算（第１号）についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第５号 令和８年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について提案いたします。令和８年度あさぎり町の介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７７万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２０億１,６９６万４,０００円とするものでございます。詳

細につきましては、担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決頂きますようよろし

くお願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  尾方高齢福祉課長。 

●高齢福祉課長（尾方 圭 君）  それでは、議案第５号について説明いたします。第２項から読み

上げます。第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。７ページをお願いします。歳入です。１

枠目、節１介護保険事業補助金は、歳出で説明いたします介護保険制度改正に伴うシステム改修

費用の５０％分を補助金で受け入れるものです。２枠目、節１事務費繰入金は、先ほど説明しま

したシステム改修費用の町負担分を一般会計から繰り入れるものです。８ページをお願いします。

歳出です。１枠目の節１２委託料の介護保険システム改修委託料は、介護保険制度改正に対応す

るシステム改修で、令和８年８月以降の負担限度額認定処理等に対応するものです。以上で説明

を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あ

りませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第５号を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立多数です。したがって議案第

５号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第５、議案第６号 令和８年度あさぎり町水道事業会計補正予算

（第１号）についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第６号 令和８年度あさぎり町水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて提案いたします。第１条 令和８年度あさぎり町水道事業会計の補正予算（第１号）は次に

定めるところによる。詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可

決頂きますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  鬼塚上下水道課課長。 

●上下水道課長（鬼塚 拓夫 君）  それでは、議案第６号について説明いたします。２ページの第
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２条から読み上げます。第２条 令和８年度あさぎり町水道事業会計予算第３条に定めた収益的支

出の予定額を次のとおり補正する。支出第１款 水道事業費用、補正前の額４億３,６００万８,０

００円。補正額２７２万８,０００円の減額。計４億３,３２８万円。第３条 予算第４条本文括弧

書きの全文を「（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額８,２４１万６,０００円は、過

年度分損益勘定留保資金４９２万９,０００円及び消費税及び地方消費税資本的収支調整額７,７

４８万７,０００円で補填するものとする。）」に改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正す

る。支出第１款 資本的支出、補正前の額４億１,４６６万円。補正額４３８万１,０００円。計４

億１,９０４万１,０００円。３ページをお願いします。第４条 予算第８条に定めた経費の金額を

次のように改める。職員給与費、補正前の額４,８３４万８,０００円。補正額７４万８,０００円

の減額。計４,７６０万円。詳細につきましては、１３ページをお願いします。補正予算説明書の

収益的支出です。１４ページをお願いします。３目その他特別損失 節１その他特別損失は、令和

７年度に水道施設整備で借入れた過疎債が配分額を超過していたため、その超過分の繰上げ償還

に伴う補償費を計上するものです。なお、この補償費につきましては繰上償還を７月に予定して

おりますが、現在７月の金利が確定していないため費目存知としております。１５ページをお願

いします。資本的支出です。目の２つ目、１目企業債償還金につきましては、１６ページをお願

いします。節１企業債償還金は、令和７年度の水道施設整備事業で借入れた起債のうち過疎債に

ついて配分額を上回る借入れであったため、その超過分につき繰上げ償還を行うため、計上をす

るものです。ページ戻りまして６ページをお願いします。キャッシュフロー計算書です。右側の

下から３行目の資金増加額４,２２３万１,０００円。最下段の資金期末残高は、７億９,１０６万

１,０００円となる見込みです。７ページをお願いします。このページから９ページまで給与費明

細となっております。御覧頂きたいと思います。１０ページをお願いします。令和８年度あさぎ

り町水道事業当年度予定貸借対照表です。このページ最下段の資産合計と１２ページをお願いし

ます。このページ最下段の負債資本合計は、ともに６１億７７８万５,８０１円の見込みです。説

明は以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あ

りませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第６号を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立多数です。したがって議案第

６号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第６、議案第７号 あさぎり町立学校学習者用コンピュータの買

入れについてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第７号 あさぎり町立学校学習者用コンピュータの買入れについて

提案いたします。提案理由を申し上げます。あさぎり町立学校学習用コンピュータ買入れについ

て、あさぎり町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定

により議会の議決を経る必要がある。これがこの議案を提出する理由です。詳細につきましては、

担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決頂きますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内教育課長。 
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●教育課長（山内 悟 君）  はい。それでは議案第７号につきまして御説明いたします。本件につ

きましては、受託候補業者と仮契約を締結しているところでございます。内容といたしましては、

１ 買入物件 あさぎり町立学校学習者用コンピュータ。内訳としまして、タブレット端末１,３２

２台。２ 納入場所 球磨郡あさぎり町 町立小・中学校。３ 買入れ価格 ７,２７１万円。４ 契約

の相手方 福岡県福岡市中央区大名２－９－２７ 株式会社 内田洋行 九州支店 支店長 坂口秀雄。

５ 契約の方法 熊本県公立学校学習者用コンピュータに係る共同調達プロポーザル審査でござい

ます。なお納入期間は、令和８年１１月末を予定しております。説明は以上でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あ

りませんか。小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。１点お尋ねしたいんですけれども、この端末は更新という

ことになろうかと思うんですが、現状使っているタブレットについてはどのような、その処分と

いいますか、その点についてお尋ねをします。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。現在使っておりますタブレットにつきましては、今後買取り回

収という形を想定を予定しておるところでございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。業者によっては、まだまだ使える、中古品としてですね。

ということでの買取りもあろうかと思うんですけど、学校用のこのタブレットっていうのは、一

般に例えば私たちも頂いてますけれども、ほかに使うというようなことは考えられないというこ

とでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。そうですね、このあさぎり町でほかに使うということ自体は、

想定はしておりません。 

◎議長（小見田 和行 君）  小松議員。 

○議員（１番 小松 英一 君）  はい。もともとは今回のように一括で購入されてると思うんです

よね、この機器が。先般全協でお伺いした時は、多分更新時期が来てるからということで、他の

自治体と一緒にタイミングよく更新しましょうということですが、果たして全ての機械がですね、

本当にもう処分せざるを得ないような、そういうレベルまでもうされてるっていうか、使いこな

されているのか。もっともっと使えることも想定されるんじゃないかなあというふうにも思うん

ですけど、その点はいかがですか。 

◎議長（小見田 和行 君）  長沼デジタル政策審議監。 

●デジタル政策審議監（長沼 宏季 君)  はい。主に確かにその機能として正常に動作をするとい

うものも数年間たってもまだ使えるタブレットはあるということは事実としてあろうとは思いま

す。一方それらに関して、いわゆる間違いなく動作がしなければならない、その目的との間で果

たして十分に耐えるかというような基準で使い道というところは判断していかなければならない

ものだと考えています。例えばではありますが、そのタブレットで何か災害が発生した時に重要

な情報を受信するみたいな、そういった役割を持たせることを例えば想定して考えた時には、絶
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対に間違いがあってはならないような場面だと思いますし、それに対して、既に何年間か使い終

わったものをあてがうっていうことが、適切かどうかみたいな、そういった考え方からその目的

っていうところを考えなければならなくなると、と考えた時に、今現時点において、やはり行政

事務において使用する目的というものは、ある程度の動作が確実に実施されるっていうようなこ

とが保障されているようなものを使うのが基本的な原則的な考え方になるというふうに考えてお

ります。加えて、製造からある程度経ったものというものは徐々に新しいモデルが発売されてい

くにつれて、古いモデルに対しては、いずれメーカーのサポートがなくなるということも往々に

してあると。何かそれたくさんのタブレットを何かに使うと決めて動かし始めたはいいものの、

そこからすぐにまた使えない状態になってしまったということも十分考えられるのがこのデジタ

ルデバイスの往々にしてある話であるというふうに考えた時に、ちょっと今現時点においてこの

数年間使い終わったタブレットを何かに使える道がないかというふうに考えても、中々使い道っ

ていうところは、見つからないのではないかなというふうに考えているところです。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。今、長沼審議監のほうからもお話ししていただきましたけれど

も、耐用年数の面でも法税務上は４年というふうになってますが、物理的な寿命ということで一

般的には２年から５年がひとつの目安というふうにも言われております。スペックの問題、アッ

プデートの問題等もありますので、今回は、そういうふうに考えておるところでございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  ほかに質疑ありませんか。難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  １点お尋ねしたいと思います。今の御説明を聞いておりました

が今回購入される分のですねＯＳというのが、どの分を使われているのか。例えばマイクロソフ

トであるとか、グーグルクロームであるとかですね。それから最低スペック基準っていうのが、

令和６年に文科省から変わったということでですね通知は来てたと思うんですけれども、そうい

うスペック基準のチェックなどは、うまくいっておって今回の更新となったのかですね、につい

てお伺いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 

●教育課長（山内 悟 君）  はい。今回の導入予定のタブレットにつきましては、クロームブック

ということで予定をしております。製品は、ＡＳＵＳ製ということで予定をしております。それ

からスペック等につきましても、統一求められてるスペックがございますのでメモリーは４ギガ

バイト、ストレージは６４ギガバイトＴＭＣいいということと、画面的には１１型のタッチパネ

ルということで、要求される基準を満たすものということでプロポーザルを実施しておるところ

でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい、ありがとうございます。初年度にこのタブレットの購入

をした時にですね、そのように製品の内容でありますとか、パンフレットを詳しく見せていただ

いたものですから、今回は更新ということでございますけれども、出来ましたら、そういうもの

をですね議会のほうに提示頂ければよかったなと思いましたのでお伺いをしたところであります。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内課長。 
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●教育課長（山内 悟 君）  はい。今度ですね製品の詳しい状況につきましては、懇談会等でもお

知らせしたいというふうに思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  ほかに質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わり

ます。これから討論を行います。討論ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わり

ます。これから議案第７号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。起立多数です。したがって議案第７号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第７、議案第８号 ５災補道第２号 町道立野線災害復旧（地すべ

り）工事請負契約の締結についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第８号 ５災補道第２号 町道立野線災害復旧（地すべり）工事請負

契約の締結について提案いたします。提案理由を申し上げます。５災補道第２号 町道立野線災害

復旧（地すべり）工事請負契約の締結について。あさぎり町議会の議決に付すべき契約及び財産

の取得または処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を経る必要がある。これがこの

議案を提出する理由です。詳細につきましては、担当課長より説明申し上げます。どうか審議の

上、可決頂きますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  小田建設課長。 

●建設課長（小田 淳 君）  はい。議案第８号、工事請負契約の締結につきまして説明いたします。

工事の入札につきましては、５月２９日に行いまして落札業者と仮契約を締結しているところで

す。工事の内容につきましては、中ほどでございますが工事名 ５災補道第２号 町道立野線災害

復旧（地すべり）工事。工事内容 グラウンドアンカー工。工事場所 あさぎり町皆越地内。契約

金額 ８,８９９万円。契約の相手方 人吉市西間上町２４７９番地１ 丸昭建設株式会社 代表取締

役 松村陽一郎。契約の方法 指名競争入札でございます。工事の概要としましては、地滑りした

斜面の工事となります。工事期間につきましては、令和９年３月３１日を予定しております。以

上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あ

りませんか。溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。今回の道路については、通行止めがまた発生するんだろ

うと思いますがようやく開通したなと思ってみんな喜んでおられて、また改めてですね非常にま

た地域の皆さん方が、御苦労されるわけでありますが、工期については、来年の３月でしたね、

説明がありました。これはまた当然立野線は全面通行止めでしょうけれども、あの場所から集落

が立野の集落がありますが、あそこをまた通行止めしてしまうとそれこそ所得にもですね完全な

る所得に影響する状況になるんですけれども、そこら辺はどのような計画で今進めようとするお

考えなんでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  小田課長。 

●建設課長（小田 淳 君）  はい。皆越地区の町民の皆様には本当、大変こう迷惑をかけることは

認識しているところです。今回、立野線の地滑り工事ということで、その道路の、工事をする道

路の上のほうに２軒のお住まいの方がいることは承知しております。やはり工事をする必要があ

るということで御迷惑は承知で説明はしていくんですけど、聞いたところによりますと上のほう
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にゆずを栽培している方がおられるということも聞いております。今回この契約を御承認頂きま

して、施工業者の方とどうやったら上のほうに通じる道ができるのかできないのか、そういった

ことは十分に協議していきたいと考えております。 

◎議長（小見田 和行 君）  ほかに質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わり

ます。これから討論を行います。討論ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わり

ます。これから議案第８号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。起立多数です。したがって議案第８号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第８、議案第９号 ６災道２１５号 町道立野線災害復旧工事（Ｕ

工区）請負変更契約の締結についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第９号 ６災道２１５号 町道立野線災害復旧工事（Ｕ工区）請負変

更契約の締結について提案いたします。提案理由を申し上げます。令和７年の６月１３日の令和

７年度あさぎり町議会第１回会議において議決された６災道２１５号 町道立野線災害復旧工事

（Ｕ工区）請負契約について、請負変更契約を締結する必要が生じたので、地方自治法第９６条

第１項第５号の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この議案を提出する理由です。

詳細につきましては、担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決頂きますようよろ

しくお願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  小田建設課長。 

●建設課長（小田 淳 君）  はい。議案第９号 工事請負変更契約の締結につきまして説明いたし

ます。内容につきましては、中ほどでございますが工事名 ６災道２１５号 町道立野線災害復旧

工事（Ｕ工区）。工事内容 軽量盛土工。工事場所 あさぎり町皆越地内。契約金額 変更前７,１

７２万円、変更後８,５２０万２,６３６円。今回の変更による増額は、１,３４８万２,６３６円

となります。契約の相手方 あさぎり町上北１９５番地９ 株式会社勇工務店 代表取締役 緒方光

慶。主な変更理由でございますが、軽量盛土工で床堀作業中に山側の法面が崩壊したことにより、

吹付工を２回に分けて施工する必要となったことや、崩壊面まで軽量盛土工を延ばしたためです。

また、仮設工では、当初計画では、工事用車両の通行に影響があるため仮設道路の拡幅を行う必

要があったことが変更理由でございます。以上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あ

りませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第９号を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立多数です。したがって議案第

９号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第９、諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

についてを議題とします。お諮りします。本件は御手元に配付しました意見のとおり「適任」と

答申したいと思いますが御異議ありませんか。異議なしと認めます。したがって諮問第１号は、

御手元に配付しました意見のとおり「適任」と答申することに決定しました。日程第１０、諮問

第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議題とします。お諮りします。本

件は、御手元に配付しました意見のとおりでございますが御異議はございませんでしょうか。皆
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越議員。 

○議員（１１番 皆越 てる子 さん）  はい。委員の推薦については異論はありませんけども、以

前、全員協議会におきまして、勇退については口頭で確認をとっているというような御説明であ

ったかと思います。で、この意思の確認というのをですね、口頭ではなくて、様式を示していた

だいて署名を頂いて、この勇退においては、確認を取るというような方法をですね、取っていた

だければと思って提案いたしますがいかがでしょうか。意思の確認を様式によって署名していた

だくということで。口頭でありますと、ちょっと意思の疎通もちょっと食い違うことがあるかな

と私思いますのでその辺のところを十分御検討頂ければと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  はい。確かに今回ですね、確認に関して非常に私どもの不手際があった

ことをお詫びしたいと思います。書面によって意思確認ということでございますけれども、今後、

内部のほうでちょっと協議をさせていただきまして、また方向が性が決まりましたら議員の皆様

に報告したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  ほかに質疑ありませんか。これで質疑を終わります。これから討論を

行います。討論ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから諮問２

号について採決いたします。諮問第２号は、「適任」と答申したいと思います。御異議ありませ

んか。異議なしと認めます。したがって諮問第２号は御手元に配付のとおり「適任」と答申する

ことに決定いたしました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１１、報告第７号 令和７年度繰越明許費繰越計算書（一般会

計）の報告についてを議題とします。提出者の報告を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  報告第７号 令和７年度繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告につ

きましては、地方自治法施行令第１４６条第２項に基づき、繰越計算書を調製いたしましたので

報告いたします。詳細につきましては、担当課長より説明申し上げますのでよろしくお願いいた

します。 

◎議長（小見田 和行 君）  中村財政課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  はい、報告第７号です。一般会計において令和７年度から令和８年

度に繰越しを行った２９件の事業につきまして、繰越明許費繰越計算書により報告するものでご

ざいます。各事業の内容につきましては、これまでの予算審議の中で繰越理由を含め説明をして

おりますので、事業ごとの説明は割愛させていただきます。次のページをお願いいたします。１

番下の合計の欄を御覧ください。事業費１１億２,５３８万６,０００円のうち翌年度繰越額が１

０億８,９７４万８,０００円でございます。なお、その財源内訳につきましては、右に記載のと

おりとなっております。以上で報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  報告が終わりました。報告第７号 令和７年度繰越明許費繰越計算書

（一般会計）の報告について質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１２、報告第８号 令和７年度事故繰越計算書（一般会計）の

報告についてを議題とします。提出者の報告を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  報告第８号 令和７年度事故繰越計算書（一般会計）の報告につきまし
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ては、地方自治法施行令第１５０条第３項の規定に基づき繰越計算書を調製いたしましたので報

告いたします。詳細につきましては、担当課長より説明申し上げますのでよろしくお願いいたし

ます。 

◎議長（小見田 和行 君）  中村財政課課長。 

●財政課長（中村 光成 君）  報告第８号について御説明申し上げます。一般会計におきまして、

地方自治法第２２０条第３項の規定により事故繰越としたものでございます。事故繰越とは、年

度内に支出負担行為をし、避けがたい事故のために年度内に支出を終わらなかったものについて

翌年度に繰越して使用するものでございます。今回、林業施設災害復旧事業につきまして、右説

明欄に記載の理由により翌年度へ事故繰越となっております。下段の合計欄を御覧ください。令

和７年度の支出負担行為済額は、１億７,８６８万５,９０２円となっております。そのうち支出

済額は、１億１,２１５万８,９３７円。支出未済額は、６,６５２万６,９６５円でございます。

この支出未済額に支出負担行為予定額２,７３７万３５円を加えた、９,３８９万７,０００円が翌

年度への事故繰越額となっております。なお、その財源につきましては、右に記載のとおりでご

ざいます。以上で報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  報告が終わりました。報告第８号 令和７年度事故繰越計算書（一般

会計）の報告について質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで報告を終わります。日程

第１３、報告第９号 専決処分した和解及び損害賠償の額を定めることの報告についてを議題とし

ます。提出者の報告を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  報告第９号 専決処分した和解及び損害賠償の額を定めることの報告に

ついて、地方自治法第１８０条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第２項

の規定により報告いたします。詳細につきましては、担当課長より説明申し上げますのでよろし

くお願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井総務課長。 

●総務課長（酒井 裕次 君）  それでは報告第９号について説明いたします。２ページをお願いし

ます。専決第１３号です。専決処分の根拠につきましては、省略させていただきます。中ほどで

ございますが和解及び損害賠償の額を定めることとしまして、１ 相手方につきましては、記載の

とおりでございます。以降、内容につきましては、次のページの説明資料により説明いたします。

３ページをお願いします。１ 当事者につきましては、記載している消防団員でございます。２ 

事故の発生状況につきましては、令和８年３月２４日午後８時頃、須恵文化ホール駐車場におい

て、町消防団員が運転する消防積載車がバックした際、後方確認を怠っていたため、後方に駐車

していた相手方の自動車に衝突し、相手方車両を破損させたものでございます。３ 事故の損害額

でございます。相手方 ２８万６,４５１円でございます。４ 事故の責任割合につきましては、町

が１００％となります。５ 損害賠償額は２８万６,４５１円になります。６ 損害賠償金の補填に

つきましては、町が加入します一般財団法人全国自治協会自動車損害共済により全額補填するも

のです。７ 和解事項としまして、町は相手方に対し、本件事故の損害賠償金を支払い、当事者双

方は今後本件に関して裁判上または裁判外において一切の異議及び請求しないことを誓約し示談

を成立させることとしまして、示談につきましては、５月１９日に成立しているところでござい



- 126 - 

ます。以上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  報告が終わりました。報告第９号 専決処分した和解及び損害賠償の

額を定めることの報告について質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで報告を終わりま

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１４、報告第１０号 専決処分した和解及び損害賠償の額を定

めることの報告についてを議題とします。提出者の報告を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  報告第１０号 専決処分した和解及び損害賠償の額を定めることの報告

について。地方自治法第１８０条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第２

項の規定により報告いたします。詳細につきましては担当課長より説明申し上げますので、よろ

しくお願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  緒方生活福祉課課長。 

●生活福祉課長（緒方 理恵 さん）  はい。それでは、報告第１０号につきまして説明いたします。

２ページをお願いいたします。専決第１４号です。専決処分の根拠につきましては、省略させて

いただきます。中ほどでございますが和解及び損害賠償の額を定めることにつきまして、次のと

おり和解し損害賠償の額を定めることとします。１ 相手方につきましては、記載のとおりでござ

います。内容につきましては、次のページの説明資料により御説明申し上げます。３ページをお

願いします。１ 当事者につきましては、記載している職員でございます。２ 事故の発生状況に

つきましては、令和８年４月１６日午後２時５０分頃、町職員が駐車中の公用車ドアを開けた際、

隣に駐車中の車に当たり、破損させたものです。３ 事故の損害額は、相手方 ７万１１４円であ

り、４ 事故の責任割合につきましては、町が１００％の責任割合となります。５ 損害賠償額は、

７万１１４円になります。６ 損害賠償金の補填につきましては、町が加入します一般財団法人全

国自治協会自動車損害共済により全額補填されるものです。７ 和解事項としましては、町は相手

方に対し、本件事故の損害賠償金を支払い、当事者双方は、今後本件に関して裁判上または裁判

外において一切の異議及び請求をしないことを誓約し示談を成立させることとしております。以

上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  報告が終わりました。報告第１０号 専決処分した和解及び損害賠償

の額を定めることの報告について質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで報告を終わり

ます。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１５ 議員派遣の件についてを議題とします。お諮りします。

御手元に配付しました文書のとおり議員の派遣を行いたいと思いますが御異議ありませんか。異

議なしと認めます。したがって議員を派遣することに決定しました。お諮りします。議員派遣の

場所、期日等について変更が生じた場合は、議長に一任願いたいと思いますが御異議ございませ

んか。異議なしと認めます。したがって議員派遣の場所、期日等について変更が生じた場合は、

議長に一任することに決定しました。 

◎議長（小見田 和行 君）  お諮りします。本定例日の会議で、議決の結果生じた条項、字句、数

字、その他の整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますが御異議

ありませんか。異議なしと認めます。したがって条項、字句、数字、その他の整理を議長に委任
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することに決定しました。 

◎議長（小見田 和行 君）  以上で本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。令和８年度

あさぎり町議会第２回会議を閉じます。 

●議会事務局長（髙田 真之 君）  御起立ください。礼。 

 

 

 

午後１２時０９分 閉会 
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